




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















　contents







序章　孤独を抱える者

一章　北からの訪問客

二章　誇り高き孤高の皇子

三章　代償

四章　白き獣と黒の番犬

終章　新たな決意は主従の証




あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編「キスとケンカと通り雨」




























イラスト／北沢きょう









[image: ]







　重じゆう厚こうな扉とびらの隙すき間まから、細い光が漏もれていた。

　足音を忍しのばせてそっと近づき、額をくっつけて中を覗のぞき込む。部屋の中では、二人の男が向かい合っていた。一人は父、もう一人は王の側近を務める中年の男だ。何やら真しん剣けんな様子で話し込む声が、扉越ごしに聞こえてくる。くぐもった声こわ音ねから感じ取れるのは、ピリピリとした緊きん張ちよう感かん──そこに、一いつ切さいの情はない。

　と、ふいに中年の男が踵きびすを返した。ハッとして、リーザレットは扉から離はなれて廊ろう下かの角に身を隠かくす。

　直後、部屋から中年の男だけが出てきた。見つからないように息をひそめ、男が通り過ぎるのを待つ。その姿が廊下の向こうに消えてから、リーザレットは再び扉の前に戻もどってきた。

　自分の頭より高い位置にあるドアノブを見上げ、しばし逡しゆん巡じゆんする。思いつくままにここまで来たけれど、はたして中に入っていいものだろうか。

　王である父は、いつも忙いそがしい。娘むすめのリーザレットでさえまともに顔を合わすことができず、この前迎むかえた四歳さいの誕生日すら一いつ緒しよに過ごすことができなかった。そんな父の元を突とつ然ぜん訪おとずれたら、迷めい惑わくになってしまうかもしれない。

　伸ばしかけた手を引っ込めた時、ふいに扉が開いた。あっと思う間もなく、中から漏れてきた光に視界を奪うばわれる。

「ここで何をしている、リーザレット」

　降ってきた言葉に思わず身をすくめ、おそるおそる顔を上げた。そこにあったのは、驚おどろいた様子の父の姿。その足元では黒い犬が得意げに鼻を突つき出だしている。

「あ……ええと、その……」

「私に何か用か？」

　返答に困っていると、父がそう問いかけてきた。声音は穏おだやかで、怒おこっているようには聞こえない。ならば、勇気を出して本当のことを言ってみようか。

「……お父様は、寂さびしくないのですか？」

　ドレスの裾すそをきゅっと握にぎりしめて問いかけると、父が目を丸くした。それからゆっくりと身をかがめ、リーザレットの前に膝ひざをつく。

「何な故ぜ、そんなことを思うのだ？」

「先生に聞いたんです。王は、いつも独りぼっちだと」

　昼間、聞いた話を思い出す。母が手配した家庭教師は、リーザレットに「王は常に孤こ高こうの存在である」と教えてくれたのだ。

　王とは、国の頂点に立つ者。民たみを護まもるため他国には毅き然ぜんとした態度で接し、時には臣下にさえ厳しい態度を取らなければならない。血の繫つながった家族といえど、意見が違ちがえば対立し、過あやまちを犯おかせばそれを罰ばつする。

　そして、もし判断を誤り国が危険に晒さらされた時は、一人でその責任を負うことになる──ゆえに、王は孤こ独どくなのだ、と。

　それを聞いた時、リーザレットは父のことを思い浮かべた。この国の王である父は──寂しくないのだろうか。

　そう思うといてもたってもいられなくなり、ここへ来たのだ。一人は寂しい。リーザレットは、身をもってそれを知っている。

「リーザレット。おまえは、私を気き遣づかってくれたのだな」

　そんな言葉と共に、ぬくもりが降ってきた。見れば、父が大きな手でリーザレットの頭を撫なでていた。

「だが、私は大だい丈じよう夫ぶだ。幸い臣下にも恵めぐまれているし、バルトもいるからな」

　そう言って、父が黒い犬を見る。彼の足元に控ひかえたその犬──ケインスタリアの王族のみが従えることのできる《護りガーデイアン・犬ドツグ》は、誇ほこらしげに胸を張った。

「その気持ちは、大切に取っておきなさい。そして、いつかおまえが孤独な人に出会った時、手を差し伸べてあげるといい」

　父の手が、もう一度リーザレットを撫でた。その温かさとくすぐったさに目を細め、リーザレットは「はい」と頷うなずいた。







[image: ]







　リーザレットが十六歳さいの誕生日を迎むかえ、大人の王族として認められてから二カ月。城の庭では花の季節が終わり、瑞みず々みずしい新緑が芽め吹ぶいていた。かすかに熱を含ふくんだ初夏の風が、換かん気きのために開けた窓から吹き込んでくる。

「あ……ま、待ってっ」

　舞まい上あがった書類を慌あわてて押おさえたものの、何枚かは風に飛ばされてしまった。はらりと目の前に落ちた紙をすかさず咥くわえ、愛犬のノワが誇ほこらしそうに胸を張る。礼を言ってそれを受け取ると、リーザレットは床ゆかに散らばった書類をかき集めた。

　一枚一枚丁てい寧ねいに拾い上げ、大切に胸に抱かかえ込む。少し離はなれた場所に落ちていた最後の一枚に手を伸のばそうとした時、音もなくそれが床を滑すべった。

　ゆっくりと顔を上げ、リーザレットは目を瞠みはる。視線の先にいたのは、漆しつ黒こくを纏まとう一人の青年。

　がっしりとした長身を、ケインスタリア王国軍の黒い制服に包んだ若い男だった。夜よ闇やみを溶とかしたかのような黒くろ髪かみと、不思議な色合いの灰色の瞳ひとみ。軍人らしく精せい悍かんな顔立ちをしているが、その美び貌ぼうはどこか妖よう艶えんさを感じさせる。さらに、首に掛かかった銀の鎖くさりが何とも背徳的な雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

「これで最後だろう……ほら」

　そう言って、男が書類を差し出してくる。耳に響ひびく低音は、この二カ月ですっかり馴な染じんだものだ。

　彼の名前は、オルバ・ドーベルマン。ケインスタリア王国軍で戦いにおいて右に出る者はいないと言われるほどの実力を持ち、代々王に仕える公こう爵しやく家けの息むす子こでもある。王のみに忠誠を誓ちかい、主人に危害を加えようとする相手には容よう赦しやなく手を下そうとすることから、《漆黒の狂きよう犬けん》と呼ばれる最強の軍人──だけど、今は。

「どうした？　俺の顔に何かついているか？」

　まじまじと見つめていると、オルバが不思議そうに問いかけてきた。ハッと我に返り、リーザレットは慌てて首を振ふる。

「いえ、何も……ありがとうございます、ドーベルマン大たい佐さ」

　礼を言って差し出された書類を受け取ろうとした瞬しゆん間かん、指先にぬくもりが触ふれた。驚おどろいて、リーザレットは思わず手を引っ込める。

「……そういう反応をされると、少々傷つくんだが」

　わずかに眉まゆをひそめたオルバに、「すみません」と小さく謝あやまった。だがオルバはまだ不ふ機き嫌げんそうな顔をしたまま、フッと目を逸そらす。

「俺に触れられるのは、そんなに嫌いやか」

「えっ？　いえ、嫌というわけではありません！　決して……」

「その割には、最近やたら避さけられているような気がするが」

「そ、それは……」

　必死になって否定したものの、その声は次し第だいに小さくなって消えてしまった。オルバの言葉に、少なからず心当たりがある。

　オルバに触れられるのが嫌なわけじゃない。まして、彼を嫌きらいなわけでもない。

　だけど最近、彼に触れたり触れられたりすると、何な故ぜか妙みように落ち着かない気分になるのだ。ゆえに、極力オルバと接せつ触しよくするのを避けていたのだが。

「……ごめんなさい。傷つけるつもりはなかったんです」

　そっと肩かたを落として、リーザレットはため息をついた。

「避けてしまったのは、何というか不ふ可か抗こう力りよくで……その、あなたに触れられるのが嫌とか、あなたが嫌いというわけではなく、ただ──」

「ただ？」

　オルバに問い返され、リーザレットは言葉に詰つまる。この気持ちを、何と伝えればいいのだろう。オルバに触れると何だかそわそわして、時には息ができないほど苦しくなって、でもそれは決して嫌なものではなくて。むしろ触れられるのが嬉うれしくて、もっと触れてほしいとさえ願ってしまうほどで。ということは、自分はオルバを──。

「……わかった、もういい」

　小さく、オルバが言った。目を丸くして彼を見ると、何やら困ったような表情を浮うかべて、片手で口元を押さえている。

「あんたが俺を嫌っていないことはわかった。だから、もういい」

「で、でも……」

「まったく、《護りガーデイアン・犬ドツグ》の能力も考えものだな……下手に主人を試ためそうとすると、予想外の反はん撃げきがくる」

　オルバの言葉に、リーザレットは、はたと気づく。もしやまた、心を読まれていたのでは!?

「た、試さないでないでくださいっ！」

　羞しゆう恥ちのあまり真っ赤になって訴うつたえると、オルバが軽く肩をすくめた。それから、再び書類を差し出してくる。彼の手に触れないよう慎しん重ちようにそれを受け取ると、オルバは音もなく身を翻ひるがえし自分の仕事に戻もどっていった。

　オルバから受け取った書類を抱えていた束の一番上に戻し、そっと息をつく。何だかホッとしたような、それでいて物足りないような感覚が胸むねの奥おくから湧わき上がってきた。

　これは一体、何なのだろう。

　しばらく考えてみたが、答えはわからない。だが、いつまでも物思いにふけっている場合ではないと思い直し、リーザレットは作業を再開した。
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　事の始まりは、五日前まで遡さかのぼる。




　ぎいい、と錆さびついた音を立て扉とびらが開いた。その先に見えたのは暗く沈しずんだ闇。じめじめとした湿しつ気け混じりの空気が流れ出してきて、埃ほこりとカビの匂いが鼻を突つく。突とつ如じよ差さし込んできた光に驚いたネズミたちが、キィキィと鳴きながら奥へと逃にげていった。それを追いかけようとする愛犬を、リーザレットは慌てて抱だき上げる。

「ここが保管庫。しまってあるのは、過去十年分の資料だ」

　入り口に立って怖こわ々ごわと中を覗き込んでいると、背後からそんな声がした。振ふり向むけば、薄うすく笑えみを浮かべた青年の姿がある。

　緩ゆるく巻いた金茶の髪と、同じ色の瞳。貴族の子女を虜とりこにする甘あまい顔立ちと、太陽のように華はなやかな雰囲気を持つその青年は、リーザレットの異母兄である第二王子のグレアムだ。

　彼の足元には、一匹ぴきの黒い犬──《護り犬》のロルフが佇たたずんでいた。ノワとよく似た姿をしているが、その身体からだは一回り大きい。漆黒の毛並みに覆おおわれた首筋には、銀の鎖が輝かがやいている。

「おまえに頼たのみたいのは、ここにある書類の整理とまとめ。それが終わったら、古いものから順に地下の保管庫に移す──なかなか、やりがいがある仕事だろ？」

「そ……そうですね」

　グレアムの言葉に、リーザレットは曖あい昧まいに頷うなずいた。彼から渡わたされたランプの灯あかりを頼たよりにざっと中を見回してみたが、見えるのは書類の山ばかり。壁かべ際ぎわに置かれた棚たなにも同様に大量の紙束が詰め込まれ、かなり乱雑なことになっている。

「資料とは、何の資料だ？」

　啞あ然ぜんとするリーザレットに代わって、低い声がグレアムに問いかけた。声の主は、リーザレットの背後に控ひかえていた黒髪の青年──オルバだ。前まえ髪がみの隙すき間まから覗く灰色の瞳が、鋭するどくグレアムを睨にらみつけている。

「月ごとの支出と収入、各年の農作物の収しゆう穫かく量りようとそれに付ふ随ずいする利益、輸出と輸入の記録、ここで働く人間に支し払はらった給料の明細──要するに、この城の財務に関する資料さ」

「それが十年分？　まさか、こんな膨ぼう大だいな量の資料を一人で片づけろと？」

　オルバの声こわ音ねが一段と低くなる。精悍な顔がますます凄すごみを増し、全身から立ちのぼる怒いかりの気配が濃こくなった。それを見て、グレアムが軽く肩をすくめる。

「本当なら俺が片づけたいところだが、最近ますます忙いそがしくてね。そこで、リーザレットに譲ゆずろうと思ったんだ」

「私に？」

　思わず、リーザレットは目を丸くする。「頼みたいことがある」と言う異母兄についてここまで来たものの、まさか彼に仕事を任されるとは思わなかった。

「おまえも、もう立派な大人だろ？　だったら、少しずつ王族としての仕事も覚えていかないと……次の王になるためにもね」

　ハッと、リーザレットは息を吞む。次の王になる──その言葉が、重く胸に響いた。

　二カ月前、十六歳の誕生日を迎えたリーザレットは、ようやく大人の王族の仲間入りをした。正式に王位継けい承しよう権けんを認められ、二人の異母兄と次期国王の座を争うことになったのだ。

　側室の娘むすめで、王位継承順位も第四位。気弱で心配性しよう、その上王族らしいことは何もできない落ちこぼれ──そう言われていた自分が王を目指すことになるとは、思いもよらなかった。

　あの日、オルバと出会うまでは。

「これでも一応、俺はおまえをライバルとして認めてるんだよ。でも、落ちこぼれのおまえじゃ圧あつ倒とう的てきに不利だろう？　だから、少しでもその差を埋うめるために俺の仕事の一部を任せてやろうってわけ」

「ものは言いようだな。単に、めんどくさい仕事を押しつけているだけだろう」

　飄ひよう々ひようと言ったグレアムに、オルバが非難の目を向ける。その視線を受け、異母兄が琥こ珀はく色の瞳を細めた。

「書類の整理も、王族の大事な仕事だよ。ここにあるのは城の内外の事情を知る貴重な資料。それを管理する人間は、相応の資格を持った者でなければならない」

「だったら、あんた自身がやればどうだ？」

「あいにく他の業務で手がいっぱいでね。誰だれかさんと違ちがって、俺は忙しいんだ」

　お互たがい一歩も譲らず、二人が睨み合う。オルバが苛いら立だたしげに舌打ちすれば、グレアムの足元にいた黒い犬が唸うなり声を上げた。それに対抗して、ノワが「わん、わん！」と吠え始める。

「あ、あのっ……私、やります。この仕事、引き受けさせてください！」

　剣けん吞のんな空気が漂ただよい始めたことを感じ取り、リーザレットは慌てて二人の間に割わり込んだ。するとオルバが眉を寄せ、反対にグレアムは勝ち誇ったような笑みを浮かべる。

「じゃ、決まりだね。特に期限はないけど、なるべく早めに頼むよ」

「わ、わかりました。頑がん張ばります！」

「鍵かぎは渡しておくから、好きな時に来て、好きに仕事をしてくれればいい」

　そう言ってリーザレットに鍵を押しつけると、グレアムは「よろしく」と言って踵きびすを返した。すぐさま黒い犬が主人を追い、後にはリーザレットとノワ、そしてオルバだけが残される。

「何故、引き受けたりしたんだ」

　グレアムの姿が完全に見えなくなってから、オルバが尋たずねてきた。結果的に押し負けた形になったことが悔くやしいのか、その声音は少々不機嫌そうだ。

「……少しでも、手伝いができればと思ったんです。兄様が忙しくしているのは、本当のことですから」

　若じやつ干かんたじろぎながらも、リーザレットは口を開いた。王子として優ゆう秀しゆうなグレアムは、父から多くの仕事を任されている。外交や土地の管理がその主なものであり、会談や調査のために城を出ることも少なくない。つい先日も、北の領地を視察に行ってきたところだ。

「俺には、体ていよく雑用を押しつけられただけに思えるが」

　呆あきれたように呟つぶやいて、オルバがリーザレットの手からランプを奪うばい取とった。そして、そのまま保管庫に入っていく。

「あの……？」

「さっさと始めるぞ。少しでも時間が惜おしいからな」

「え？　でも、これは私が引き受けた仕事ですし……あなたに手伝ってもらうわけにはいきません」

「だが、二人でやった方が早いだろう。何か問題でも？」

「いえ、問題というか、ドーベルマン大佐の手を煩わずらわせるわけには……」

　そう訴えた途と端たん、オルバが足を止めた。それからゆっくりとこちらを振り返り、わずかに顔をしかめる。

「前から思っていたんだが……その呼び方、どうにかならないのか？」

「呼び方？」

　首を傾かしげて問い返すと、オルバが「そうだ」と頷いた。

「俺はあんたの犬になったんだ。なのに、いつまでも主人が敬けい称しようをつけていたらおかしいだろう」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を丸くする。今まで意識したことはなかったが、言われてみれば確かに彼の言う通りだ。

「ですが、他に何とお呼びしたらいいか──」

「普ふ通つうに名前で呼べばいい。あんたの愛犬と同じようにな」

「な、名前……ですか？」

　思わず足元に目を向けると、不思議そうにこちらを見上げるノワの姿があった。同じように、と言われても──とリーザレットは困こん惑わくする。

「どうした？　遠えん慮りよは無用だ。俺はあんたの犬なんだからな」

　言うなり、オルバが長身をかがめて覗き込んできた。その拍ひよう子しに、首に掛かった銀の鎖がじゃらりと音を立てる。《護り犬》の証あかしである、契けい約やくの首輪だ。

　二カ月前のあの日、リーザレットはオルバと《護り犬》の契約を結んだ。ケインスタリアの王族のみが従えることのできる使し役えき犬けん──守しゆ護ご獣じゆう《聖せい犬けん》から力を与あたえられた《護り犬》は、時に武器、時に盾たてとなって主人を護る存在だ。

　本当なら《聖犬》の子孫であるノワと契約を結ぶはずだったのだが、儀ぎ式しきの最中にうっかり彼の名前を呼んでしまったために、誤って首輪をつけてしまったのだ。

　人間と契約を結ぶのは異例の事態であり、しかも相手は《漆黒の狂犬》と呼ばれる男。初めはリーザレットも彼を恐おそれ、お互い望まざる契約を解除する方法を探していた。だが、その中でオルバは次第にリーザレットを認めてくれるようになり、ついには「あんたの犬になってやる」と忠誠を誓ってくれたのだ。

　とはいえ、オルバが人間であることに変わりはない。それを「愛犬と同じように呼んでくれ」と言われても、何やら気が引けるのだが……。

　そっとオルバの様子を窺うかがうと、妙に期待に満ちた目でこちらを見つめていた。その眼まな差ざしは、まさしく主人に名前を呼ばれるのを待つ犬そのもので。

「……オ……っ」

　圧に負けて思わず口を開いたものの、途端に羞恥が込み上げてきて、先を続けることはできなかった。

　オルバを名前で呼ぶ。たったそれだけのことなのに、こんなにも素す直なおに言葉が出てこないのは何故だろう。

「ええと、その……今後、なるべく努力します」

　そう伝えると、オルバが少し残念そうな顔をした。それから軽く肩をすくめ、リーザレットから目を逸らす。

「……まあいい。気長に待ってやる」

　ぼそりと呟かれた言葉は、ため息と共に虚こ空くうに消えていった。
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　過去十年分というだけあって、保管庫にある書類の量は想像していたより膨大だった。

　初めのうちはどこに何がしまってあるかもわからず、書類を分別するにもかなりの時間を要した。乱雑に置かれた紙束を一つ一つ確かく認にんし、用よう途とごとに仕分けする。

　城で使われた経費などの支出と税金による収入の報告書に各年の農作物の収穫量が載のった記録、輸出入をまとめた帳ちよう簿ぼの他、使用人たちの給料明細。それらを分類し終えると、今度は年月ごとにまとめていく。オルバと二人、黙もく々もくとそれを繰くり返した。

　空の木箱を机代わりにして、リーザレットは拾い集めた書類に目を通す。今は、各年の農作物の収穫状じよう況きようをまとめた報告書を整理している最中だ。

　手元の書類には、その年に獲とれた小麦や豆などの穀物、果物の収穫量、酪らく農のう品ひんや酒などの生産量が月ごとに細かく記されていた。

　農作物の収穫量は年によって変動がある。たとえば去年は気候が安定していたため豊作だったが、一昨年は春先の長雨の影えい響きようで収穫が振るわず不作だった。その前年と前々年は例年並みで、五年前にはまた大きく収穫量が落ちている。確かこの年は大規模な旱かん魃ばつがあって、父や財務にかかわる大臣たちが頭を抱えていたっけ──。

「ずいぶんと熱心だな」

　ふと、そんな声が響いてリーザレットは我に返った。視線を巡めぐらせると、書類の山の向こうからこちらを見つめている灰色の瞳がある。

「あ……ご、ごめんなさい」

　気づけば完全に手が止まっていた。いつの間にか、報告書を読むのに夢中になってしまったようだ。おかげで、リーザレットの前に置かれた書類の山は先ほどからまったく片づいていない。

「謝ることはないだろう。で、何を見ていたんだ？」

「ええと、過去の農作物の収穫状況です」

　作業を止めていたことを怒おこられたわけではないとわかり、素直に白状した。するとオルバは、かすかに目を丸くし「ほう」と声を上げる。

「ここにあるのは、この国を──民たみのことを知るための貴重な資料なんですね」

　ぽつりと呟いて、リーザレットは手元の書類を撫なでた。そこに書かれているのは数字でしかないが、読み込んでいけば当時の情勢を知ることができる。また、自身の記き憶おくと照らし合わせることで、その背景を推測することも可能だ。

「これを見ていると、この国の人々がどんなふうに生きてきたのかが見えてくるような気がして……それに対して、王族がどのような策を講じていかなければならないのか、いろいろと考えさせられるんです」

　書類を眺ながめているうちに、そんなことまで考えるようになっていた。五年前の旱魃の時、父はどのような対策を取ったのだろう。一昨年の大雨被ひ害がいでは？　もし今後、同じ規模、もしくはそれ以上の災害が起きたらどうすればいいのか──。

「国政に、興味があるのか？」

　あれこれ考えを巡らせるリーザレットに、オルバが尋ねてきた。思わず目を瞬しばたたいて、黒髪の青年を見る。

　興味があるかないかと問われれば、「ある」と答えた方が正しいのだろう。保管庫に残された資料を見て過去を知り、それを元に自分たちが何をすべきか考える──その行こう為いに好奇心をそそられたのは事実だ。

「……だとしたら、あなたのおかげですね」

「俺の？」

　リーザレットがこぼした言葉に、今度はオルバが目を瞬いた。頷いて、リーザレットは先を続ける。

「あなたが私を王に望んでくれたから……もっと、この国や民のことを学ばなければと思えたんです」

　今までリーザレットは、ほとんど国政にかかわってこなかった。まだ成人していないということもあったが、何より〝落ちこぼれ〟の自分はその仕事を任せてもらえなかったから──。

　だけど、オルバに出会ったことでリーザレットの運命は大きく変わった。彼は『まったく王族らしくない第一王女』と呼ばれていたリーザレットを主人と認め、王になることを望んでくれたのだ。

　彼の期待に応えたい──その一心で、リーザレットは王になるための勉強を始めた。この仕事を引き受けたのも、グレアムの手助けをするという以上に、何か得られるものがあるのではないか──そんな下心があったからに過ぎない。

　オルバは、何も言わずじっとリーザレットを見つめていた。が、ふいにその灰色の瞳を細め、ふわりと表情を緩める。

「甘い──いい匂いがする」

「え？　甘い匂い、ですか？」

　オルバの言葉に首を傾げ、リーザレットは辺りを嗅かいでみた。だが、別段『甘い匂い』らしきものは感じられない。

（もしかして、《護り犬》だけが嗅ぎ取れる匂いのことでしょうか？）

　ふと、その可能性に思い当たる。《聖犬》から《護り犬》の力を与えられたオルバには、主人の心の匂い──つまり、感情を嗅ぎ取るという能力があるのだという。彼曰いわく、喜びや安あん堵どは〝いい匂い〟、悲しみや不安は〝悪い匂い〟になるのだという。オルバが言っているのはその匂いのことだろうか。

　考え込んでいると、オルバがゆっくりとこちらに歩み寄ってきた。黒の革かわ手て袋ぶくろを嵌はめた手にそっと顎あごを掬すくわれ、上を向かされる。いつになく真しん剣けんな、それでいて熱く焦こがれるような眼差しに射い抜ぬかれ、とくんと鼓こ動どうが跳はねた。

「あ、あの……」

　震ふるえる声を上げたリーザレットに構わず、オルバが長身を折ってかがみ込んでくる。吐と息いきが頰をかすめ、思わず息を吞んだ。あまりにも近すぎる距きよ離りにうろたえていると、突如首筋に顔をうずめられた。

「な、ななな何をっ──」

　驚きよう愕がくと動どう揺ようで頭が真っ白になったその時、ヒュッと空を切る音がした。途端にオルバが反応し、リーザレットを抱えて横に飛ぶ。直後、先ほどまでリーザレットがいた場所を何かが通り過ぎ、背後の壁かべに当たって床に落ちた。

「……ずいぶん物ぶつ騒そうな悪戯いたずらだな」

　眉をひそめたオルバが、入り口の方を振り返る。それを追って視線を巡らせると、開いた扉の向こうに仁に王おう立だちしている少女の姿があった。

「ロ、ロザリー？」

　腕うでを組んでこちらを睨みつける異母妹を見て、リーザレットは目を瞬く。何故ここに、彼女がいるのだろう。

「悪戯じゃないわ。今のは本気であなたを狙ねらったのよ」

「ね、狙った……!?」

　澄すました顔で言い放ったロザリエッタに、リーザレットはぎょっとする。だがオルバは小さく鼻を鳴らしただけで、答えることなく床に落ちていた何かを拾い上げた。その指先に摘つままれていたのは豪ごう奢しやな羽飾かざりがついた扇せん子す。先ほど飛んできた物体は、まさかこれだったのだろうか。

「いいから、さっさとお姉様から離れなさいよ。これ以上手を出したら、次は容赦しないわ」

　人形のように愛らしい顔立ちに怒りと軽けい蔑べつを浮かべてロザリエッタが言う。対するオルバはまったく意に介かいしたふうもなく、余よ裕ゆうさえ浮かべて少女を見返した。

「悪いが、俺は彼女の《護り犬》だ。その契約がある以上、主人のそばを離れることはできない」

「そういうことを言ってるんじゃないわ！　ベタベタとお姉様に触さわるなって言ってるの！」

「主人に触れようがどうしようが、あんたに咎とがめられる筋合いもない」

「大ありよ！　あのね、お姉様は王族なの。いくら王に仕えるドーベルマン家の人間とはいえ、一個人が気安く触れていい存在じゃないの。ましてあなたはお姉様の婚こん約やく者しやでも夫でも何でもない。そんな男がむやみやたらとお姉様に触れていたら、一体どんな噂うわさが立つか──」

「わかった、もういい」

　ふいに、オルバがロザリエッタを遮さえぎった。ムッとした様子で口を噤つぐんだロザリエッタを見やり、小さく嘆たん息そくする。

「確かにあんたの言い分にも一理ある。だが、こういう手段を取るのはどうかと思うがな。あまりやりすぎると〝大好きなお姉様〟の評判にキズがつくんじゃないか？」

「なっ……」

　拾い上げた扇子を掲げてみせたオルバに、ロザリエッタが絶ぜつ句くした。が、すぐさま否定するように首を振る。

「別にお姉様の評判を落とそうとしてるわけじゃないわ！　私はただ、お姉様が心配でっ」

　そう言って、ロザリエッタが目を伏せた。ぎゅっと両手を握りしめ、悔しそうに唇を引き結ぶ。

「大丈夫、あなたが私を想ってくれているのはわかってますから……ありがとうございます、ロザリー」

　いたたまれなくなって声をかけると、ロザリエッタが弾かれたように顔を上げた。その頰が、見る間に赤く染まっていく。

「ロザリー？　どうかしましたか？」

　問いかけた途と端たん、ロザリエッタがくるりと背を向けて走り出した。パタパタという足音が、次第に遠くなっていく。

「行ってしまいました……何か、用があったのではないでしょうか」

「用などない。あんたを──いや、俺を監かん視ししていただけだ」

「か、監視？」

　目を瞬いて、リーザレットは首を傾げる。何故、異母妹がオルバを見張る必要があるのだろう？
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　翌日、いつものように保管庫へ向かおうとしていたリーザレットは、突如アランに呼び出された。彼の従者だという男に連れられて向かったのは、王の執しつ務む室しつや会議室などが集まる王城の中心部だ。

「よかった、逃げずにちゃんと来たんだね」

　目的の場所に着くと、扉の脇わきで腕を組んで壁に背を預けていた異母兄がそう言った。リーザレットとオルバ、そして後をついてきたノワを順番に見渡して、グレアムが目を細める。さりげなくオルバが前に出て、リーザレットを庇かばうように立ちはだかった。

「そんなに警けい戒かいしなくても、何もしないよ──今はね」

「今、は？」

　グレアムの言こと葉ば尻じりを捕とらえて、オルバが鋭く問い返す。同時に、彼の全身から殺気混じりの気配があふれ出した。

　グレアムの足元にいたロルフが喉のどの奥で低く唸り、それに対抗するようにノワが「わん！」と吠ほえる。廊下に緊きん迫ぱくした空気が流れ、グレアムの従者が慄おののいたように身を引いた。

「今、この場で争うつもりはないってことだよ。こんなところで暴れたら、さすがに父さんからお咎めをくらうだろうからね──争うなら中で、かな」

　今にも飛びかかりそうな《護り犬》を制して、グレアムが部屋の扉を見やった。つられて、リーザレットもその視線を追う。

「今日はこれから、月に一度の定例議会がある。おまえを呼んだのは、それに参加してもらおうと思ったからだよ」

「私に？」

　驚いて、リーザレットはグレアムを見た。毎月一回開かれる定例議会は、王と国政にかかわる大臣たちが集まって話し合いを行う重要な会議だ。そんな場に、自分が出席してもいいのだろうか。

「おまえもようやく成人したんだし、一度は顔を出しておいた方がいい。次期国王になろうと思ってるならなおさらね──ああ、父さんの許可は取っておいたから心配はいらないよ」

「何が狙いだ？」

　得意げに語るグレアムに、オルバが鋭く問い返す。その瞳は険しく、返答次第では即そく座ざに嚙かみつきそうな勢いだ。

「言っただろ。俺はリーザレットをライバルとして認めてるって。だからこうして──」

「その理由は聞き飽あきた。正直に言え。あんたは、彼女に無理難題を押しつけて、楽しんでるだけじゃないのか」

「これも愛情表現の一つだって。甘やかすだけが愛じゃない、っていうだろう？」

「あんたが言うと、胡う散さん臭くさく聞こえるだけだがな」

「褒ほめ言葉として受け取っておくよ」

　眉み間けんにしわを寄せて吐はき捨すてたオルバに、グレアムが肩をすくめる。それから、再びリーザレットに向き直った。

「ところで、早く中に入った方がいいんじゃない？　他のみんなはもう揃そろってるからね」

「えっ……は、はい！」

　そう言い残して部屋へ入っていく異母兄を、リーザレットも慌てて追いかける。扉をくぐると、長方形の大テーブルを囲んだ王と十数人の貴族たちが一いつ斉せいにこちらを振り返った。向けられた多数の視線に、思わず怯ひるみそうになる。

「遅おそいぞ、何をしていた。満足に時間を守ることもできないのか」

　飛んできたのは厳しい言葉。身を縮こまらせて声のした方を見れば、怜れい悧りな美貌をしかめた青年がこちらを睨んでいる。もう一人の異母兄──第一王子のアランだ。

「ご、ごめんなさい、アラン兄様」

「謝っている暇ひまがあるなら、さっさと席に着け。グレアム、おまえもだ」

　入り口でまごついているリーザレットに、アランからさらなる叱しつ責せきが飛んできた。巻まき添ぞえを食らったグレアムが、そそくさとアランの隣となりに腰こし掛かける。その隣には空席が一つ。おそらく、あそこがリーザレットの席だろう。

　好こう奇き心しんを丸出しにして辺りを嗅ぎ回っているノワを抱き上げ、リーザレットも中に入った。後から堂々とした足取りでオルバが入室し、リーザレットの背後に立つ。

「では、これより会議を始める」

　リーザレットが着席したのを見届けて、アランが声を響かせた。どうやら議長を務めるのは彼のようだ。集まった貴族たちが居住まいを正すのを見て、リーザレットも背筋を伸ばした。

　アランの進行で、議会は粛しゆく々しゆくと進んでいく。現在の市場の様子や物価の推移、国外へ輸出する物品の価格の再検討、各救護施し設せつなどへの支し援えん金の分配、これまでに実じつ施しされた政策の成否と今後取り組むべき課題など、その内容は多た岐きにわたった。

　目の前で交かわされる会話の流れを、何一つ取りこぼすまいとリーザレットは必死に耳を傾かたむける。ここ数日保管庫の書類を整理していたおかげか、彼らが話している内容は驚くほどすんなりと頭に入ってきた。

　すぐに退たい屈くつして膝ひざの上で居い眠ねむりを始めたノワを支えつつ、リーザレットは会議に集中しようとする──のだが。

（……ものすごく、見られている気がします）

　ちらちらと、何度もこちらに向けられる無ぶ遠えん慮りよな視線が、リーザレットに突つき刺ささった。次第に居い心ごこ地ちが悪くなり、話を聞くどころではなくなってしまう。一体彼らは、リーザレットを見て何を思っているのだろう。

　その時、背後でガシャンと金属がぶつかり合う音がした。驚いて振り返ると、腰元のサーベルに手をかけたオルバの姿があった。リーザレットに向けられていた視線が、今度は彼に集中する。

「──失礼」

　澄ました顔でそう言って、オルバは何事もなかったかのように腕を組んだ。リーザレットの後ろで仁王立ちをしたまま、部屋の中をジロリと見回す。鋭い眼光を受け、貴族たちが慌てて目を逸らした。

「こういう場ではおとなしくしておくよう、ちゃんと犬をしつけておきなよ、リーザレット」

「は、はい……すみません」

　小声で注意してきたグレアムに頭を下げると、彼の足元で行ぎよう儀ぎよく座すわっている黒い犬が目に入った。途端、ロルフが小こ馬ば鹿かにしたように「フン」と鼻を鳴らす。

「では、最後の議題に移る──ノスヴァルドについてだ」

　騒さわぎが収まったのを見計らってアランが言った。ハッと、リーザレットは息を吞む。部屋の空気がわずかに緊きん張ちようを帯び、あちこちで不安と動揺が入り混じったざわめきが起こった。

「極ごく秘ひに調査を行っている諜ちよう報ほう員いんから、最近ノスヴァルドが大々的に兵力を集めているという情報が入っている──グレアム」

　アランに呼ばれ、机に頰ほお杖づえをついていたグレアムが居住まいを正した。金茶の双そう眸ぼうを細め、ぐるりと会議室を見渡す。

「先日の視察でも、その話題で持ちきりだった。こっそり潜もぐり込ませた諜報員によると、街中でかなり大おお掛がかりな徴ちよう兵へいを行ってるということだ。そして、多くの者がそれに志願している」

　グレアムが言い終えると同時に、貴族たちが顔を見合わせた。

「あの噂は本当だったのか」

「ノスヴァルドが兵力を集めているとなると、いつ戦争が起きてもおかしくないな」

「その場合、勝算はあるのか？　何しろ相手は〝北の狼おおかみ〟だぞ」

　そんな言葉が、室内を飛とび交かう。ノスヴァルドは大陸の北ほく端たんに位置する小さな国だ。しかし周囲との交易を極力避け、どこにも属さず独立を貫つらぬいている。

　小国にもかかわらず他国の侵しん略りやくを許していないのは、彼らが非常に高い戦せん闘とう能力を有しているからだと言われている。その強さは身一つで国を滅ほろぼすと噂されるほどで、ゆえに〝北の狼〟という呼こ称しようがついたという。実際、かつて近きん隣りんのとある国がノスヴァルドに戦争を仕掛けたが、ひと月も経たたないうちに敗北した。

　そのノスヴァルドが兵力を集めている。となると、彼らがどこかに戦争を仕掛けようとしていると考えてしまうのは無理もない。

「念のため、ノスヴァルドの国境付近の戦力を強化しておくよう指示は出してある。万が一戦争になった場合、すぐにでも動けるようにな」

　父の言葉に、リーザレットはぎくりとする。北の国境に武力を配置したということは、本当に戦争が起こることを想定しているということだ。それほどまでに、状況は緊迫しているのだろうか。

「だが、相手は〝北の狼〟だ。その戦力は未知数──我々の力が、どれほど通用するかもわからない。場合によっては甚じん大だいな被害が出るかもしれん」

　父の言葉を最後に沈黙が降りた。それきり、誰も何も言わなくなる。

（もし、本当に戦争が起きてしまったら……）

　ぎゅっと、リーザレットは両手を握にぎりしめた。不ふ穏おんな空気を感じ取ったらしいノワが、ゆっくりと顔を上げ心配そうに鼻を鳴らす。

（何とかして、争いを回かい避ひすることはできないのでしょうか）

　ふと、そんな考えが脳のう裏りをよぎった。戦争さえしなければ、国や民が危機にさらされ、被害が出ることもない。もし、それが可能であれば──。

「何か意見があるなら言ったらどうだ、リーザレット」

「えっ？」

　ふいにアランから声をかけられ、リーザレットは目を瞬いた。見れば、アランが射抜くような視線をこちらに向けている。

「議会が始まってから、ずっと黙だまり込んだままだろう。思うことがあるなら遠慮なく言えばいい。ぜひとも次期国王候補の意見を聞かせてほしいものだ」

　金の瞳を細めて、アランが促うながしてきた。その隣ではグレアムがニヤニヤと笑っている。貴族たちの視線が再びリーザレットに集まり、思わず逃げるように顔を俯けた。

「ええと、その……私、は……」

　何か言わなくては、と思ったものの、言葉を選びあぐねて閉口する。注目されて焦あせるあまり上う手まく考えがまとまらない。

「──大だい丈じよう夫ぶだ」

　おろおろしていると、ふいにそんな声が耳に響いた。同時に、背中にかすかな温ぬくもりが触れる。

（ドーベルマン大佐？）

　そっと首を巡らせれば、視界の隅すみで揺ゆれる黒髪が見えた。後ろに立っていたオルバが、リーザレットの耳元に顔を寄せてくる。

「落ち着いて、ゆっくり話せ。自分が思うままに意見を言えばいい」

　それだけささやいて、オルバが身を離した。だが、背中には彼の温もり──手のひらが添そえられたままだ。

　一つ深呼吸をして、リーザレットは心を落ち着かせた。再び前を向き、こちらを見つめる数十の瞳と対たい峙じする。

「あの……争わないという選択肢は、ないのでしょうか」

　おずおずと声を上げた途端、二人の異母兄が揃って目を丸くした。他の貴族たちも、お互い顔を見合わせひそひそと言葉を交わし始める。「争わない、だと？」「そんな選択があり得るのか？」「だが、もしノスヴァルドが武力行使に出てきたらどうする気なんだ？」などと疑問が飛び交う中、リーザレットは再び口を開いた。

「どうしても争いを回避できなくなった時は、まず相手の話を聞きましょう。きっと彼らにも、やむを得ない理由があるはずです。それを確認するためにも、まずは話し合いの場を設けて──」

「ぶはっ」

　リーザレットの言葉を遮って、グレアムが噴ふき出だした。そのまま、肩を震わせて笑い始める。

「おまえ、本気で言ってるのか？　〝北の狼〟相手に話し合いで解決しましょうって──そんな甘い考えが通用すると思ってるの？」

　グレアムに続いて、あちこちから失しつ笑しようが漏もれた。無遠慮に向けられた嘲あざけりの視線に、羞恥で頰が熱くなる。

「まったく話にならんな。落ちこぼれに意見を求めた私が間違っていた」

　ため息と共に吐き出したアランが、呆れたように肩をすくめた。その顔には、あからさまな失望の色が浮かんでいる。

「父上が認めたとはいえ、所しよ詮せんは落ちこぼれ──やはり、おまえに国を任せるわけにはいかない」

「リーザレットに任せていたら、国を護るどころか潰つぶれかねないしね」

　アランに同調するように、グレアムが言った。それを聞いて、リーザレットは唇くちびるを嚙みしめる。自分の考えは根本的に甘いのだろうか。国や民を護るためにはそれしかないと思ったのだが、間違っていただろうか。結局自分は、『落ちこぼれ』と揶や揄ゆされていた時から何も成長していないのだろうか。そんな不安が、ぐるぐると頭を巡る。

「いい加減にしろ」

　突如、低い声が響いた。同時に背後からすさまじい殺気が立ちのぼり、嘲ちよう笑しようしていた貴族たちが「ひっ」と悲鳴を上げる。

　おそるおそる振り返ったリーザレットの瞳に映ったのは、怒りの形相を浮かべたオルバの姿。

「これ以上、俺の主人を侮ぶ辱じよくすることは許さない」

　怒ど気きを孕はらんだ低音に、貴族たちが震え上がった。グレアムが笑みを引っ込め、アランが眉をひそめる。そんな二人の足元で、二匹ひきの黒い犬が獰どう猛もうな唸り声を上げた。それを見たオルバが鞘さやから抜き放ったサーベルを構え──。

「や……やめなさい、ドーベルマン大佐！」

　とっさに声を張り上げると、オルバがびくりと身を震わせた。驚いた様子でこちらを振り向き、まじまじとリーザレットを見つめてくる。

　やがて、その瞳がふと翳かげった。かと思うと、小さく息をついて構えを解く。

「……わかりました」

　短く言って、オルバが一歩後ろに引いた。全身から滲にじみ出ていた殺気は消えたが、その顔にはありありと不満が浮かんでいる。

《護り犬》であるオルバにとって、主人の命令は絶対だ。たとえそれが彼の意に反することであっても、従わないわけにはいかない。

　不本意そうなオルバの様子に少々罪悪感を覚えつつも、リーザレットは胸を撫で下ろす。ひとまず、この場で争いになるような事態は避けられた。

　部屋の空気が、わずかに緩む。だが、代わりに何とも言えない気まずさが辺りを包つつみ込んだ。膝の上で様子を見守っていたノワがそれに気づき、甘えるようにリーザレットに鼻先をすりつけた。




　軽く休きゆう憩けいを挟んだ後、王が仕切り直して議会を再開した。ノスヴァルドに対しては引き続き警戒し、有事の際は即座に対応するという形で話はまとまった。リーザレットが提案した話し合いの場を設けるという意見は満まん場じよう一いつ致ちで却きやつ下かされ、その後意見を求められることなく議会は閉会した。

　空が茜あかね色いろに染まる中、お腹なかを空かせたノワが足早に廊下を歩いていく姿を見つめながらそっとため息をつく。

「そう落ち込むな。あんたが悪いわけじゃない」

　ふいにそんな声が響いて、リーザレットは驚いて顔を上げた。振り返れば、背後を歩いていたオルバが気き遣づかうような視線をこちらに向けている。

「俺は、あんたが間違っているとは思っていない。話し合いで解決するというのも一つの方法だ。それを否定はしない」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を丸くした。異母兄や貴族たちに失笑されたリーザレットの話を、オルバだけが肯こう定ていしてくれた。一人でも味方がいるのだと思うと、落ち込んでいた気分がわずかに軽くなる。続いて胸の奥に温かなものが込み上げてきて、自然と口元がほころんだ。

「……ありがとうございます。そう言っていただけると嬉しいです。あなたが味方してくれるだけで、何だか力が湧いてくる気がします」

　礼を言って笑え顔がおを向けると、オルバがかすかに目を瞠みはった。それから何故か困ったように目を逸らす。

「大したことじゃない。そこまで言われると、かえって居心地が悪いんだが」

「でも、あなたがいてくれるととても心強いですし……ドーベルマン大佐には本当に感謝しています」

　オルバの存在を、これほど頼もしく思ったことはない。《護り犬》の契約を結んだあの時から、彼はずっとそばにいてくれた。いつもリーザレットを励はげまし、時には叱しつ咤たし、見守ってくれた。そんな彼に心の底から感謝しているのは本当だ。

　と、オルバが小さく眉を寄せた。その顔に、どこか物足りなさそうな表情が浮かんでいる。自身の発言を思い返し、すぐさまその理由に思い当たった。

（あ、名前……そういえば、さっきも）

　つい癖くせでいつもの呼び方をしてしまった。オルバに名前で呼んでほしいと頼まれたことを思い出し、申し訳ない気持ちになる。だけど、一度染しみついてしまった呼び方は、なかなか変えられるものではない。

（ごめんなさい。でも、いつか必ず──）

　きちんと名前で呼ぼう──そう、心に誓った。
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　リーザレットが議会に出席した数日後。その日は朝からどんよりとした雲が広がり、今にも雨が降り出しそうな天気だった。

（何か、よくないことが起こらなければいいのですが……）

　窓の外を見つめて、リーザレットはそう願う。彼方かなたまで続く鈍にび色いろの空は不ふ吉きつな気配すら感じられ、嵐あらしの前兆のように思えた。

　いつものように保管庫に向かったリーザレットは、オルバと共に書類の整理を始めた。二人で協力したおかげで、もうずいぶんと片づいている。後は、仕分けした書類を箱に収めていけばいい。

（この一角を整理してしまえば……終わり、ですね）

　部屋の隅にぽつんと取り残された書類を見て、小さく胸が疼うずいた。ここまでやり遂とげたという達成感よりも、もうすぐこの仕事が終わってしまうという寂さびしさの方が強くなる。

（初めて任された仕事だから……でしょうか）

　今まで王族らしい仕事をほとんどしたことがなかった自分が、雑務とはいえ一つの仕事を任された。膨大な量の書類を整理するのは大変ではあったが、代わりに様々なものを得た気がする。国や民のことを知って国政に対する興味も持てたし、何より自分にもできることがあったという事実が嬉しかった。

　それに、とリーザレットは近くでまとめた書類に紐ひもをかけていたオルバに目を向けた。ここで作業をしている間は、彼と二人きりになれる。誰にも邪じや魔まされずオルバと二人だけで過ごす時間は、リーザレットにとって──。

「おい」

　突とつ然ぜん声をかけられ、リーザレットはハッと我に返った。振り向けば、作業の手を止めたオルバが戸と惑まどった様子でこちらを見つめている。

「あんたのそれは、天然なのか？」

　唐とう突とつな質問にリーザレットは「え？」と目を瞬いた。天然、とは何のことだろう。

「……いや、いい。自覚がないなら」

「自覚？」

　オルバの言葉を繰り返し、リーザレットはハッとする。

（もしかして私、またよくない匂いを……!?）

　気づいた途端、顔から血の気が引いた。もしやまた、無自覚に不安をまき散らしていたのでは!?

「す、すみません！　あの、これは決してわざとではなく──」

「わざとではない、ということはやはり天然か」

「え？　ええと、その、確かに自覚なくやってる部分はある……かもしれません」

　幼い頃ころから落ちこぼれだと言われ続け、自分に自信が持てなくなっていたのは事実だ。いつも悪い方向にばかり考えて、一人でそれを抱え込んで不安になって──そんな状態が癖になってしまい、何でもない時にまで常におろおろしてしまう。

「……ごめんなさい。以後気をつけますので──っ!?」

　謝罪を口にしようとして、リーザレットは息を吞んだ。いつの間にかオルバが目の前までやってきている！

「あ、あの……」

「あんた、さっき俺が声をかけるまで何を考えていたんだ？」

「へっ？」

　オルバに問われ、リーザレットは首を傾げた。すると、オルバはさらに身を乗り出してくる。

「俺にはあんたの心の匂いがわかるが、考えまではわからない。だから教えろ。何を考えれば、あんな甘い匂いになるんだ？」

　じりじりと、オルバが距離を詰めてきた。とっさにリーザレットは後ずさる。足元にいたノワが踏ふまれないよう慌てて飛とび退のいた。

「い、いえ……それほど大したことでは──」

　うろたえながらも声を上げた時、背中が壁に当たった。ついに部屋の隅まで追いつめられたようだ。

「それで、俺があきらめるとでも？」

「ええと、その……」

　壁とオルバに挟まれ、身動きが取れないリーザレットの背中に冷ひや汗あせが流れる。もしかして──答えるまで解放してもらえないのでは？

「リーザレット様！」

　突如そんな声が響いて、リーザレットは「きゃあっ」と悲鳴を上げた。ゆっくりとオルバが身を離し、入り口を振り返る。おそるおそるリーザレットもそちらに目を向けると、見慣れたメイドの姿があった。いつも身の回りの世話をしてくれる一人だ。

「どうした、何があった」

　焦しよう燥そうの表情を浮かべるメイドに、オルバが問いかける。その声音からは、かすかな緊張が滲み出ていた。開け放たれたままの扉から流れ込んでくる喧けん騒そうに気づき、リーザレットも身を強こわ張ばらせる。

「国王様からの言こと伝づてです。今すぐ会いに来るように、と」

「お父様から？」

　リーザレットは、思わずオルバと顔を見合わせた。王である父は常に多た忙ぼうで、娘のリーザレットでさえ簡単に会えるものではない。何日も前から予定の調整を申し出て、ようやく面会が叶かなうほどだ。

　そんな父からの突然の呼び出し──一体、何があったというのだろう。

　その時、廊下を数人の兵士が慌ただしく走り去っていった。物々しい雰囲気に、オルバが眉をひそめる。

「ずいぶんと騒がしいな。何事だ？」

「そ、それが……」

　オルバに問われ、メイドが困惑した様子で口を開いた。

「北の皇国ノスヴァルドから、使者が訪おとずれたそうです」




　敵国ノスヴァルドからの突然の訪問に、城中が大騒ぎになっていた。

「戦争の噂が持ち上がった途端の来訪……一体、何が狙いなんだ？」

　父の元へ向かう途と中ちゆうで、オルバが独り言のように呟く。精悍な顔立ちがさらに険しくなり、纏う空気にピリピリとした緊張が漂った。

「わかりません……悪い知らせでなければいいのですが」

　ノスヴァルドの狙いが何であるか、リーザレットにもまったく見当がつかない。先日の議会で話題に上った『ノスヴァルドが戦争をしかけようとしている』という噂が真実なら、この訪問は宣戦布告とも考えられる。相手の出方次第では、すぐにでも争いが始まってしまうかもしれない。

　不安と焦燥に押し潰されそうになりながらも、リーザレットは父が待つ謁えつ見けんの間へと辿たどり着ついた。重じゆう厚こうな扉の前には、いつもより多くの警備兵が待機している。

　その中に、覚えのある姿があった。緩く波打つ紫し紺こんの髪を持つ美び貌ぼうの軍人と、鮮あざやかな赤毛の青年。ケインスタリア王国軍の制服に身を包んだ二人は、集まった兵士たちにてきぱきと指示を出している。

「リュシアン兄様─いえ、ルーシー姉様！　シェパード少しよう佐さ！」

　声をかけると、二人が同時に振り返った。こちらの姿を認めて、驚いたように顔を見合わせる。

「リジー!?　何であんたがここにいるのよ？」

　すぐさま、紫紺の髪の軍人が駆かけ寄よってきた。リーザレットの母方のイトコに当たるリュシアンことルーシーだ。その後を、赤毛の青年──セドリックが追ってくる。

「おまえたちこそ、ここで何をしている。仕事はどうした」

　オルバが鋭く同どう僚りようたちに問いかけた。ルーシーは主に城内や市街の警備を、諜報部に属するセドリックは情報収集と、それぞれの任務を請うけ負おっている。そんな彼らが何故王の謁見室の前にいるのだろう。

「急きゆう遽きよ、命令が下ったのよ。城内の警備は最小限に抑おさえて、国王様の護衛に加わるようにって」

「城の警備を手て薄うすにしてまで？　それほどまでに事態は切せつ迫ぱくしているのか」

「何しろ、敵国ノスヴァルドからの突然の訪問だ。いつ何が起こるかわからないからね。当然、警護も厳重になる」

　思わず、リーザレットは両手を握りしめた。いよいよ争いの気配が濃くなり、万が一相手の逆げき鱗りんに触れるようなことがあれば一気に戦争になりかねない。

「それで、リジーはどうしてここに来たの？」

　咎めるように、ルーシーが尋ねてきた。口調は厳しいが、『何が起こるかわからない』という危険な場所に現れたリーザレットを心配してくれているのだろう。彼──女性の格好をしているが中身はれっきとした男であるルーシーは、リーザレットにとって本当の兄のような存在だ。

「父に呼ばれたんです。すぐに会いに来い、と」

「国王様に？」

　答えると、ルーシーが目を丸くした。やはり、リーザレットがここに呼ばれた理由に見当がつかないらしい。

「王族として挨あい拶さつ……というわけではなさそうだね。他の王子たちは呼ばれてないみたいだし」

　腕を組んだセドリックが、そう言って首を捻ひねる。アランやグレアムが呼ばれていないという事実が、ますますリーザレットを不安にさせた。二人の兄たちを差し置いて、何故自分だけが呼ばれたのか──その理由が、まったくわからない。

「とにかく、お父様に会ってきます。きっと、何か事情があるのだと思いますし」

「そうね。何があってもいいようアタシたちはここで待機してるわ」

　そう言ってくれるイトコを頼もしく思いながら、リーザレットは扉に向き直った。警備の兵士に来訪を告げると、やや間を置いて中に入るよう促される。

　ぎしぎしと重い音を立てて開いた扉の向こうには、まっすぐに伸びる赤い絨じゆう毯たん。その先に設しつらえられた王座に、父王ランドルフが腰掛けていた。

　その前に、二つの人ひと影かげがあった。一つはオルバと同じくらいの背丈の青年。もう一つは彼に比べるとかなり小こ柄がらな少年だ。二人とも見たことのない民族衣い装しように身を包み、背筋を伸ばして堂々と立っている。彼らがノスヴァルドの使者だろうか。

　リーザレットの気配に気づいたのか、二人がこちらを振り返った。射抜くような鋭い視線に思わず怯みかけたが、何とか思おもい止とどまって足を踏み出す。一歩遅おくれてノワが続き、最後にオルバがリーザレットを追ってきた。その手は、さりげなくサーベルに添えられている。

「ただいま参りました、お父様」

　ドレスの裾すそを摘まんで軽く会え釈しやくすると、いかめしい顔をした父が「うむ」と頷いた。その視線が、リーザレットから二人の訪問者へと向けられる。

　つられて、リーザレットもおそるおそるそちらを見て──ハッと息を吞んだ。

　ノスヴァルドからやってきたという使者が身に纏うのは、色とりどりの刺し繡しゆうが施ほどこされた丈たけの長いローブ。その裾から覗く足元には毛皮を使ったブーツを履はき、手には厚手のグローブを嵌めている。そのためほとんど肌はだの露ろ出しゆつがなく、首から上だけが唯ゆい一いつ見える状態だ。その格好ではさすがに暑いのか額にはうっすら汗がにじんでいる。青年の年齢はリーザレットより二つ三つ上くらいに見えるが、大人びた表情をしているためもっと上にも見える。

　そして何よりも目を引いたのが、まるで雪の中から抜け出してきたかのような真っ白な髪だった。前髪の隙間からこちらを見み据すえる双眸はとても珍めずらしい銀の色。その瞳が放つ怪あやしい輝きを見つめていると、意識を吸すい込まれそうになる。

「紹しよう介かいしよう、リーザレット。彼がノスヴァルド皇国の第一皇子、ウィアン・ヴォルフロワ殿どのだ」

　響いた父の声でリーザレットは我に返り、驚愕した。

（第一皇子？　使者ではなく……？）

　ノスヴァルドからの訪問者が、まさか皇子本人だったとは。驚きを隠かくせないまま、リーザレットは青年──ウィアンを見た。その視線を受け、ウィアンがかすかに眉根を寄せる。

「おい、あまりジロジロ見るな。失礼だぞ」

　ふいに、ウィアンの隣にいた少年が声を上げた。同じく雪のような白はく髪はつに、冬空を思わせる青せい灰かい色しよくの瞳。年は十歳前後だろうか。ウィアンと同じローブを身につけているが、こちらは彼と違って装そう飾しよくは控えめだ。まだあどけなさが残る顔に怒りを浮かべ、リーザレットを睨みつけている。

「構わん。下がれ、ルカ」

　ウィアンが静かに口を開き、少年を制した。ルカと呼ばれた少年は、不満そうにしながらも一歩後ろに下がる。それを見届けたウィアンが、リーザレットに向き直った。

「ウィアン・ヴォルフロワだ。お初にお目にかかる」

「リ……リーザレット・ディアハウンドです。初めまして」

　ドレスの裾を摘まんで軽く会釈すると、ウィアンが銀の瞳を細める。

「あんたが第一王女か。まずは、成人したことに対する祝福の意を示そう」

　そう言って、ウィアンが右の拳こぶしを胸に当てて頭を下げた。ノスヴァルド流の敬意の表し方なのだろう。

「ええと、ご丁寧にありがとうございます」

　困惑しながらも、リーザレットは礼を言う。いきなり宣戦布告をされるかもしれないと身構えていたが、まさか成人を祝われるとは思ってもみなかった。

「挨拶は終わった。さっそく、本題に入る」

「本題、ですか？」

　一体どんな話を切り出してくるのだろう、とリーザレットは警戒する。ウィアンは長年敵対してきた国の皇子で、最近兵力を集めていると噂されている相手だ。もしや今度こそ開戦を要求されるのではなかろうか。

　不安になって王座に目を向けると、父は苦虫を嚙み潰したような顔でウィアンを見つめていた。その緊迫した様子に、リーザレットはごくりと唾つばを飲む。

「リーザレット・ディアハウンド」

「は、はいぃ！」

　いきなり名前を呼ばれ、答える声が裏返った。ウィアンは不快そうに眉をひそめたが、気を取り直したように咳せき払ばらいをして再度口を開く。

「この場で、あんたに結けつ婚こんを申し込む」

「………………は？」
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　予想外の言葉にリーザレットは目を瞬いた。今、彼は何と言った？　結婚を申し込むって──誰に？

「聞こえなかったのか？　あんたをオレの妻として娶めとってやると言ったんだ」

　ポカンとしていると、苛立ち混じりにウィアンが繰り返した。その言葉を胸の内で反はん芻すうし、リーザレットは目を見開く。

「め、め、娶るって……わわわ、私をですかっ!?」

「何をそんなに驚くことがある。事前に話は通していたはずだが──まさか、聞いてないのか？」

　今度はウィアンが目を丸くし、王座を振り返った。つられてリーザレットもその視線を追い、説明を求めるように父を見る。

「……実は、以前からウィアン殿におまえとの婚こん姻いんを申し込まれていてな」

　やや間を置いて、父が静かに吐き出した。眉間に深くしわを寄せ、ゆっくりとため息をつく。

「どういう、ことですか？」

　困惑したまま、リーザレットは父に問いかけた。自分に婚姻話が出ていたことにも驚いたが、相手が敵国の皇子だという事実にさらに衝しよう撃げきを受ける。まさか父は、ひそかにノスヴァルドと通じていたのだろうか。

「最初に話があったのは一年ほど前だ。ウィアン殿から秘ひ密みつ裏りに書簡が届いてな……両国の関係を改善するためにも、おまえを娶りたいと言われたのだ」

　リーザレットの疑問に答えるように父が言った。それを聞いて、リーザレットはますます驚く。〝北の狼〟と呼ばれ独立を貫いてきたノスヴァルドが、ケインスタリアと和平を結ぼうとしていたことも、自分がその当事者になっていたこともまったく知らなかった。

「だが、あんたの父親は『娘が成人するまでは返事はできない』と言った。だから、一年待ってやったんだ」

　不ふ遜そんな態度でそう言って、ウィアンがリーザレットに向き直る。尊大な瞳に見下ろされ、思わず居住まいを正した。

「もしかして、あなたがここへ来たのは……」

「もちろん、返事を聞くためだ。使者を送って知らせを待つよりは、自みずから赴おもむいた方が早い」

　当然のように言ってのけたウィアンに、リーザレットは返す言葉を失う。たったそれだけのために敵国へ乗り込んでくるとは、何とも行動力のある皇子様だ。

「それで、どうなんだ。あんたはオレと結婚するのか、しないのか」

「どう、と言われましても……」

　ウィアンの視線から逃のがれるように、リーザレットは目を伏ふせた。突然やってきて「結婚するのかしないのか」と問われても、すぐさま答えを出せるわけがない。何より、状況も気持ちもまだ整理ができていないのだ。

（でも、もしここで私が断ったら……）

　要求を受け入れられなかったといって、一気に戦争になるかもしれない。父がこの場に兵を集めているのも、それを恐れているからではないだろうか。

　だとしたら。不用意に話を断るわけにはいかない──でも。

「答えは『はい』か『いいえ』の二に択たくだろう。何を迷うことがある。今すぐこの場で決めろ」

　苛いら立だった様子で、ウィアンが迫せまってきた。思わず、リーザレットは後ずさる。

「おい、それ以上近づくな」

　ふいに低い声が響いたかと思うと、腕を摑つかまれ後ろに引っ張られた。驚くリーザレットの前に黒い背中が立ちはだかる。

「今すぐ返事はできないと言っているだろう。あんたには彼女の言葉がわからないのか」

　リーザレットを背後に押しやり、オルバが言う。それを聞いたウィアンが不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめた。

「何だ、おまえは。ウィアン様に生意気な口を利きくな！」

　ウィアンの背後でおとなしくしていたルカが、再び前に出てきた。オルバを睨みつけ、獣けもののように唸りながら威い嚇かくする。だがオルバはそれをものともせず、小さく鼻を鳴らした。

「さすがは〝北の狼〟と呼ばれる民族だな。人の言葉を解する努力もせず、礼れい儀ぎさえ身につけていないとは──これが、ノスヴァルドの皇族なのか」

「黙って聞いていれば、好き勝手言いやがって……もう許さない！」

　怒りをあらわにし、ルカが叫さけぶ。白い髪がざわりと逆立ち、全身から怒りの気配が立ちのぼった。オルバがすぐさまサーベルに手をかけ、危険を察知したようにノワが「わん！」と吠える。

「よせ、ルカ。挑ちよう発はつに乗るな」

　今にも飛びかかりそうな少年を制したのはウィアンだった。弾はじかれたようにルカが主人を振り返る。

「でも、ウィアン様──」

「それに、奴やつらの言うことにも一理ある」

　有う無むを言わせぬ口調でウィアンがルカを遮った。その圧におされ、少年が不服そうに口を噤む。が、やがて渋しぶ々しぶと後ろに下がった。

「少々、事を急せきすぎたようだ。非礼は詫わびよう」

　そう言って、ウィアンがこちらを見た。「いえ」と小さく首を振って、リーザレットはまじまじと彼を見つめる。強ごう引いんで一方的かと思いきや、意外と誠実な面もあるようだ。

「望み通り、返事は少しだけ待ってやる。ただし、その間はここへ滞たい在ざいさせてもらう」

「ここって……王城に、ですか？」

　ウィアンの言葉に、リーザレットは目を瞠った。てっきり返事を待つ間は国に帰るものだと思っていたのだが、まさかここへ残るつもりだったとは。

　だが、長年敵対してきた国の人間をケインスタリアの要である王城に滞在させるのは、何かと問題があるのではないだろうか。

　助けを求めるように父を振ふり仰あおぐと、王は渋しぶい顔のままため息をついた。

「ですが、ノスヴァルドは兵を集めていると聞きます。もし何かのきっかけで戦争になるようなことがあれば、あなたの身に危険が及ぶのでは？」

「戦争になるかどうかは、おまえの返答次第だ。だが万が一そうなったとしても、オレが危険に晒さらされることはない。自分の身くらい、自分で護れる」

　豪ごう語ごするウィアンを見て、リーザレットは閉口する。危険はないと言い切れるとは、よほど自分の腕に自信があるようだ。

（でも、彼がよくてもお父様が何というか……）

　助けを求めるように父を振ふり仰あおぐと、王は渋い顔のままため息をついた。

「遠いところ、わざわざ訪ねてきてくれたのだ。精せい一いつ杯ぱいのもてなしをさせてもらおう」

　父が答えると、控えていた従者たちがざわめいた。部屋の空気が一気に張はり詰つめる。

「長旅で疲つかれているだろう。さっそく部屋に案内させよう」

　そう言って、父が近くにいた男に手早く指示を出した。ウィアンたちの案内を命じられた従者が、強こわ張ばった面おも持もちで二人を部屋から連れ出す。

「彼女に何も言わなかったのは、いずれ王位を譲ることを見越していたからですか」

　ウィアンたちの姿が扉の向こうに消えた途端、オルバが口を開いた。その視線は、まっすぐに王を見つめている。

「そうだ。だが、長年敵対してきたノスヴァルドの皇子からの申し出を無下に断ることもできなくてな。ひとまずリーザレットが成人していないことを理由に返事を引き延ばしたのだが……まさか、本当に一年待たれるとは」

　予想外だったとでも言うように、王が頭を抱えた。それを見たリーザレットは、オルバと顔を見合わせる。

「ですが、どうしてウィアン様は私を娶りたいと考えているのでしょうか」

　理由がわからず、リーザレットは首を傾かしげた。ケインスタリアとノスヴァルドは建国以来対立を続けている。その原因はいろいろとあるが、最たるものは考え方の違いだろう。ゆえにもうずいぶんと長い間国交は断絶し、お互いの交流も皆かい無むに等しい。なのに何故、ウィアンはリーザレットとの結婚を求めているのだろう。

「ウィアン殿は、この婚姻を機に両国の国交を復活させようとしているのだ」

　父の言葉に、リーザレットは目を丸くする。ウィアンの目的が国交を復活させることだとは少々意外だ。武力を集めているというから、てっきり戦争を仕掛けてくるつもりなのだと思っていたのだが。

「リーザレット」

　呼ばれて、リーザレットは背筋を伸ばした。いかめしい顔をさらに険しくして、父がこちらを見下ろしてくる。

「ウィアン殿が滞在する間、彼らのもてなし役はおまえに任せる」

「え？　私、ですか？」

「将来夫となるかもしれない相手を見み極きわめるいい機会だ。その上で、どうするかはおまえが決めろ。この婚姻が国にとって有益かどうか、次期国王候補として結論を出してみよ」

　思わず、リーザレットは息を吞んだ。つまり、この結婚についてはすべてリーザレットの意思に任せるということか。だとしたら、ウィアンとの交流はそれを判断する絶好の機会だ。

「……わかり、ました」

　意を決して、リーザレットは顔を上げた。王座に座る父を見据え、静かに口を開く。

「その任、謹つつしんでお受けいたします」

　毅き然ぜんとして答えると、父は何やら複雑な表情で頷いた。




　謁見室を出ると、ルーシーとセドリックが待っていた。ウィアンたちが退出したことで警備はすでに通常に戻っているが、心配して残っていてくれたのだろう。

「リジー！　大丈夫だった？　一体何の話だったの？」

　リーザレットの姿を見たルーシーが、慌てた様子で駆け寄ってくる。

「それは……」

「ここで話さない方がいい。まだ正式に決まったわけじゃないからな」

　答えかけたリーザレットをオルバが遮った。その横顔には、あからさまな苛立ちが見て取れる。どうも機嫌がよくないようだが、先ほどのウィアンの態度にまだ怒っているのだろうか。

　そんなオルバを見た通りすがりのメイドが怯おびえた様子で立ち去った。王の謁見室の前で立ち話をするわけにもいかないし、早々に引き上げた方がいいだろう。

　ルーシーとセドリックを促し、リーザレットは自室へと引き上げた。メイドに頼んで茶と菓か子しを用意してもらい、四人でテーブルを囲む。

「結婚って……リジーが!?」

　すべてを話し終えた途端、ルーシーが驚愕の声を上げた。リーザレットの足元で丸くなっていたノワが、びっくりした様子で飛び起きる。

「でも、何でまた急に？　ノスヴァルドは何を考えているのかしら？」

「お父様は、ケインスタリアとの関係を改善することでノスヴァルドに様々な利益を見込んでいるのではないか、とおっしゃってましたが……」

　ウィアンが部屋を出た後、父から聞いた話を思い出す。彼は、ウィアンがリーザレットとの婚姻を機にケインスタリアとノスヴァルドの国交を回復させようとしていると言っていた。長らく敵対してきた両国が交流を開始すれば、新たな利益が生まれる可能性もある。確かにそれは、喜ばしいことではあるのだが。

「セド。今のノスヴァルドの状況は？」

　リーザレットの思考を遮るように、オルバが言った。腕を組んで考え込んでいたセドリックが、ゆっくりと顔を上げる。

「この前、あの第二王子について視察に行ったんだろう」

「え？　シェパード少佐が、ですか？」

　先日グレアムが北の領地に視察に行っていたことは知っていたが、それにセドリックが同行していたとは思わなかった。目を丸くしたリーザレットに、セドリックは一つ頷く。

「敵地に潜り込んで情報を集めるのも僕の仕事ですから。でも、わかったのは殿でん下かたちが知っている情報とそう変わりませんよ。ノスヴァルドへの潜せん入にゆうはリスクが大きすぎて、長期間の調査ができないんです」

　お手上げだ、とでもいうようにセドリックが肩をすくめた。オルバは何も言わず、小さく眉間にしわを寄せる。諜報部に属する彼でさえノスヴァルドの情報を入手するのは極きわめて困難なようだ。

「もし、リーザレット殿下がノスヴァルドに嫁とつぐことになってケインスタリアとの交流が始まれば、もっといろいろ情報を仕入れられるんだけど──っと冗じよう談だんだよ、オルバ」

　何やら不穏な空気を感じたのか、セドリックが苦笑いを漏らした。ちらりとオルバに目を向けると、すさまじい形相でセドリックを睨んでいる。

「アタシは反対よ。よりによってノスヴァルドだなんて……そんな危険なところにリジーを行かせるわけにはいかないわ」

　長い髪をかき上げてそう言ったイトコに、リーザレットの胸がジワリと熱くなった。ルーシーは、いつだってリーザレットの身を案じてくれる。幼い頃から変わらない彼の優やさしさが心から嬉しい。

「けど、断るにしても簡単に納なつ得とくしてくれるかな」

　ぼそり、とセドリックが呟いた。リーザレットたちの視線が一斉に彼に集まる。

「ノスヴァルドにとって、この婚姻は必要不可欠なもの……だからこそ、こちらが安易に断れないよう兵を集めているんだろうし」

　セドリックの言葉にリーザレットは唇を嚙みしめる。やはりノスヴァルドが武力を収集しているのは、この結婚を断られた場合は武力行使に出るという意思表示なのだろう。

「大丈夫よ。とにかく、円えん滑かつに結婚を断る方法を探しましょ」

　消しよう沈ちんしたリーザレットの様子に気づいたのか、ルーシーがことさら明るい声を出した。のろのろと顔を上げると、紫紺の瞳を細めたイトコが優しくほほえんでいる。

「それが見つかるまで、ノスヴァルドの皇子にはなるべく近づかない方がいいわね。うっかり気に入られちゃったら大変だもの」

「あ……ええと、それは無理だと思います」

　おずおずと声を上げると、ルーシーが「どうして？」と目を丸くした。その視線を受け止め、リーザレットは言いにくそうに口を開く。

「それが……実は、父から彼をもてなすようにと言われていまして」

「まずいな」

「まずいわね」

　言い終えると同時にセドリックとルーシーが呟いた。一体、何がまずいのだろうとリーザレットは首を傾げる。答えを求めるようにオルバを見ると、黒髪の青年は小さく肩をすくめた。
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　その夜、リーザレットはなかなか寝ねつけずにいた。部屋の外では、夕方から強くなった風がガタガタと窓を揺らしている。

（私は、どうするべきなのでしょうか……）

　考えているのは、ずっとそのことばかり。ルーシーは結婚を断る方向で話を進めていたが、リーザレット自身はまだ迷っていた。

　結婚自体に抵てい抗こうがあるわけではない。王女として生まれた以上、いつかはそんな話が出ることも覚かく悟ごしていた。政治的な事情で他国の王子と結婚する──それが、王族であるリーザレットの役割の一つだ。

　だけど、まさかこんなにも早く、しかも唐突にそれが現実になるとは予想もしていなかった。

　さらに、今回リーザレットに結婚を申し込んできたのは長年敵対してきたノスヴァルドの皇子だ。もしここで婚姻を断って、ただでさえ冷戦が続いている両国の関係に亀き裂れつを入れるのは望ましくない。そのためにも、ウィアンの申し出を受け入れるのが最良の手段だということはわかっている。

　わかっては、いるのだけど──。

（もし、ノスヴァルドに嫁ぐことになったら……王になることは、できなくなりますね）

　ふと気づいて、リーザレットは跳はね起おきた。足元で丸くなっていたノワが、驚いたように顔を上げる。

　ウィアンと結婚すれば、リーザレットは王になることができなくなる。それはつまり、「あんたは、俺が王にしてやる」というオルバの言葉を裏切ることになるわけで。

（だから、あんなにも怒っていたのでしょうか……）

　そう思うといてもたってもいられなくなり、リーザレットはベッドから降りた。急いで部屋を出ようとして、扉に手をかけたところで我に返る。

（こんな時間に起こしては、迷めい惑わく……ですよね）

　時刻はすでに真夜中だ。きっとオルバは、もう眠ねむってしまっているだろう。耳を澄ませてみても、隣の部屋からは何の気配も感じられない。

　ゆっくりと息をついて、リーザレットは踵を返した。少し頭を冷やそうと、窓を開けてバルコニーへ出る。途端に少し強めの夜風が髪と寝ね間ま着きの裾を揺らした。

　しばらく風に当たっていると、徐じよ々じよに冷静さが戻ってくる。オルバに謝るのは明日顔を合わせてからにしよう。

　そう決めて部屋に戻ろうとした時、足元でノワが小さく吠えた。どうしたのかと目を落とすと、手すりの間から顔を出した愛犬がジッと庭先を見つめている。

　その視線を追って、リーザレットは息を吞んだ。ノワが見つめる先──植木の陰かげで何かが蠢うごめいている。

　それは、白い獣だった。ピンと尖とがった耳に垂れ下がった大きな尻しつ尾ぽ。姿形は犬にそっくりだが、二回りほど立派な体格をしている。

　見たことのない犬だが、どこから迷い込んできたのだろうか。

[image: ]

「何をしている」

「きゃっ!?」

　突如響いた低い声に、リーザレットは悲鳴を上げた。危あやうくバルコニーから滑すべり落ちそうになり、慌てて手すりにしがみつく。足元にいたノワが懸命にリーザレットの寝間着の裾を引っ張ってくれた。

「ド、ドーベルマン大佐……？」

　まだバクバクと暴れている心臓を押さえつつ振り返ると、隣のバルコニーにオルバの姿があった。いつもの軍服姿ではなく、シャツにズボンだけというラフな格好だ。

「ええと、その、見かけない犬があそこに──」

「犬？」

　怪け訝げんそうな顔をするオルバに頷き、リーザレットはもう一度庭へ目を向ける。だが、先ほどまでそこにいた白い影は跡あと形かたもなく消えていた。リーザレットたちの存在に気づいて、逃げてしまったのだろうか。

「あ……あの、噓うそではないんです。本当に──」

「別に、あんたが噓をついたとは思っていない。だが、あまり無茶はするな。こっちの気が休まらない」

　ため息と共に呟いたオルバに、リーザレットは「すみません」と謝る。彼を起こしてしまったのだ、と今さらながらに気づいて申し訳なくなった。《護り犬》であるオルバは、リーザレットを護るために常に気を張っている。ほんのわずかな物音でさえ、敏びん感かんに聞き取ってしまうのだ。

「部屋に戻りますので、あなたももう休んで──へっ!?」

　隣のバルコニーに目を向けて、リーザレットは驚愕した。いつの間にかオルバが手すりを乗のり越こえ、こちらに飛び移ろうとしている。

　リーザレットの部屋があるのは城の三階。王族の居室というだけあり、広さもそれなりだ。いくら隣りん室しつといえど、バルコニー同士の距離はそう近くない。

「え、ちょっと、あの、何を──」

　慌てている間に、オルバがひらりとその身を宙に躍おどらせる。落ちる──思わず両手で顔を覆うが、オルバは難なくリーザレットがいるバルコニーに着地した。

「それほど驚くことじゃないだろう。《護り犬》なら、これくらい大したことない」

　どこか誇らしげに言ったオルバに、リーザレットは絶句する。確かに《聖犬》から主人を護るための力を授さずけられた《護り犬》は身体能力が特化すると言われているが──さすがにこれは心臓に悪い。

「だが、心配させるのは本意じゃない……悪かった」

　そう言って、オルバはリーザレットに手を伸ばした。手袋を外した指が長い髪を一房ふさ掬う。そっとそれを口元に運び、オルバが軽く唇を落とした。

　何やらむず痒がゆい気分になりながらも、リーザレットはおずおずと口を開く。

「いえ……私も、起こしてしまってすみませんでした」

「何だ、そんなことを気にしていたのか」

　小さく謝ると、オルバは意外そうな顔をし、ふと目元を緩めた。

「こうしてあんたの顔を見られたんだ、文句などない」

「っ！」

　返ってきた言葉に、リーザレットは息を吞む。再び心臓が激しく脈打ち始め、カッと頰が熱くなった。何だか、ものすごく気き恥はずかしい！

「あ、あのっ……そういうことを言うのはっ」

「だめか？」

　リーザレットの髪を指先でいじりながら、オルバが不思議そうに問いかけてくる。

「だ、だめ……というか、その、誤解を招くような発言はやめた方が──」

「別にいいだろう。ここには俺とあんたの他に誰もいない」

　しどろもどろになって言いい募つのるが、オルバはまったく聞き入れてくれない。それどころか、ゆっくりと腰を折ってリーザレットを覗き込んできた。

「今日は、なかなか二人きりになれなかったからな。今くらい、主人を独ひとり占じめしてもいいだろう」

　耳元で低い声がささやく。頰をくすぐる吐息にますます鼓動が高まった。オルバの言葉はまるで恋こい人びとに向けられたもののようで、何だかとても落ち着かない。

　だけど──決して、嫌じゃない。

「……いつもより、甘い匂いがするな」

「あ、甘い……ですか？」

　問いかけると、オルバがそっと目を細めた。その満足そうな顔を見て、リーザレットは何も言えなくなる。昼間のことを謝ろうと思ったのに、今さら蒸むし返かえしてこの空気を壊こわしてしまいたくない。

　そんなことを考えた時、バルコニーに夜風が吹き込んできた。思わず身を震わせ、リーザレットははたと気づく。そういえば、寝間着のままではないか！

「ごめんなさい！　やっぱり私、部屋に戻ります！」

　慌ててオルバの手を振りほどき、リーザレットは自室に逃げ込んだ。その後を、ノワが慌てて追いかけてくる。

　窓の向こうでオルバが呆気にとられたような顔をしていたが、「おやすみなさい」と声をかけてカーテンを閉めた。

　羞恥で再び熱くなった頰を両手で覆い、リーザレットはその場にしゃがみ込む。つい流されてしまったが、嫁入り前──しかも結婚の話が持ち上がっている身で、婚約者でもない相手と深夜に二人きりになるのはまずいのではなかろうか。

　足元にいたノワが心配そうにすり寄ってくる。そんな愛犬を撫なでながら、リーザレットは小さく息をついた。
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　ノスヴァルドの第一皇子が滞たい在ざいすることになり、王城はいつもより緊きん迫ぱくした空気に包まれていた。相手は長年敵対してきた国の人間、何か不興を買うようなことがあれば、すぐさま戦争に突とつ入にゆうするかもしれない。城に出入りする貴族たちはおろか、ここで働く使用人やメイドたちまでそれを恐おそれてビクビクしている。

「でも、まさかリーザレット様が結けつ婚こん相手に選ばれるなんて……」

「仕方ないわよ。ロザリエッタ様はまだ幼いもの」

「それにしたって、ねぇ？」

　朝食を取りに食堂へ向かう途と中ちゆう、あちこちからそんな会話が聞こえてきた。リーザレットがノスヴァルドの皇子から求きゆう婚こんされたという話は、すでに城内に出回っているらしい。

「よりによって、嫁とつぎ先がノスヴァルドだなんて──ひっ！」

　ひそひそと言葉を交かわしていたメイドたちが、突とつ然ぜん悲鳴を上げた。何事かと振ふり返かえれば、後ろを歩いていたオルバが眉み間けんにしわを寄せて睨にらみをきかせている。その視線と威い圧あつ感かんに怯おびえたメイドたちは、そそくさと仕事に戻もどっていった。

　様々な視線にさらされながら食堂まで辿たどり着つき、ようやく一息ついたリーザレットは目の前の光景に驚くことになる。そこには、二人の先客がいたのだ。

「おはよう、リーザレット。今から朝食かい？」

　にこやかに笑いかけてきたのは次じ兄けいのグレアムだ。向かいでは、長ちよう兄けいアランが優ゆう雅がに食後の茶を飲んでいる。二人の足元にいる黒い犬たちを見て、ノワが「わん！」と吠ほえた。

「お、おはようございます……グレアム兄様、アラン兄様」

「話は聞いたよ、リーザレット。おまえ、ノスヴァルドの皇子に結婚を申し込まれたんだって？」

　おずおずと挨拶を返すと、グレアムがこちらに身を乗り出してくる。

「よかったじゃないか。敵国とはいえ、相手は皇族だ。上う手まくいけば皇こう妃ひになれるかもしれないよ？」

「それは、そうかもしれませんが……」

　そっとリーザレットは目を伏ふせる。確かにウィアンはノスヴァルドの第一皇子だと言っていた。あちらの世せ襲しゆう制せい度どがどうなっているのかはわからないが、彼が皇位に近い場所にいるのは間ま違ちがいないだろう。

「もしかして、おまえ……迷ってるのか？」

　口ごもったリーザレットを見て、グレアムが意外そうな顔をした。

「ある程度の地位が保証され、我わがケインスタリアとノスヴァルドの国交復活の架かけ橋はしになるなんて、とても名めい誉よなことじゃないか。そんな大役を任されたっていうのに、何を迷うことがあるんだい？」

「そ、それは……」

「国のために、政治的策略で他国に嫁ぐ──王女として生まれた以上、そういう役目を背負っていることは理解していると思っていたが」

　それまで黙だまっていたアランが、ふいに口を挟はさんできた。冷めた双そう眸ぼうに見み据すえられ、リーザレットは背筋を伸のばす。

「はい……もちろん、承知しています」

「ならば、この話がどれほど重要な意味を持つかもわかっているだろう。ケインスタリアとノスヴァルドの婚こん姻いんが成立すれば、多少なりとも両国の関係は改善される。懸け念ねんされていた事態も、ひとまずは避さけられるはずだ」

　ごくりと、リーザレットは唾つばを飲み込んだ。大国の姫ひめ君ぎみを娶めとったとなれば、ノスヴァルドとて容易に武力行使に出ることはできなくなる。つまり、リーザレットの存在が戦争への抑よく止し力りよくになるのだ。

「おまえがノスヴァルドに輿こし入いれすれば、誰だれも血を流すことなく戦争を止められる。まさにおまえが望んでいたことじゃないか、リーザレット」

　ニヤニヤと笑いながら、グレアムがリーザレットを見る。ねっとりとした声こわ音ねが妙みように耳にまとわりついた。

「結婚して寵ちよう姫きにでもなれば、地位も名誉も保障されて何の苦労もすることなく暮らしていける。ここに残って王になるなんて夢を見るよりは、ずっと現げん実じつ的てきだと思うけどね──」

「勝手なことを言うな」

　べらべらとしゃべり続けるグレアムをオルバが遮さえぎった。先ほどメイドたちに向けたものよりもさらに険しい視線で、きつく相手を睨みつける。

「望んでいるのは、あんただろう。彼女が国を出れば、ライバルが減るからな。そうなれば、実力がなくとも王になれる可能性は上がる」

「……相変わらず、生意気な口を利きく犬だ。よほど躾しつけが必要と見える」

　怒いかりの表情を浮かべたグレアムが、足元の《護りガーデイアン・犬ドツグ》に視線を走らせた。行ぎよう儀ぎよく座すわっていたロルフがゆっくりと立ち上がり、喉のどの奥おくで低く唸うなる。

　それを見たオルバがサーベルに手をかけた。リーザレットの分の食事を運んできてくれたメイドが、「ひっ」と悲鳴を上げて後ずさる。

「よせ、グレアム。犬相手に突つっかかるな」

　今にもロルフをけしかけようとするグレアムを止めたのはアランだった。軽く肩かたをすくめた弟が《護り犬》を下がらせたのを見届けて、アランは手にしていたカップをテーブルに戻す。それから一つ息をつき、リーザレットを見た。

「ちょうどいい機会だ。おまえにどれほどの働きができるか、見せてもらおう」

「は、働き……ですか？」

　言われて、リーザレットは目を瞬しばたたく。「そうだ」と答えて、アランがこちらに向き直った。

「ノスヴァルドの第一皇子が滞在している間に、ケインスタリアにとって有益な情報を聞き出せ。もちろん、相手に気づかれないようにな」

「ええっ!?」

　思わず、リーザレットは驚きの声を上げる。相手に気づかれないように情報を聞き出すなんて、まるで諜ちよう報ほう行こう為いではないか。

「なるほど。ノスヴァルドに嫁ぐのなら、いずれそういう役目も担になうことになる。リーザレットにそれが務まるかどうか、試ためそうってわけだね」

　合点したように、グレアムが頷いた。その口角がゆるりと吊り上がる。

「さりげない会話の中で相手を上手く誘ゆう導どうし、必要な情報を聞き出す……王になるって公言するなら、もちろんそれくらいはできるだろう？」

　そう言って、グレアムがリーザレットに目を向けた。楽しげに輝かがやく異母兄の顔は、とびきりの悪いた戯ずらを思いついた子供のようだ。

　グレアムの言う通り、相手に気づかれないよう情報を引き出すには、かなり高度な社交術が必要になる。だが、今まであまり人と接してこなかったリーザレットが、そんな技術を身につけているわけがない──でも。

「……わかり、ました。やってみます」

　答えると、グレアムは驚おどろいたように目を丸くした。が、それも一いつ瞬しゆんで、すぐさまニヤリと笑えみを浮かべる。

「報告はいつでも受け取れるようにしておく。何か摑んだら、すぐ私のところへ来い」

　それだけ言い残し、アランが席を立った。足元に《護り犬》のシャーリーを従え、颯さつ爽そうと食堂を出て行く。

「いい情報を期待しているよ、リーザレット。ああ、保管庫の整理は後回しにしてもいい。今は、こっちの方がおもしろそうだからね」

　兄の後を追うようにグレアムも立ち上がる。二人が出て行った後の食堂には、リーザレットとオルバ、そして愛犬のノワだけが残された。

「……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　心配そうにオルバが尋たずねてきた。一つ深呼吸し、リーザレットは隣となりの青年を振り返る。

「上手くできるかどうかはわかりませんが……これが王族として必要なことだというのなら、やってみようと思うんです」

　できるかどうかではない、自分が何をしたいか、だ──以前、オルバがくれた言葉を思い出す。彼と出会う前のリーザレットなら、きっと「自分には無理だ」とあきらめていただろう。だけど今は、一人じゃない。オルバがそばにいてくれる。

　彼のおかげで、もっと王族らしくなろうと決めたのだ。ならば、これは自身が成長する絶好の機会ではないか。

　幸いリーザレットは、父からウィアンをもてなすよう命じられている。ノスヴァルドの皇子と接せつ触しよくする口実はあるのだから、それに乗じて情報を集めることも可能だろう。

　オルバは、しばし無言でリーザレットを見つめていた。が、やがて小さく息をついて表情を和やわらげる。

「食事がすんだら、さっそくノスヴァルドの皇子に会いに行ってみるか？」

「はい！」

　思わず声を上ずらせると、オルバがわずかに口元を緩ゆるめた。





[image: ]






　広大な王城の中で最も日当たりのいい南みなみ棟とうの二階の、賓ひん客きやく用ように贅ぜいを尽つくした豪ごう奢しやな一室──それが、ノスヴァルドの第一皇子とその従者に与あたえられた部屋だった。

　朝食の後、オルバとノワを連れてリーザレットはそこを訪おとずれた。廊ろう下かを進んでいくと、部屋の前で見張りをしていた兵士が驚いた顔をする。ウィアンに会いに来たことを告げると、兵士はすぐに了りよう承しようして道を譲ゆずってくれた。彼らに礼を言い、リーザレットは扉とびらの前に立つ。華か美びな装そう飾しよくが施ほどこされたそれを見つめ、一つ深呼吸してから扉をノックした。

「誰だ？」

　あまり間を置かず、扉の向こうから返答があった。まだ子供らしい高い声は、ウィアンではなく従者のルカのものだ。

「あの、リーザレットです。ウィアン様にお会いしたいのですが──」

「何の用だ」

　リーザレットが言い終える前にルカが遮った。その声音はひどくとげとげしく、はっきりと警けい戒かいの色が滲にじんでいる。

「ええと……少し話をしたくて。それで、お時間をいただけないかと思ったんです」

「話というのは、結婚のことか」

　次に返ってきた声は低い男のものだった。驚いているうちにゆっくりと扉が開いて、向こうから白はく髪はつの青年が現れる。昨日身につけていた民族衣い装しようの上着は脱ぬぎ、頭部からすっぽりと被かぶるタイプのシャツに動きやすそうな幅はば広ひろのズボンを穿はいただけの格好をしている。

　彼の隣では、腰こしに手を当てたルカがリーザレットを睨んでいた。ウィアンと同様に上着を脱いで簡素な服装に着き替かえているが、その袖そでや襟えり元もとから覗のぞく体たい軀くは驚くほど細い。

「答えは決まったか。思ったより早かったな」

「え？　いえ、そういうわけでは──私はただ、あなたと話をしようと思っただけでして」

　勘違いされていると気づいて慌てて首を振ると、ウィアンが眉まゆをひそめた。

「話？　結婚に対する返事以外、おまえと話すことはない」

　きっぱりと断言され、リーザレットは絶句する。まさか、これほどあからさまに拒きよ否ひされるとは思ってもいなかった。

　だが、ここであきらめてしまっては今までと何も変わらない。早くも折れそうになる気持ちを奮い立たせ、リーザレットはもう一度口を開いた。

「では、城の中を案内させてくれませんか？　どこに何があるかがわかれば、不便もないでしょうし」

「いらん世話だ。返事が決まったら、もう一度ここへ来い」

　ぴしゃりと言って、ウィアンが追おい払はらうように手を振った。全身から滲み出る拒きよ絶ぜつの気配に、リーザレットはそれ以上何も言えなくなる。

「結婚結婚って、あんたはそればかりだな。他に考えることはないのか」

　ふいに、リーザレットの背後から呆あきれの声が響ひびいた。ギョッとして振り返れば、腕うでを組んだオルバが目を眇すがめてウィアンを見つめている。

「おい、おまえ！　従者のくせに、その口の利き方は何だ！　ウィアン様に失礼だぞ！」

　途と端たんにルカが叫さけんだ。怒りの形相で鋭するどくオルバを睨みつけるが、オルバはそれを意にも介かいさずフンと鼻を鳴らした。

「従者じゃない。俺は彼女の《護り犬》だ」

「《護り犬》？」

　驚いたように、ウィアンがオルバを見る。続いて、その視線がリーザレットの足元にいるノワに向けられた。それを受け、ノワが「わん！」と声を上げる。

　しばらくの間、ウィアンはオルバとノワを見比べていた。が、ふとリーザレットに視線を戻し、銀の双眸を細める。

「いいだろう。入れ」

「え？」

「おまえの話を聞いてやる、と言ってるんだ」

　ウィアンの言葉に、リーザレットは目を丸くした。さっきまであれほど突っぱねていたのに、一体どういう心境の変化だろう。

　そっと様子を窺うかがうと、ウィアンはリーザレットではなくオルバを見つめていた。いや、正確には軍服の襟元から覗く銀の鎖くさり──《護り犬》の証あかしを、だ。

　それに気づいたオルバが、不快そうに眉をひそめる。二人の間に漂ただよう不ふ穏おんな空気を感じ取ったのか、ノワが小さく鼻を鳴らしてリーザレットの陰かげに隠かくれた。




　メイドに頼たのんで茶と菓か子しを用意してもらい、リーザレットとウィアンは向かい合って座っていた。テーブルの上には最高級の茶葉を使った紅茶と、あふれんばかりの菓子が並んでいる。ウィアンの背後に控ひかえたルカが、物もの珍めずらしそうにそれを眺ながめていた。気になるのだろうか。

「で、何を聞きたい」

　ルカに声をかけようか迷っていると、ウィアンが先に口を開いた。思わず居住まいを正すが、ウィアンは腕を組んでソファにもたれかかったままだ。

「ええと、私が聞きたいのは……」

　そこで、はたと気づく。話をしたいという名目で訪ねてきたものの、何から聞くべきか決めていなかった。

（いきなり本題に入るのは不自然、ですよね……でも、まったく関係ない話題を持ち出しても逆に怪あやしまれそうですし）

　あれこれ考えを巡めぐらせている間に、ウィアンの表情が険しくなっていく。その瞳ひとみに気け圧おされ、リーザレットは慌てて口を開いた。

「あ……あの、あなたは何な故ぜ、私と結婚したいのですか？」

　ようやく言葉を絞しぼり出したものの、ウィアンはますます眉を寄せる。焦あせるあまり、かなり唐とう突とつな質問をしてしまった。せっかく部屋に入れてもらえたというのに、ここで怪しまれては元も子もない。

「いえ、その……ノスヴァルドとケインスタリアは敵対する国同士ですし、どうして私があなたの相手に選ばれたのか気になって……」

「別に理由などない。オレの目的はケインスタリアの姫を娶って国交を回復させること。そしておまえが、この国の第一王女だった──ただ、それだけだ」

　しどろもどろになって言い訳をするリーザレットを遮り、ウィアンが言い放った。あまりにも明け透すけな言葉に、リーザレットは呆あつ気けにとられる。予想はしていたけれど、まさかこうも堂々と言い切られるとは。

（でも……やはりそういうこと、ですよね）

　婚姻を申し込まれた時点でわかっていた。そう、これはあくまで政略結婚。敵国の皇子がリーザレットを娶る理由など、それ以外に考えられない。

「では、どうしてケインスタリアとの関係を改善しようと思ったのですか？」

　気を取り直して、リーザレットは質問を続ける。国のために、好きでもない相手と結婚する──王族の間では珍しいことではない。だが、ケインスタリアとノスヴァルドは長い間敵対してきた国同士だ。なのに、何故ウィアンは自分を選んだのだろう。

　しばらくの間、ウィアンは黙り込んでいた。その顔には、苦く悩のうにも似た表情が浮かんでいる。

「……ノスヴァルドは、一年中雪と氷に覆おおわれている」

　何かまずいことを聞いてしまっただろうかと不安になっていると、ウィアンがぽつりと呟つぶやいた。唐突に話題が変わったことに戸と惑まどいつつも、リーザレットは黙って続く言葉を待つ。

「ノスヴァルドの冬は長い。その間、空は厚い雲に隠され、大地は深い雪に埋うもれてしまう。そうして蓄ちく積せきされた氷雪は春になってもなかなか解けず、ようやく夏が来ても満足に作物を育てることさえできない」

　ノスヴァルドは、この大陸でもっとも北に位置している。それゆえあまり気温が上がらず土地も瘦やせてしまい、ケインスタリアのような農耕を中心とした生活には向いていないと聞いたことがある。

「短い夏の間は狩かりや漁ができるが、冬になると何日も吹雪ふぶきが続くことも珍しくない。せっかく蓄たくわえた食料を少しずつ食い潰つぶしながら天候が回復するのを待っている間に、暖だん炉ろに使う薪たきぎさえ底をついて命を落とす者もいる。ノスヴァルドの民たみは、常に飢うえと寒さを耐たえ忍しのびながら生きているのだ」

　淡たん々たんと語るウィアンの声は落ち着いているが、その内容はなかなか凄せい惨さんだった。そっと、リーザレットは唇くちびるを嚙かむ。ノスヴァルドの人々のことを思うと、胸が痛い。

「だが、ケインスタリアとの交易が始まれば、食料や防寒具を入手することができる。十分な物資さえあれば、冬の間に命を落とす民を多少なりとも救えるはずだ」

「……だから、あなたはこの結婚を？」

　問いかけると、ウィアンが一つ頷いた。その瞳は真しん剣けんで、噓うそをついているようには見えない。もしかしたら、この人は──。

「これでおまえの質問には答えた。今度は、こちらから質問させてもらう」

　リーザレットの思考を遮り、ウィアンが声を上げた。「え？」とリーザレットは目を瞬き、一体何を聞かれるのだろうと身構える。だがウィアンの視線はリーザレットを通とおり越こし、背後に控えるオルバに向けられた。

「その男がおまえの《護り犬》というのは、本当か？」

「え？　それはどういう──」

「昨夜はずいぶんと仲なか睦むつまじい様子だったから、恋こい人びとかと思ったのだが……違うのか？」

「こ、こここ恋人!?」

　ウィアンの言葉に、リーザレットは素すっ頓とん狂きような声を上げた。恋人だなんて、一体何をどう見たらそんなふうに見えたのだろう。

（というか、昨夜って……？）

　ふと、昨日の夜の記き憶おくが甦よみがえった。なかなか眠ねむれなくてバルコニーで風に当たっていたら、庭に白い犬がいるのを見つけて。思わず身を乗り出した時、オルバが現れて──。

　途端に、カッと頰ほおに血が上る。耳元でささやく低い声、頰にかかる吐と息いき、紡つむがれた甘あまい言葉──今思い出してもかなり恥はずかしいというのに、まさかそれをウィアンに見られていたなんて！

「俺が彼女の《護り犬》というのは本当だ」

　真っ赤になって顔を俯うつむけるリーザレットに代わって、オルバが答えた。その声音にも態度にも、まったく動どう揺ようした気配はない。

　そっと様子を窺うと、オルバはまっすぐにウィアンを見据えていた。いつになく険しい横顔を見て、リーザレットも気を取り直す。今は羞しゆう恥ちに悶もだえている場合ではない。

「ほう……《護り犬》というのは、《聖せい犬けん》の子孫犬と契けい約やくを結ぶものだと聞いていたが」

　そう言って、ウィアンがノワを見る。リーザレットの足元にちょこんと座っていたノワが、不思議そうに首を傾かしげた。

「ええと、本来ならそうあるべきなんですが……これには事情がありまして」

　ウィアンが《護り犬》のことを知っていたという事実に少々驚く。ケインスタリアの《護り犬》は周辺諸国にも広く知しれ渡わたっているが、敵国の人間である彼が《護り犬》について詳くわしく知っているとは思ってもみなかった。

「国交がなくとも、それくらいの噂うわさは流れてくるからな」

　リーザレットの心中を察したのか、ウィアンがそう説明した。どこにも属さない独立国という立場だからこそ、諸国の事情には精通しているのかもしれない。

「だが、人間の《護り犬》というのは初めて聞いた。契約の力は、《聖犬》の血を引く犬にしか及およばないものだと考えていたが──そうとも限らないということか」

　思わず、リーザレットはオルバと顔を見合わせる。彼と契約を結べた理由については、まだ謎なぞのままだ。現在多くの識者や《聖犬》の神しん殿でんを護る神官たちが調査を行っているが、いまだ有力な手がかりは見つかっていない。

「それで、おまえはどうやってその男に首輪をつけたんだ？　何か特別な経けい緯いがあったのか？　それとも、おまえは他の王族とは違う力を持っているのか？」

「え？　ええと……」

　立て続けに問われて、あたふたする。答えようにも、それに対する〝答え〟はリーザレットにもわからない。しかも《護り犬》に関することは国の重要機密だ。そう簡単に外部の人間に話せるものではない。

「答えろ。拒こばむなら、無理やり聞き出してやってもいいんだぞ」

　そう言って、ウィアンが身を乗り出してきた。陽の光を受けた銀の瞳が、怪しげに煌きらめく。その輝きを見ていると、意識が吸すい込まれそうになった。

　と、突然、背後でガシャンと金属がこすれ合う音がした。ハッとして首を巡らせれば、サーベルに手をかけたオルバがウィアンを睨んでいる。

「俺の主人に手を出すなら、容よう赦しやなく嚙かみ殺ころす」

　ことさら低い声でそう言って、オルバがサーベルを抜ぬこうとする。ウィアンの後ろで、ルカも身構えた。緊迫した空気を感じ取ったのか、足元のノワが小さく唸り始める。

「ま、待ってください！　こんな場所で争いはだめです！」

　慌てて制止の声を上げると、ウィアンがスッと身を引いた。オルバがサーベルを鞘さやに収め、ルカが不服そうな顔をしながらもウィアンの背後に控える。険悪な空気はまだ残っているものの、ひとまず場は収まった。ホッと、リーザレットは胸を撫なで下おろす。

「まあいい、質問を変えよう──おまえは何者だ？」

　一つ息をついて、ウィアンが再び口を開いた。鋭く細められた銀の双眸が見据えるのは、リーザレットではなくオルバだ。

　まっすぐに射い抜ぬくような視線にオルバが眉をひそめ、少々不本意そうに口を開く。

「……オルバ・ドーベルマン。代々王に仕える〝番犬〟だ」

「王に仕える番犬、か──」

　呟いて、ウィアンが何やら考え込むような素そ振ぶりを見せた。

「どうされたんですか、ウィアン様？」

　あまりにも深刻な様子に心配になったのか、ルカがおずおずと声をかける。ようやくウィアンが顔を上げ、小さく首を振った。

「いや、何でもない。少し気になっただけだ」

　そう言ってウィアンがもう一度オルバを見た。それを受け、黒くろ髪かみの青年が胡う乱ろんげに目を細める。

「オルバ・ドーベルマン──おまえは、オレたちと同じ匂においがする」

「……どういう意味だ？」

　ウィアンの言葉に、オルバが怪け訝げんな顔をした。だがウィアンは「もう話は終わりだ」とでもいうように口を閉とざす。そして、それ以上は何も答えようとはしなかった。
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　ウィアンの部屋を後にしたリーザレットは、その足で保管庫に向かっていた。ここ数日は書類の整理が日課になっていたため、ほぼ無意識に身体からだが動いてしまうのだ。

（せっかくですし、少しだけ作業を進めましょう）

　グレアムには「後でいい」と言われたが、ようやく片づいてきたものを再び放置するのも気が引ける。

　そんなことを考えながら保管庫に辿り着き、リーザレットは目を瞠みはった。部屋の中には、人ひと影かげが一つ。猫ねこの毛を思わせるふわふわした金の髪と、琥こ珀はく色の瞳。人形のように可か愛わいらしい顔立ちをした小さな少女がいた。

「ロザリー？　どうしてここに？」

　腕を組んでこちらを睨んでいる異母妹に、リーザレットは困こん惑わくする。どうして、彼女がこんなところにいるのだろう。

「お姉様、あの話はどうするつもりなの？」

　リーザレットの問いかけには答えず、ロザリエッタが言った。その声音は冷たく、少々強こわ張ばっている。

「あの話？」

「ノスヴァルドの皇子と結婚するっていう話よ」

　問われて、リーザレットは閉口する。どうするのかと問われても、まだ何も決まっていない。気持ちの問題だけでなく、この結婚が本当にケインスタリアのためになるのかどうかも、はかりかねているのだ。答えられずにいると、ロザリエッタが呆れたようにため息をついた。

「やめた方がいいわ。この話、どう考えてもおかしいもの」

「おかしい……？」

「だって、そうでしょう？　ノスヴァルドは今までずっと独立を保ってきたのよ。それなのに、突然和平を求めてくるなんて……絶対に何か裏があるわ」

「何かって……」

「そこまではわからないけど……きっと、よからぬことを企たくらんでいるに決まってるわ」

　吐はき捨すてるように異母妹が言った。それを聞いて、リーザレットは眉をひそめる。

　脳のう裏りに浮かぶのは先ほど話したウィアンの顔。自身の故郷であるノスヴァルドのことを語る彼の表情は、痛いくらいの苦悩に満ちていた。

「それは……どうでしょうか」

　思わずこぼすと、ロザリエッタが訝いぶかしそうにリーザレットを見た。そんな異母妹を見つめ返し、リーザレットは再び口を開く。

「私には、そうは思えません。もし仮に彼らが何かを企んでいるのだとしても……決して、悪いことではないと思うんです」

　食料や薪の不足が原因で命を落とす民を救いたい。そう言ったウィアンの目は真剣だった。リーザレットには、とても彼が噓をついているとは思えない。

「だから私は、もう少しウィアン様と話してみます。そうすれば──」

「もういいわ、お姉様」

　さらに続けようとしたリーザレットを、ロザリエッタが遮った。

「そうやって誰でも彼でも信じ込むのはお姉様のいいところだけど……少しは人を疑うことを覚えた方がいいわよ」

　ため息と共にそう言って、ロザリエッタが駆かけ出した。目も合わせないままリーザレットの脇わきを通り抜け、廊下の向こうへと走り去る。

（……怒らせてしまったでしょうか）

　途端に申し訳なくなったが、リーザレットはどうしても彼女の言葉を受け入れることができなかった。根こん拠きよもなく人を疑うのは相手に対して失礼なことではないだろうか。

「気にするな。ただのヤキモチだ」

　肩を落としたリーザレットにオルバが言った。力なく笑みを返して、リーザレットも「はい」と頷く。

　それから、気を取り直して作業を開始した。最後に残った書類の山を一つ一つ丁てい寧ねいに確かく認にんしていく。

　各年の農作物の収しゆう穫かく量と、輸出している物品をまとめた資料。それによる利益を記した報告書──手の中の書類を眺めてリーザレットはふとあることを思いついた。

　もし、この中のいくらかをノスヴァルドに回せれば、ウィアンたちの生活も少しは楽になるのだろうか。

　そこまで考えて、リーザレットは「あ」と声を上げた。ゆっくりとオルバを振り返り、まとめた書類を運ぼうとしていた青年に目を向ける。そういえば、昨日のことをまだ謝あやまっていなかった。

「あの……昨日はすみませんでした」

「？　何のことだ？」

　目を瞬いて、オルバが問い返してくる。不思議そうな顔をするオルバに向き直り、リーザレットは再び口を開いた。

「でも私は、あなたとの約束を忘れたわけではありません……決して」

　オルバはますます困惑した様子を見せたが、やがて小さく口の端はしをほころばせる。

「何がどういう流れでそんな話になっているのかはわからんが──覚えてくれているのなら光栄の至り」

　芝しば居いがかった口調でそう言って、オルバがリーザレットの前に跪ひざまずいた。まっすぐにこちらを見上げる灰色の双眸には、自信と誇ほこりがあふれている。

　ああ、やはり、この瞳を裏切ることはできない。こんなにも強く、ひたむきに望んでくれているのだから。

　改めて、リーザレットはそう思った。
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　翌日、リーザレットは再びウィアンの元へ向かった。

　彼との結婚をどうするか判断するためにも、もう少し話をする必要があると思ったのだ。

　南棟の客間を訪れると、昨日とは別の兵士が見張りをしていた。その顔を見て、リーザレットは「あっ」と声を上げる。

「あなたは……」

「お久しぶりっす、王女様！」

　そう言ってビシリと敬礼を決めたのは、以前軍の宿舎で出会ったオルバの部下だった。日焼けした顔に満面の笑みを浮かべてリーザレットを見つめている。

「今日はおまえが警備担当か、ジャン」

　オルバの問いかけに、ジャンと呼ばれた軍人が「そうっすよ！」と元気よく答える。それから、そっとリーザレットの方へ身を寄せてきた。

「で、王女様は婚こん約やく者しやに面会ですか？　昨日も会いに来たって聞いてますけど、もしかして惚れこんだとか──」

「おい。それ以上言ったら嚙み殺すぞ」

　興味深そうに身を乗り出してきたジャンをオルバが睨みつける。「冗じよう談だんっすよ」と慌てて首を振り、ジャンが肩をすくめた。

「でも、残念ながら皇子様はいませんよ」

「え？　いないって、どういうことですか？」

　ジャンの言葉に驚いて、リーザレットは目を丸くする。部屋にいないということは父のところにでも呼ばれたのだろうか。

「ついさっき、出て行ったんすよ。城の中を見学するって、あのちっこい従者と一緒に」

「……また、勝手なことを」

　苛いら立だち混じりに、オルバが吐き捨てた。そんなオルバとは反対に、リーザレットは心配になる。

「だ、大丈夫なんでしょうか」

　ウィアンにとって、ここは敵国のど真ん中だ。そんな場所で、いくら従者を連れているといっても単独行動はまずいのではないだろうか。

「それで、どうする。出直すか？」

　オルバに問われ、リーザレットは首を振った。ルカがついているとはいえ、一人で行動するウィアンの身が心配だ。

「お二人を捜さがしましょう」

　顔を上げて答えると、オルバは「わかった」と小さく了承した。




　ウィアンの部屋を後にしたリーザレットは、行く先々で彼を見なかったかと問いかけた。「先ほど広間の前で見かけた」とか「庭の方へ向かった」とか、いくつかの情報を得てウィアンの足取りを追う。だが──。

「見失った……みたいですね」

　初夏の日差しが降り注ぐ庭の真ん中で、リーザレットは立ち尽くしていた。ウィアンの目もく撃げき情報は、「庭を歩いていた」という証言を最後に途と切ぎれてしまった。

　彼が『庭』に来たのは確かだろうが、この王城に設しつらえられた『庭』はとてつもなく広く、複雑に入り組んでいる。一口に『庭』といっても、どこを指しているのかまったく見当もつかない。

（せめて、何か手がかりがあればいいのですが……）

　何か、ウィアンの行ゆく方えを追えるものがあれば──と考えたところで、リーザレットははたと気づいた。

「もしかしたら……ノワなら、彼を見つけ出せるかもしれません」

　ふと足元に視線を落として愛犬を見る。急に名前を呼ばれたノワが、「何か用？」とでも言いたげに首を傾げた。

「なるほど、匂いを追わせるのか。だが、どうやって奴やつらの匂いを覚えさせるつもりだ？」

　オルバに指し摘てきされ、リーザレットは言葉に詰つまる。彼の言う通り、ノワにウィアンを追つい跡せきさせるには本人の匂いを嗅かがせてそれを覚えさせなければならない。だが、ウィアンの匂いがついた物など都合よく手に入るわけもなく。

「ノワ」

　愛犬の前にしゃがみ込むと、ノワが嬉うれしそうに尻しつ尾ぽを振った。キラキラした無む邪じや気きな眼まな差ざしでリーザレットを見上げてくる。

「無理なお願いなのはわかっているけど……ウィアン様を捜してほしいの」

　首筋を撫でてやりながらリーザレットは愛犬に話しかける。《聖犬》の血を引いているだけあって、ノワは案外賢かしこい子だ。言葉を話すことはできなくとも、こちらの言っていることは理解しているはず──そう信じて懸けん命めいに訴うつたえる。

「あなたの鼻で匂いを追って、私たちをウィアン様のところへ連れて行って」

　ノワはしばらく不思議そうにリーザレットを見つめていたが、やがて「わん！」と元気よく鳴くとくるりと身を翻ひるがえした。

「……本当に、わかっているのか？」

　意い気き込ごんで地面の匂いを嗅ぎ回るノワを見下ろし、オルバが怪訝そうに呟く。

「だ、大丈夫です………………たぶん」

　そう答えたものの、途中で鼻先を飛んでいった蝶ちようを追いかけ始めた愛犬を見て、リーザレットはそっと肩を落とした。




　何度も寄り道しながらも、ノワはウィアンの匂いを追って進んでいく。気づけば、ずいぶんと庭の奥の方まで来ていた。

「ここは、『冬の庭』か」

　辺りを見回して、オルバが言う。周囲の木々は緑色の葉をつけてはいるものの、花は見受けられない。当然、リーザレットとオルバ以外の人の姿もない。その季節に咲さく花だけを集めた四季の庭は、シーズンが終わると閑かん散さんとしてしまうのだ。

（本当に、こんなところにウィアン様がいるのでしょうか）

　次し第だいに不安になってきて、リーザレットは両手を握りしめる。匂いも覚えさせないままウィアンを捜せだなんて、やはり無茶なお願いだっただろうか。

　と、その時ノワが足を止めた。尻尾をピンと立ててまっすぐに前を向き、何かを確認するように鼻をひくつかせている。

「ノワ？」

　声をかけると、ノワが「わん！」と吠えた。かと思えば、地面を蹴けって走り出す。

「あ……待って、ノワ！」

　オルバと顔を合わせて頷き合い、急いで愛犬の後を追う。植木の間を縫ぬうようにして、ノワは先へと進んでいく。

　一体どこまで行くのだろう、と心配になった時、再びノワが吠えた。それからさらに速度を増し、その先の植え込みに飛とび込む。

「ノワ……っ!?」

　姿を消した愛犬を呼よび戻もどそうとして、リーザレットは目を瞠った。ノワが飛び込んだ植え込みから、突とつ如じよ白い塊かたまりが転がり出てきたのだ。

「え……あっ！」

　その塊に、見覚えがあった。天に向かって立つピンと尖とがった耳と、ふさふさとした立派な尻尾。雪のように白い毛並みに覆われているのは、普ふ通つうの犬よりも二回りほど大きな体軀──一昨日の夜バルコニーから目撃した、あの白い犬だ。

　白い犬は、驚いたようにリーザレットたちを見つめていた。再び植え込みから顔を出したノワが、誇らしそうに「わん！」と声を上げる。それを見たオルバが、「やはり無理か」とため息をついた。

「こんなところに、いたんですね」

　朝になってからもう一度庭を見たが、その姿は確認できなかった。だからもう、どこかに行ってしまったのだと思っていたのだが。

「……おいで」

　そっと地面に膝ひざをつき、リーザレットは白い犬に手を伸ばした。が、白い犬はピクリともその場を動こうとしない。

　しばらく、無言のまま時間が過ぎた。何かを見定めるように、白い犬が目を細める。陽の光を受けてきらりと輝いたその瞳に、どことなく覚えがあるような──。

「ウィアン様！」

　突然、甲かん高だかい声が庭に響き渡った。白い犬が驚いたように身を震ふるわせる。直後、リーザレットたちがいる横の茂しげみから一人の少年が躍おどり出てきた。

「あ、あなたは……」

　白い髪を後ろで一つにまとめたその姿を見て、リーザレットは目を丸くする。植木の陰から現れたのは、ノスヴァルドからやってきた皇子につき従う少年──ルカだった。

「なっ……ななな、何でおまえたちがここにっ……！」

　驚いたのはルカも同じだったようで、口をパクパクさせながらリーザレットたちを見つめている。

「それを聞きたいのはこちらの方だ。おまえこそ、こんなところで何をしている」

　ルカに向き直ったオルバが、低く問いかけた。その声音には、疑惑と警戒が滲んでいる。

「べ、別にっ……庭を散歩していただけだ！」

「散歩？　こんな場所を、一人でか？」

　鋭い問いかけにルカは答えない。きつく唇を引き結んだままの少年を見て、オルバが一つため息をついた。

「答えられない、か……ということは、何かよからぬことを企んでいるんじゃないか？」

「ま、待ってください！」

　とっさに、リーザレットは声を上げた。オルバの前に回り込み、ルカを庇かばうように両手を広げる。

「根拠もなく人を疑うのはよくないです！」

「だが、実際こうして不ふ審しんな行動を取っているだろう。しかも、それに対する弁明は一いつ切さいなしだ。奴らがケインスタリアの王族を暗殺しようと目もく論ろみ、井い戸どに毒を入れたとしてもおかしくはない」

「なっ!?　だ、誰がそんなことをするか！」

　オルバの言葉を受け、ルカが叫んだ。青せい灰かい色しよくの瞳がギラリと輝き、まとめていた髪がざわりと広がる。

「ウィアン様は、そんな卑ひ怯きような手は使わない！　ボクの主人を、これ以上侮ぶ辱じよくするな！」

　怒りの表情を浮かべたルカが低く腰を落とす。対するオルバも、サーベルを鞘から抜き放った。

「やめてください、二人とも！」

　今にも飛びかかりそうなオルバとルカに挟まれ、リーザレットは必死に声を張り上げる。足元のノワが、加勢するように吠えたてた。

「ここで争っても何の解決にもなりません……だから、剣けんを収めてください。ドーベルマン大たい佐さ!!」

「……それは命令か？」

　小さく頷くと、オルバが渋しぶ々しぶサーベルを収めた。その様子を見届けてから、リーザレットはルカに向き直る。

「疑って、申し訳ございませんでした」

「えっ……い、いや、わかればいいんだ、別に……」

　丁寧に頭を下げると、ルカが驚いた顔をした。それから拍ひよう子し抜ぬけしたように、ゆっくりと構えを解く。

「ですが、このままでは疑われるばかりです。あなた方の身の潔白を証明するためにも、もう一度ウィアン様とお話をさせてください」

　改めて、リーザレットは申し出る。本来の目的とはだいぶずれてしまったが、結果的に彼の従者と会うことができた。彼がここにいるなら、ウィアンも近くにいる可能性が高い。

　だがルカはぎくりと身を強張らせた。それから何やら焦った様子で白い犬に目を向ける。

「ウィアン様は……ええと、その、今は別行動をしていて……」

「……でしたら、私たちもあなたと一いつ緒しよに──」

「い、いい！　来なくていい！」

「でも」

「いいから、余計なことはするな！」

　そう言うと、ルカがパッと身を翻した。まるで逃にげるように一目散に駆け去っていく。

「……どう考えても、怪しすぎるだろう」

　その後ろ姿を見つめていたオルバが、ぼそりと呟いた。そんなオルバにリーザレットは曖あい昧まいに笑みを返す。

　それから辺りを見回してみたが、白い犬の姿はもうどこにも見当たらなかった。





[image: ]






　次の日、リーザレットの部屋をルーシーとセドリックが訪ねてきた。

「ノスヴァルドのことで何かわかったのか？」

　ティーセットが用意されたテーブルについたと同時に、オルバがセドリックに問いかける。

「まあね。実は、先日まで国王様の命でノスヴァルドに行っていたんだ」

「ノスヴァルドに、ですか？」

　セドリックの答えに驚いて、リーザレットはオルバと顔を見合わせた。父が、彼にノスヴァルドへ行くよう命じていたとは驚きだ。

「はい。国王様も、いろいろと懸念しておられるようですよ。ウィアン殿でん下かの無事を報告すると共に、それとなくあちらの情勢を探さぐってくるよう言われまして」

　つまりそれは、リーザレットが嫁ぐかもしれない相手のことを調べようとしていたということだろうか。「おまえに任せる」と言ってくれたものの、やはり父なりに心配しているのかもしれない。

「それで、どうなんだ？　向こうの様子は」

「ひとまず言えるのは、ノスヴァルドの現皇こう帝ていと第一皇子のウィアン殿下はあまり仲がよろしくない──ということかな」

　答えて、セドリックが肩をすくめた。再び、リーザレットはオルバと視線を交わし合う。

「仲がよくないって……どうしてですか？」

「何でも、考え方の違いで衝しよう突とつしているのだとか──それが原因で、現皇帝はウィアン皇子に皇位を継つがせるかどうかを慎しん重ちように吟ぎん味みしているようです」

「皇位の譲じよう渡とを検討って、それほど深刻な状じよう況きようなの？」

　それまで黙っていたルーシーが、口を挟んだ。神しん妙みような面おも持もちで、赤毛の青年が小さく首しゆ肯こうする。

「ノスヴァルドでは代々皇帝直系の第一子が皇位を継ぐことになっているけど、現皇帝の実子はウィアン皇子のみ。でも、その第一皇子が皇帝とは正反対の考えを持っている──。現皇帝はもちろん、彼に長年仕えてきた臣下たちもウィアン皇子の即そく位いにあまりいい顔はしていないみたいだよ」

「そう、だったんですね……」

　セドリックの話を聞き終え、リーザレットは目を伏せる。ウィアンがそんな状況に立たされているとは、ちっとも知らなかった。

（もしかして、私に結婚を申し込んできたこととも何か関係があるのでしょうか……）

　ふと、そんなことを思う。ウィアンは「政略結婚だ」と言っていたが、ひょっとするとその裏には別の事情があるのではないだろうか。

「そんな状況だから、ウィアン皇子はかなり危あやうい立場にあるようですよ。現皇帝を支持する連中から、命を狙ねらわれたこともあるみたいですし」

「出された食事に手をつけないのも、毒による暗殺を恐れているってことかしら？」

「えっ？　そうなんですか？」

　思わず身を乗り出すと、ルーシーが「ええ」と頷いた。

「料理長が嘆なげいてたわ。せっかく食事を用意しても、毎回ほとんど手つかずで戻ってくるって」

　返ってきた言葉に、リーザレットは愕がく然ぜんとする。そんな話は初耳だ。

「何とかして、ウィアン様たちに食事を取ってもらう方法はないでしょうか」

「とは言ってもね……相手は命を狙われたことがある身で、しかもここは敵国のど真ん中。警戒するなって方が無理じゃないかしら」

「でも……このまま放っておくわけにはいきません」

　答えたルーシーに、リーザレットは慌てて首を振る。餓が死しまではいかなくとも、食事を取らなければ体力は徐じよ々じよに落ちてしまう。異国の地で体調を崩くずしでもしたら、もっと不安になるに違いない。

（要は、毒が入っていないと証明できればいいんですよね？）

　ウィアンたちの食事は城の厨ちゆう房ぼうで作られている。そして出来上がった料理はメイドたちの手によって彼らの部屋に運ばれる。毒を入れるとしたらその過程のどこかだろうが、範はん囲いが広すぎて絞り込めない。だとしたら──。

「一つだけ、毒の混入を防ぐ方法があります」

「何か案があるのか」

　不思議そうに問いかけてくるオルバに頷き、リーザレットは顔を上げた。

「私が、責任を持って彼らの食事をご用意します！」

　高らかに宣言すると、オルバたちが驚いたように顔を見合わせた。




　職務に戻るセドリックとルーシーを見送った後、リーザレットは厨房へ向かった。食事時が終わって一段落したものの、使った食器の片づけや次の食事の準備でまだ多少バタバタしている。

　入り口の扉からそっと顔を覗かせると、リーザレットに気づいた下働きの少年がギョッとした顔をした。その彼に声をかけて責任者に取り次いでもらうよう頼むと、ほどなくして厨房の奥から慌てた様子の料理長が現れた。

　何故こんなところに王族が、と目を白黒させる彼に、リーザレットは料理を教えてほしいと頼み込んだ。「王女様を厨房に立たせるわけにはいかない」と料理長は一度断ったものの、熱心に説得していると最終的に彼の方が折れてくれた。

　まったく料理をしたことのないリーザレットでも作れて、かつ手軽に食べられそうなもの、という条件で候補に挙がったのが、パンに野菜やハムなどを挟んでソースで味つけしたものだった。料理長の指導のもと何とかそれを作り上げ、バスケットに詰める。一緒にお茶も用意してもらい、持ち運びやすいよう水すい筒とうに入れてもらった。これで準備は完かん璧ぺきだ。

　美お味いしそうな匂いに食欲をそそられたノワにそれを奪うばわれぬよう気をつけつつ、バスケットを抱かかえてリーザレットはウィアンの部屋を訪れた。訪問を告げると、少し間を置いてルカが顔を覗かせる。今日は部屋にいてくれたようだ。

「今度は何？」

　怪訝そうに尋ねてきたルカに笑みを返し、リーザレットはバスケットを差し出した。

「食事を持ってきました」

「食事？　頼んでないけど？」

　ルカが、ますます眉をひそめる。朝食の時間はとっくに終わっているし、昼食にはまだ少々早い時間だ。そんなところに食事を持っていけば、怪しまれても無理はない。

「何が狙いだ」

　唐突に不ふ機き嫌げんな声が響いた。見れば、いつの間にか現れたウィアンがルカの背後からこちらを睨んでいる。

「あまり食事を口にされていないとお聞きしたので……私が責任を持って作らせていただきました。よかったら召めし上あがってください」

「作った？　おまえが？」

　驚いたように、ウィアンがリーザレットを見た。そのまましばらくリーザレットの顔とバスケットを見比べていたが、やがて訝しげに眉を寄せる。

「……おまえ、仮にも王女だろう。なのに、自ら料理をしたというのか？」

「はい。料理を作って運ぶまで、すべて私が目を光らせていれば誰かが毒を入れるということはできませんし……これが一番安全な方法だと思ったんです」

「毒!?」

　途端に、ルカが強張った声を上げた。わずかに険しくなった青灰色の双眸が、リーザレットを射抜く。

「まさか、誰かがウィアン様を暗殺しようとして──」

「い、いえ！　決して、そういうわけではありません！」

　慌てて、リーザレットは首を振った。しまった、と思ったがもう遅い。これでは誰かがウィアンの毒殺を企んでいるという事実があると認めているようなものではないか。

「違うんです！　誰かがウィアン様に毒を盛ろうとしたという証しよう拠こがあるわけではなくて……ですが、ウィアン様が毒の混入を警戒して食事に手をつけていらっしゃらないのなら、絶対に安全だと証明できるものをご用意すればいいのではと思っただけで……」

　しどろもどろになって言い訳をするが、ルカの表情はますます剣けん吞のんになっていく。同様に、ウィアンも眉間のしわを深くした。

「だからといって、信用できるわけがないだろう。おまえが作ったものが安全とは限らないし、そもそもそれをおまえの作ったという証拠もない」

　ウィアンの言葉に、リーザレットはハッと息を吞んだ。言われてみれば、確かにそうだ。ウィアンはまだリーザレットを信用してくれたわけじゃない。そんな相手に「大丈夫だ」と主張されても何の根拠にもならないのだ。

「……そう、ですよね。すみません」

　しゅん、と肩を落としてうなだれる。何故、こんな簡単なことに気づかなかったのだろう。そう思うと、情けなくて涙なみだが出そうになる。

「少しでもあなたの力になれればと思ったのですが、かえって不安にさせてしまいましたよね。ごめんなさい、私の配慮が足りなかったばかりに……」

「お、おい、何も泣くことは──」

「それ以上近づくな」

　頭上で焦った声が聞こえたかと思うと、低く唸るような声音がそれを遮った。のろのろと顔を上げたリーザレットの視界に、漆しつ黒こくの背中が飛び込んでくる。

「俺の主人を傷つけるのは許さない。たとえそれが、他国の皇族だろうとな」

「……《護り犬》、か。ずいぶんと主人に忠実なことだ」

　すぐさまいつもの調子に戻り、ウィアンが吐き捨てた。だがオルバは答えることなく身を翻すと、リーザレットの肩を抱だき込むようにして歩き出した。

「待て」

　いくらも行かないうちに、ウィアンに呼び止められる。それでもオルバは先に進もうとしたが、「待ってください」と訴えてリーザレットはウィアンを振り返った。

「おまえは何故、その女に忠誠を誓ちかうんだ？」

　不思議そうに、ウィアンが問いかけてくる。その銀の瞳は、まっすぐにオルバを見据えていた。

「側室の娘むすめで、王位継けい承しよう権けんも第四位。周囲から〝落ちこぼれ〟と呼ばれる第一王女──とても、そこまでして仕える価値があるとは思えない。いくら契約があるとはいえ、そんな相手に隷れい属ぞくして悔くやしくはないのか？」

　すっ、とオルバが目を細めた。同時に、全身から怒りと威圧の気配が湧き上がる。肌はだを刺さすようなピリピリとした空気に、見張りをしていた兵士が身をすくませた。

「彼女は俺の認めた主人だ。それを恥じることも、悔くいることもない彼女に仕えることが、俺の誇りだ」

　嚙みしめるように、オルバが言う。紡がれた言葉の一つ一つが、リーザレットの胸に沁しみ込んだ。

「常に自分よりも他人を優先し、相手が敵国の皇子だろうが何だろうが関係なく親身になって案じてくれる──まあ、それに気づかないおまえには俺の気持ちなど到底わからないだろうがな」

　驚いたように、ウィアンが目を丸くした。その視線がリーザレットに向けられ、何かを言おうと唇が開かれる。

「おまえ──」

「行くぞ」

　言いかけたウィアンを遮さえぎって、オルバがリーザレットを促うながした。肩に回された腕のぬくもりが、いつもより温かく感じられる。

　ウィアンはもう、何も言わなかった。




　オルバに連れられて、リーザレットは城を出て庭を抜けていく。

「あの……どこまで行くんですか？」

　無言のまま歩き続けるオルバにおずおずと声をかけると、灰色の瞳がこちらを見た。

「なるべく人がいないところまで──あんたのその顔を、誰にも見せたくないからな」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を瞬く。人に見せたくないって……一体自分は、どんな顔をしているんだろう。

　そんなことを考えているうちに、庭の奥まで辿り着いた。辺りに人影はなく、めぼしい花も咲いていない。シーズンが終わったため、訪れる人間がいなくなった『冬の庭』だ。

「誰もいない、な」

　そう言って足を止め、オルバが辺りを見回した。偵てい察さつに行っていたらしいノワが戻ってきて、同意するように「わん！」と声を上げる。

「すみません、私──」

「謝ることはない。あんたは、何も悪いことはしていないんだからな」

　リーザレットを遮って、オルバが言った。力強く、それでいて優やさしい言葉にリーザレットは小さく笑みを浮かべる。

「でも……もっと早く気づくべきでした。これではウィアン様を余計不安にさせてしまいましたよね」

　誰かがウィアンに毒を盛ろうとしている──そんな疑いを抱いだかせてしまったのは事実だ。そうなると、ますます食事をしてもらうのは難しくなる。

「あんたが気に病やむことじゃない。仮に奴らが餓死したとしても、それは自じ業ごう自じ得とくだ」

「そんな言い方はやめてくださいっ」

　思わず、リーザレットは声を張り上げた。途端に、オルバが面食らった顔をする。

「……あんた、やけにあの男を気にかけるんだな」

「え？」

　ぼそりと響いた声に、リーザレットは目を瞬いた。そんなつもりはなかったのだが、それほどウィアンのことを気にしていただろうか。

「やはり、将来夫になるかもしれない相手だからか？」

「へっ？　い、いえ、まだ結婚すると決まったわけでは……」

　慌てて首を振り、オルバの言葉を否定する。ウィアンとの結婚については、まだ考えている最中だ。

「ウィアン様はノスヴァルドの皇族ですし、今は大切なお客人です。それに、父からも彼をもてなすように言われてますし」

「その割には、手料理まで作ってずいぶんと執しゆう心しんしている様子だが」

「それは、ウィアン様が料理に毒を盛られるのを警戒して食事を取られていないから──」

「なら、何であんたはあの男を名前で呼ぶんだ？」

　間かん髪はつ入れずに問いかけられ、リーザレットは返す言葉を失った。言われてみれば──あまり意識しないままに、ウィアンのことは名前で呼んでいた気がする。

「《護り犬》の俺はいまだ他た人にん行ぎよう儀ぎのままだというのに、会って間もない男は親しげに呼ぶんだな」

「いえ、その……これは別に、深い意味はなくっ」

　おろおろと、リーザレットは弁明する。こちらを見下ろす灰色の瞳が、いつになく不機嫌そうに見える。怒っている──のだろうか。

「別に怒っているわけじゃない。ただ…………俺以外の奴にばかり夢中になられるのが、おもしろくないだけだ」

「えっ？」

　ため息と共に呟かれた言葉に驚いて、リーザレットはまじまじと目の前の青年を見つめた。と、オルバがふいに視線を逸そらす。その横顔は、少し拗すねているように見えた。

（もしかして……寂さびしい、のでしょうか）

　そんな考えが、脳裏をよぎる。犬は飼い主に忠実な分、その愛情が他に向けられているとわかると嫉しつ妬とすることがある。もしかしたら、オルバも──と考えて、リーザレットは首を振った。

　いくら《護り犬》といっても、オルバは人間だ。犬の行動心理が当てはまるはずがない。

　だけど、もしそうだとしたら──少しだけ、ほんの少しだけ『嬉しい』と思ってしまうのは、何故だろう。

（今なら……呼べるかも、しれません）

　むくむくと、そんな気持ちが湧き起こってくる。気恥ずかしさもあり今まではどうしてもオルバの名を呼ぶことができなかったが、この流れでならそれができるかもしれない。そう、少しだけ勇気を出せば──。

「誰だ!?」

　突如響いた誰すい何かの声に、ハッと我に返る。見れば、険しい顔をしたオルバが背後の茂みを睨んでいる。足元にいたノワが、警戒するように「わん！」と吠えた。

　その視線を追って、リーザレットは「あ」と声を上げる。そこにいたのは普通よりも二回りほど大きな体軀をした白い獣けもの──先日からしばしば目撃している、あの犬だった。

「まだ、ここにいたんですね」

　昨日ウィアンを捜す途中でここにやってきた時も、あの白い犬はここにいた。ということは、あれからずっとこの場所にいるのだろうか。

「飼い主の元に戻っていないということは、どこかから入り込んできた野の良ら犬いぬか？」

　思案げに眉を寄せて、オルバが言う。すると、白い犬が抗こう議ぎするように唸り声を上げた。

「それはわかりませんが……でも、あの子が一人ぼっちだということは確かです」

　誰かの飼い犬なのかそうでないかを知ることはできないが、いつまでも城内をうろついているということは、きっと帰る場所がないからだろう。そんな状況でこの子は寂しくないのだろうか。

　白い犬は戸惑った様子でこちらを窺っていた。何やら物言いたげな瞳が、ジッとリーザレットを見つめてくる。

「……もしかして、お腹なかが空いているんですか？」

　ずっとここにいたのなら、昨日から──いや、その前から何も食べていなくても不思議ではない。そう気づいて、リーザレットは慌てて抱えていたバスケットを開ける。

「よかったら、これ……食べませんか？」

　その場に膝をついて、取り出したパンを掲かかげた。元々はウィアンに食べてもらおうと作ったものだが、結局口にしてもらえなかった。なりゆきで持ち帰ってきてしまったものの、このまま捨ててしまうのももったいない。

　白い犬は一瞬驚いたように身を引いた。だが逃げようとはせず、すらりとした鼻先を突き出して匂いを嗅いでいる。食べ物に興味を持ってくれたということは、やはりお腹が空いているのだろうか。

「大丈夫、毒なんて入っていませんから」

　ほほえんで、リーザレットはさらにパンを差し出した。それでも白い犬は近寄ってこようとはしない。よほど警戒心が強いようだ。

　食べ物の匂いにそわそわする愛犬を宥なだめつつ、リーザレットは困り果てる。どうすれば、信じてもらえるのだろう──と考えた時、ふと閃ひらめいた。

「では、私が毒見をしますね。それなら、信じてもらえますか？」

　リーザレットの言葉に白い犬がぎょっとしたように目を瞠る。背後でオルバが「単に人間を警戒してるだけだろう」と呟いたが、構わずリーザレットはパンを半分にちぎり、その片方を頰ほお張ばった。

　しばらく咀そ嚼しやくして、「これなら大丈夫」と確信する。調理の最中に少しだけ味見をさせてもらったが、出来はなかなかいいと思う。すっかり冷めてしまったけれど、食べられないというわけではない。

「ほら、大丈夫でしょう？」

　そう語りかけると、白い犬がたじろいだように鼻を鳴らした。それから迷うような素振りを見せ、リーザレットの顔と差し出されたパンを交こう互ごに見つめる。

　しばらくそうしていたが、やがて白い犬がこちらに一歩踏み出した。おそるおそるといった様子で近づいてくる。

　思わず声をかけそうになるのをこらえてジッと待つ。徐々にそばまでやってきた白い犬が、リーザレットが口をつけていない方のパンをぱくりと一飲みした。

「たっ……食べてくれました！」

　喜びのあまり声を上げて、リーザレットはオルバを振り返る。一時だけでも心が通じ合ったことが何だか嬉しい。

「ああ──そうだな」

　少々おもしろくなさそうな顔でそう言って、オルバが手を伸ばしてきた。何事かと目を瞬いていると、突然手首を摑まれ引き寄せられる。

「きゃっ……えっ!?」

　上げかけた悲鳴は、すぐさま驚愕に変わった。オルバがリーザレットの持っていたパンにいきなり齧かぶりついたのだ。
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「なっ、え、ちょ……っ」

　予想外の出来事に、リーザレットは動揺する。今までリーザレットの前で食事をしたことのない彼が。あろうことか、リーザレットの手から直接パンを食べたのだ──しかも、リーザレットの食べかけのものを！

「何だ、喜んでくれないのか？」

　パクパクと口を開閉させていると、オルバが心底不思議そうな顔をした。喜ぶって、何に!?

「い、いえあのっ……食べるならこちらをっ！　食べかけではなくっ！」

「俺はこっちがいい」

　バスケットごと残りのパンを差し出したものの、あっさり拒否されて絶句する。そんなリーザレットを横目にオルバが最後の一口を飲み込んだ。途端に羞恥が込み上げてきて、リーザレットは下を向く。恥ずかしすぎて、顔から火が出そうだ。

「……惚気のろけか」

　ふいに響いた小さな声に、ハッと我に返る。辺りを見回してみたが、リーザレットとオルバ以外に人影はない。だが、先ほどの声はオルバのものとは違ったような。

　視線を落とすと、呆れたようにこちらを見上げていた白い犬が気まずそうに目を逸らした。かと思えば、くるりと身を翻して茂みに飛び込む。

「ま、待って！」

　とっさにその後を追いかけ、リーザレットも駆け出した。白い犬が消えた茂みに踏ふみ込み、「えっ」と目を瞠る。

「な、何でここに……」

　眼前に現れた人物を見て呆ぼう然ぜんと呟く。そこにいたのは、白い髪と銀の瞳を持つ青年だった。

「べ、別に後をつけたわけではない。ただ、おまえの様子が気になって──」

「私が？」

　思わず、リーザレットは目を瞬く。もしかして心配してくれた──のだろうか。

　その時、耳元で風が唸った。次の瞬しゆん間かんには、視界が黒く染まっている。

「彼女に近づくな、と言ったはずだ」

　続いて聞こえたのは、低く押おし殺ころした殺気混じりの声。驚いて視線を巡らせれば、精せい悍かんな横顔をさらに険しくしたオルバの姿がある。リーザレットを護るようにウィアンとの間に立ちはだかる背中には、怒りと敵意が渦うず巻まいていた。

「一瞬にしてあの距きよ離りを詰めるとは……その身のこなし、やはりただの人間とは思えないな」

　オルバの背中越ごしに声が響いた。怖こわ々ごわと顔を覗かせると、探るような瞳でこちらを見据えるウィアンの姿があった。

「当然だ。俺は彼女の《護り犬》──主人を護るために《聖犬》から力を与えられている」

「本当にそれだけか？　おまえの両親、もしくはどちらかにも似たような力があったのではないか？」

「悪いが、産みの親のことはほとんど覚えていない」

「産みの親？　おまえは、公こう爵しやく家けの実子ではないのか？」

　不思議そうに、ウィアンが問いかける。オルバは一瞬だけ眉をひそめた後、小さく息をついた。

「俺はドーベルマン家の養子だ。十一の時に両親を亡くして施設に入れられ、わけあって公爵に引き取られた。だから、いつの両親のことはあまり知らない。子供だったからな」

　そう言うと、オルバはきつく唇を引き結んだ。これ以上話す気はない、とでも言いたげな様子にリーザレットの胸がちくりと痛む。彼は、過去のことを──ドーベルマン家に引き取られるまでのことを、あまり思い出したくないのだろうか。

「……そうか」

　短く答えて、ウィアンが身を翻す。閑散とした庭の向こうに消えていく背中を見送りながら、リーザレットはそっと両手を握りしめた。
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　ウィアンがケインスタリアの王城に滞たい在ざいして、五日が過ぎた。だが、未いまだに城に出入りする人々は『敵国の皇子様』の存在に慣れておらず、誰だれもが気を張っていた。

　彼の世せ話わをするメイドたちは粗そ暴ぼうな態度を取るウィアンに怯おびえきっているし、見張りの兵士たちはしょっちゅう部屋を抜ぬけ出す彼に振ふり回まわされている。貴族たちに至っては、「いつまでノスヴァルドの人間に我わが物もの顔がおで城中を闊かつ歩ぽさせるんだ」などと不満をあらわにする者まで現れる始末だ。

　一体、いつになったらこの状じよう況きようから抜け出せるのか──そんな空気が、次し第だいに城中に渦うず巻まき始めていた。




　ウィアンたちがやってきて六日目の朝、リーザレットは再び異母兄たちに呼び出された。一向に報告がないことに、ついに痺しびれを切らしたらしい。

「それで、リーザレット。そろそろ何か摑つかめたかい？」

　身み支じ度たくを整えてアランの部屋を訪おとずれると、同席していたグレアムが開口一番そう問いかけてきた。

「いえ、それが、まだ……」

「まだって、あれから何日経たったと思ってるの？　おまえ、毎日のようにあの皇子と会ってるんだろう」

　呆あきれた様子でグレアムが言う。「それは、そうなんですが」と呟つぶやいて、リーザレットは肩かたを落とした。

　確かに彼の言う通り、リーザレットはほぼ毎日ウィアンの元を訪れている。だが、いまだに『ケインスタリアにとって有益な情報』は摑めていないままだ。

　だがリーザレットが手作りの料理を持って行った日以来、食事は少しずつ取ってくれるようになったらしい。それだけは一つの成果と言える。

「やはり、落ちこぼれには無理のようだな……まあ、元から期待などしていなかったが」

　冷めた声こわ音ねで言ったのはアランだ。突つき放はなすような言葉に、リーザレットはますます身を縮める。足元に控ひかえていたノワが心配そうに鼻を鳴らした。

「あの、でもノスヴァルドの現状については少しお話を聞けました。彼らは常に飢うえや寒さに耐たえ忍しのんでいると……」

　それでも、まったく何も聞き出せなかったわけではない。ウィアンと話した中で知り得たことを伝えると、兄たちは顔を見合わせ、それから深くため息をついた。

「そんなものは我々が求めている情報ではない。ノスヴァルドの貧ひん困こんについては、すでに認にん知ちしている。それを理由に他国への侵しん略りやくを考えているのではないかということもな」

　こめかみを押さえたアランにすげなく返され、リーザレットは閉口する。自分が仕入れた情報は、やはり兄たちも入手済みのようだ。

「俺たちが欲ほしいのは、ノスヴァルドの〝弱味〟だよ。万が一戦争になった場合、それを武器に交こう渉しようできるような何か──例えば、皇族内の派は閥ばつや力関係、または奴やつらが絶対外部に知られたくないと思っている秘密とかね」

「絶対に外部に知られたくない秘密……」

　グレアムの言葉を繰くり返かえし、リーザレットは考え込む。脳のう裏りに浮かぶのは、「おまえと話すことはない」と言って頑かたくなに会話を拒こばむウィアンの姿。

　もしかすると、あれは『何か』が公おおやけになることを恐おそれているからなのでは──？

「とにかく、これ以上は待てない。三日以内に何かしら情報を摑んでこい」

「えっ……三日以内、ですか？」

　アランに命じられ、リーザレットは目を瞠みはる。三日以内なんて、ずいぶんと猶ゆう予よのない話だ。

「そう急せかさなくとも、まだ時間はあるだろう。何も、今すぐノスヴァルドが攻せめてくるというわけじゃないんだ」

　それまで黙だまっていたオルバが、たまりかねたように口を開いた。リーザレットを庇かばうように前に出たオルバを、アランが煙けむたそうに睨にらみつける。

「そんなことはわかっている。だが、あまりこの状況が長引けば城内で暴動が起きかねない。そのためにも、早さつ急きゆうに対策が必要なんだ」

　アランの言葉に、リーザレットはハッと息を吞のんだ。ウィアンの滞在で城中が常に緊きん迫ぱくした空気に包まれているのは事実だ。誰もが『敵国の皇子』に気を遣つかい、神経をすり減らし、消しよう耗もうしている──そんな状況が長く続けば、いずれ不満が爆ばく発はつするだろう。

「おまえが結けつ婚こんに対する返事を引ひき延のばすのであれば、ノスヴァルドの弱味を握にぎって先に奴らの動きを牽けん制せいするしかない。そうすれば、多少は貴族たちの不満も抑おさえられるはずだ」

　そう言って、アランがリーザレットを見た。冬の夜空に浮かぶ月のような瞳ひとみに射い抜ぬかれ、リーザレットは唇くちびるを嚙かみしめる。今この城がただならぬ状況に置かれている一因は、自分にもある。

「だから、さっさと結婚を了りよう承しようすればいいのさ。そうすれば誰も傷つかずにすむだろう？」

　グレアムの言葉が、リーザレットの胸に突つき刺ささった。なるべく考えないようにしていた現実が、じわじわと眼前に迫せまってくる。

　国のためにノスヴァルドへ嫁とつぐか、ここに残って王をめざすか──どちらを選ぶべきなのか、その答えはまだ決まっていない。

　ちらりとオルバの方へ目を向けると、物言いたげな灰色の双そう眸ぼうを視線がぶつかった。だがそれに答えることができず、リーザレットはそっと顔を背そむけた。




　アランの部屋を後にしたリーザレットは、オルバとノワを連れてケインスタリア王国軍の宿舎に向かった。

「え？　情報収集の仕方を教えてほしい？」

　運よく非番でいたルーシーに取り次いでもらい、応接室で待つこと数分。その後部屋に現れた赤毛の青年は、リーザレットの話を聞くなりそう言って目を丸くした。

「どうして、急にそんなことを？」

「オルバ。まさかあんた、またリジーに無茶させようっていうんじゃないでしょうね？」

　腕うでを組んだルーシーが、リーザレットの隣となりに座る青年に険しい視線を向ける。宿舎で顔を合わせた途と端たん、彼は「またリジーをこんなところに連れてきて！」と憤ふん慨がいした。何な故ぜか次々とリーザレットの元に集まってくる軍人たちを蹴け散ちらして応接室まで連れてきてくれたものの、まだ怒いかりは収まっていないらしい。

「俺がけしかけたわけじゃない。文句があるなら、彼女の兄貴たちに言ってくれ」

　澄すました顔でオルバが言う。相手が王子だとわかると、ルーシーは不承不承口を噤つぐんだ。それでも納なつ得とくしていない様子ではあったが。

「あの、彼を責めないであげてください。ここへ来たのも、情報を集めようとしているのも、私の意思ですから」

　おずおずと切り出して、リーザレットは事情を説明する。アランたちからノスヴァルドの情報を集めるよう言われたこと。昨日まで何度もウィアンと会って話したものの、いまだ何も摑めていないこと。城内の不満を抑えるために、三日以内にノスヴァルドの弱味を握ってくるよう命じられたこと。そのすべてを、包つつみ隠かくさず打ち明けた。

「なるほど。それで僕のところへ来た、と……まあ、相手はノスヴァルドの人間ですし、そう簡単に情報を引き出せるものではないでしょう」

　事の次第を聞き終えたセドリックが、そう言って肩をすくめた。それを聞いて、リーザレットは目を伏ふせる。やはり処世術を身につけていないリーザレットが敵国の皇子から情報を聞き出すなど、無理な話なのだろうか。

「ああ、すみません。落らく胆たんさせるつもりではなかったんです。ただ、真正面から挑いどむだけが諜ちよう報ほうの手段ではないと言いたかっただけで」

「どういうこと、ですか？」

　のろのろと顔を上げると、セドリックが翠すい緑りよくの瞳をふわりと細めた。

「情報を聞き出すのに、何も本人のみを相手にする必要はありません。その周りにいる人間から攻めていくのも一つの方法です」

「周りの人間……？」

　呟いて、リーザレットは考え込む。ウィアンの周りで、話を聞けそうな人間──真っ先に思い浮かんだのは、白はく髪はつと青せい灰かい色しよくの瞳を持つ少年だった。

　確かに、従者の彼ならウィアンより声をかけやすいかもしれない。だが、問題はどうやって彼に話を持ちかけるか、だ。

「ほらリジー、そんな深刻な顔しないの。可愛い顔が台無しよ？　ちょっと落ち着いて、お茶でも飲んだら？」

　頭を悩なやませていると、ルーシーが声をかけてきた。テーブルの上には彼が淹いれてくれた茶が並んでいる。「そうですね」とカップを手に取って口をつけ、リーザレットは目を丸くした。

「……不思議な味、ですね」

「ああ、これ、セドの土産みやげなのよ。こないだ国王様の命でノスヴァルドに行った時の」

「そうなんですか？」

「何でもノスヴァルドでしか群生しない植物の葉を使ったものだとか……ちょっと変わっているけど、飲めなくはないでしょう？」

　悪いた戯ずらっぽく笑って、セドリックが言う。初めて口にした味だと思ったら、ケインスタリアでは流通していない茶葉だったらしい。

（ノスヴァルドでのみ採れるお茶……）

　もう一度手の中のカップを見つめて、リーザレットは「あ」と声を上げた。同時に、頭の中で閃ひらめくものがある。

「あの、ルーシー姉様……この茶葉を、少し分けていただけませんか？」

　思わず身を乗り出すと、ルーシーが驚おどろいた顔をした。
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　その日の午後、南みなみ棟とうにある客間を訪れたリーザレットは、いつものように扉とびら越ごしに声をかけた。

「あの、リーザレットです。少しよろしいでしょうか」

　やや間を置いて、静かに扉が開く。現れたのは白髪と青灰色の瞳を持つ小こ柄がらな少年だった。

「……毎日毎日懲こりないな、おまえも」

　呆れたように目を眇すがめて、ルカがジロジロとリーザレットを眺ながめ回す。その顔には、若じやつ干かんうんざりしたような表情が浮かんでいた。

「今日はお茶にお誘いしようと思いまして。珍しい茶葉が手に入ったので、それを使ったお菓子を用意してもらったんです。ぜひあなたたちにも召し上がっていただきたいのですが」

「お菓子？」

　途端にルカが目を輝かがやかせた。やはり、とリーザレットは確信する。先日ウィアンと話をした際、菓子に興味を持っているように見えたのは間ま違ちがいではなかったようだ。

「いや、信じちゃだめだ……毒入りのお菓子を用意して、ボクを抹まつ殺さつしようとしてるのかも──」

「いや、おそらくそれはないだろう」

　疑いに満ちた視線を向けてきたルカを遮さえぎり、別の声が割り込んできた。驚いて目を上げると、いつの間に現れたのかウィアンが気だるそうにこちらを見つめている。

「ウィアン様！　こんな女の言うことを信用するんですか!?」

「別に信用したわけではない。だが、こいつはオレたちが井い戸どに毒を入れるようなことはしないと言った。そんな人間が他人に毒を盛ろうとはしないだろう」

　ウィアンに信用してもらえるとは思わず、リーザレットは目を丸くした。今までずっとリーザレットを拒きよ絶ぜつしていたのに一体どういう心境の変化なのか。

「おい、何でおまえがそんなことを知って──」

「とにかく行ってこい。オレの心配は不要だ」

　胡う乱ろんげに声を上げたオルバを遮って、ウィアンが言った。だが、その声音はいつもより覇は気きがない。よく見れば、若干顔色も悪く思える。

「……もしかして、具合が悪いんですか？」

「少々暑さにやられただけだ。問題ない」

　差し込んでくる陽光を恨うらめしげに睨んで、ウィアンが呟いた。それを見て、リーザレットは首を傾かしげる。

　確かに今日はいつもより気温が高い。だが、参るほどの天候ではないだろう──と考えたところで、彼が北の大地から来た人間であることを思い出した。年中雪に覆おおわれているというノスヴァルドに暮らす彼からすれば、ケインスタリアの気候は暑く感じられるのかもしれない。

「でも、ウィアン様を残していくわけにはっ」

「おまえもたまには息いき抜ぬきが必要だろう。それに、せっかくの誘いを無下にするのも悪い気がするからな」

　ウィアンの言葉に、リーザレットは少々驚いた。もしかして、気を遣ってくれているのだろうか。ルカはしばらく不満そうに黙り込んでいた。が、やがて「わかりました」と呟いてこちらを振り返る。

「言っておくが、ウィアン様の命令だからな。決してお菓子につられたわけじゃないぞ！」

　ビシリと指を突きつけるルカに、リーザレットは小さく笑えみをこぼした。




　初夏の日差しが燦さん々さんと降り注ぐテラスは少し汗あせばむ陽気に包まれていた。緑が鮮あざやかな庭には、可か憐れんな花弁を持つ黄色いバラが彩りを添そえている。

「こ、これは……」

　そんな中、木こ陰かげに設しつらえられたテーブルに並んだ菓子を見てルカがこくりと唾つばを飲んだ。

　色とりどりのマカロンやさくさくに焼き上げたクッキー、粉砂糖をまぶしたドーナツ。生クリームをふんだんに盛りつけたケーキに、シロップ漬けにした旬の果物を敷き詰めたタルト。例の茶葉を使ったお茶は、ミルクを使って飲みやすく仕上げてある。メイドたちが運んできてくれた焼き菓子やケーキは、すべて彼らのために用意したものだ。

　ルーシーから茶葉を分けてもらったリーザレットは、その足で厨ちゆう房ぼうへ向かった。以前世話になった料理長に事情を説明し、茶葉を渡わたして「これを使ったお菓子を作ってほしい」と頼たのみ込むと、今度はあっさり了承してくれた。ノスヴァルドから入手した珍しい茶葉に、料理人として興味を引かれたらしい。

　リーザレットも彼の手伝いをし、あれこれ試作すること数刻──そうして出来上がったのが今ここにある菓子たちだ。

「どうぞ、お好きなだけ召めし上あがってください。おかわりもありますから」

　そう言って席を勧すすめると、ルカが弾はじかれたように顔を上げる。それからしばらくリーザレットと茶菓子を見比べていたが、やがて「仕方ない」とでも言うように息をついた。

「そこまで言うなら、食べてやる」

　つん、と澄すました顔をして、ルカが腰こしを下ろす。それを見届けたリーザレットも、彼の向かいに座った。その足元でノワが丸くなる。

「おい、おまえは《護りガーデイアン・犬ドツグ》だろう。何で主人と同じテーブルについてるんだ？」

　当然のようにリーザレットの隣に着席したオルバを見て、ルカが目を瞬いた。

「俺の主人が、そう望んだからだ。おまえに文句を言われる筋合いはない」

　小さく鼻を鳴らしてオルバが答える。ルカは驚いたようにしばらくオルバを眺めていたが、再びテーブルの上に視線を戻もどした。主人と同じ席に着く《護り犬》よりも、今は菓子が気になるらしい。

　そんな少年をほほえましく見つめていると、どれにしようかと迷っていたルカがようやくクッキーを一つ手に取った。おそるおそるそれを口元に運び、入念に匂においを嗅かいでからぱくりと頰ほお張ばる。

「この味は……お、美お味いしい！」

　途端にパッと顔を輝かせ、ルカが歓かん喜きの声を上げた。その顔に浮かぶのは驚きよう愕がくと喜びの表情──いつもウィアンのそばで凜り々りしく唇を引き結んでいる時とは違う、年相応の少年らしい姿だった。

「気に入っていただけて、よかったです」

　次々と菓子を口に運ぶルカを見て、リーザレットはホッと胸を撫なで下ろす。

　ルーシーが淹れてくれた茶は、独特の味わいをしていた。セドリックの土産だというそれは、ノスヴァルドにのみ生息する植物を使ったもの。ならばウィアンたちも当然この茶を口にしているのではないか、というリーザレットの推測は当たっていたようだ。

　これならウィアンも口にしてくれるかもしれない。後で彼の部屋に届けに行こう、とリーザレットは決心する。

「ここの食べ物は味が濃こくてあんまり好きじゃなかったけど……これなら、食べてやってもいい」

　満足げな様子でルカが呟いた。それを聞いて、リーザレットは「あ」と小さく声を上げる。

（もしかして、彼らが食事を残していたのも……）

　毒の混入を恐れていただけでなく、味つけが口に合わなかったという理由もあるのだろうか。だとしたら、それを厨房に伝えればウィアンたちの好みに合わせた食事を用意できるかもしれない。そんなことを考えていると、ふいにルカが手を止めた。

「何だ、人の顔をジロジロ見て……失礼だぞ」

　そう言って、ルカが不ふ愉ゆ快かいそうに眉をひそめる。不ぶ躾しつけに眺めてしまったことに気づき、リーザレットは慌あわてて頭を下げる。

「すみません。その、あまりにも美味しそうに召し上がっていらしたので……」

　謝あやまると、ルカが「まぁ、別にいいけど」と唇を尖とがらせた。それから一つ咳せき払ばらいし、再び口を開く。

「……美味しいのは認めてやる。ノスヴァルドでは、こんなもの食べられないから」

　ぽつりと呟かれた言葉に、リーザレットは目を伏せた。深刻な食しよく糧りよう不足だというノスヴァルドでは、やはりこのような嗜し好こう品ひんはなかなか手に入らないのではなかろうか。

「か、勘かん違ちがいするな！　ノスヴァルドにだってお菓子くらいある！　ただ、ここのものほど美味しくないけど……」

　リーザレットの考えを否定するかのようにルカが首を振った。だが、その声は次第に小さくなっていく。最後にはとうとう口を噤み、唇を嚙んで俯うつむいてしまった。

　辺りに気まずい沈ちん黙もくが流れる。それを感じ取ったのか、足元のノワが「くぅん」と心細そうに鼻を鳴らした。

「で、でも！　これからノスヴァルドは変わる！　ウィアン様の目的が達成されれば、ボクたちが飢えや寒さに耐え忍ぶ必要はないんだ！」

　重い空気を振ふり払はらうようにルカが叫さけんだ。その顔はいつになく真しん剣けんで、青灰色の瞳には主人に対する信しん頼らいと期待が見て取れる。

「ケインスタリアとの交易が始まれば必要な物資が手に入るようになる。何も戦争をしなくても、ノスヴァルドを救うことは可能なんだ！」

「やはり、ノスヴァルドは戦争を仕し掛かけるつもりでいるのか」

　鋭するどく問いかけたのはオルバだ。眉み間けんに深くしわを寄せ、責めるようにルカを睨んでいる。ハッと、ルカが目を瞠った。そして、少々きまり悪そうに目を逸らす。

「……皇こう帝てい陛下は、それを望んでいる。でもウィアン様は違う──あの方は、誰よりも民たみのことを第一に考えているんだ」

　思わず、リーザレットはオルバと顔を見合わせた。あのウィアンが民のことを考えている──普ふ段だんの尊大な態度からは想像しがたいが、常に彼のそばにいる少年の言葉は妙みように説得力がある。

「ウィアン様は素す晴ばらしい方なんだ。いつも街に出て民の声を聞き、ボクたちのような飢えた子供がいれば食料を分けてくれる」

「あなたは、皇族や貴族の出身ではないのですか？」

　驚いて、リーザレットはルカに問いかける。皇子の従者ともなれば、同じ皇族か貴族など同等の身分の者が選ばれるのが普ふ通つうだ。ゆえに彼もそうだと思っていたのだが、違うのだろうか。

　ルカは一いつ瞬しゆんムッとした顔をしたが、やがてそっと息をついて口を開いた。

「……ボクは、もともと貧しい平民だ。その日食べる物すら手に入れられず、いつもお腹なかを空かせて街を彷徨さまよっているような──でも、ウィアン様に出会って救われたんだ」

　呟いたルカの瞳に浮かぶのは、先ほどの期待や信頼とは違った憂うれいの色。つらい過去を思い出しているのか、その顔は暗く沈しずんでいる。

「見ず知らずの子供を従者にまで引き立てるとは、ずいぶん寛容な皇族だな」

　幾いく分ぶん穏おだやかな声でオルバが言った。隣を振り返ると、少々意外そうな顔をしたオルバと目が合う。

（そういえば、ドーベルマン大たい佐さも……）

　彼も両親を亡なくして施し設せつに引き取られ、そこでリーザレットの父に拾われたのだと言っていた。もしかしたら、ルカに近しい感情を抱いだいているのかもしれない。

「言っておくけど、ウィアン様はただの同情でボクを従者にしたわけじゃない。ボクに力があったからだ」

「力？」

　何のことだろうと首を傾げると、ルカはハッとして口を噤んだ。それから慌てた様子で首を振り、ふいと目を逸そらす。

「とにかく、今のノスヴァルドにはウィアン様のような方が必要なんだ。民のことを第一に考え、そのために動いてくれる人──だけど」

　ルカが一度言葉を切り、唇を引き結んだ。その顔は再び険しいものになっている。

「現皇帝陛下はウィアン様に皇位を継つがせるのを躊躇ためらってる。ウィアン様の考え方は、ノスヴァルドにふさわしくないって」

　そう言ってルカがため息をついた。再び、リーザレットはオルバと視線を交かわし合う。セドリックから聞いていた通り、ウィアンの皇位継けい承しようについてはやはり一悶もん着ちやくあるようだ。

「でも、おまえがウィアン様と結婚すれば話は変わる。ケインスタリアとの交易が確約されれば陛下もウィアン様を認めてくださるはず……だから、ウィアン様と結婚しろ」

　ずい、と身を乗り出してきたルカに、リーザレットはたじろぐ。いや、そんな軽々しく言われても──ウィアンが国のためにこの結婚を望んでいることはわかるが、だからといって素す直なおに頷けるものではない。

「ええと、それはまだ……」

「何を迷うことがあるんだ？　身分も人ひと柄がらも問題ない。しかも将来皇こう妃ひの座だって約束されているんだぞ？」

「いえ、その、ウィアン様自身や今後の待たい遇ぐうに問題があるわけではなくて……」

「じゃあ何だ。結局その男は恋こい人びとじゃないんだろう？」

「こっ……!?」

　ルカの言葉に、リーザレットは絶句する。先日、ウィアンにも同じことを言われたが、断じてそんなことはない。恋人と間違われるなんて、オルバだっていい迷めい惑わくだろうに。

「も、もちろんです！　彼はあくまで《護り犬》であって、恋人なんかじゃありません！」

「いや、そこまで全力で否定しなくても……」

　力いっぱい叫ぶと、ルカが憐あわれむようにリーザレットの隣を見た。それを受けたオルバが、「余計な世話だ」と呟いて目を逸らす。

「とりあえず、もう少しだけ待ってください。近いうちに必ず、お返事をしますので」

「近いうちって、いつだ？　明日か、明後日あさつてか？」

「いえ、それはまだはっきりとは申し上げられませんが……でも、きちんと自分の気持ちを整理をしたいんです」

　まっすぐに見つめて訴うつたえると、ルカは渋しぶ々しぶ口を噤んだ。ゆっくりと椅い子すに座り直し、そこでふと何かを思い出したかのように口を開く。

「そういえば、おまえが王を目指しているというのは本当か？　この城の人間たちが噂うわさしてるのを聞いたけど」

「え？　あ、はい……本当です。一応、王位継承権は認められていますから」

　どこでそんな噂を聞いたのだろうと首を傾げつつも頷くと、ルカは「ふぅん」と言って青灰色の瞳を細めた。

「でも、おまえは側室の娘むすめで継承順位もそう高くないんだろう？　それなのに、何で王を目指そうとするんだ？」

　心底不思議そうに問い返され、リーザレットは言葉に詰つまる。何故、と言われても、その明確な理由を答えることができない。

　ちらりと背後に視線を向けると、黒くろ髪かみの隙すき間まからこちらを見下ろす灰色の双眸があった。

　自分を王に望んでくれたのは他ならぬオルバだ。落ちこぼれと呼ばれていたリーザレットを主人と認め、「王にしてやる」と言ってくれた。

　だから自分も、そんな彼に応えたいと思った。彼が望んでくれたから、その願いを叶かなえたい、と──でも。

（私が王になりたいと思った理由は、ただそれだけ……）

　リーザレット自身に何か目的があったわけではない。王になってどうするのか、何をしたいかまでまったく考えていなかった。

　ただ望まれたから、彼の想いに応えたいから目指していただけで──。

「答えられないということは、さほど重要な理由も目的もないんだろ？　そんな気持ちで王を目指して、本当に周りの人間がついてきてくれると思っているのか？」

　呆れたようにルカが尋たずねてくる。心を見み透すかすかのような視線から逃のがれようと、リーザレットは目を伏せた。

　ルカの言葉が重くのしかかってくる。彼の言うことは正しい。こんな気持ちで何となく王を目指しても、ついてきてくれる臣下などいないだろう。

　膝ひざの上できゅっと両手を握りしめると、足元に座っていたノワが心配そうに鼻を鳴らした。
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　夜になると、昼間の暑さは少し和やわらいだ。窓を開けていれば、心ここ地ちよい風が入ってきてそっとリーザレットの髪を揺ゆらす。

（王になる、理由……）

　部屋に戻ってから、ずっとそれを考えていた。あの時自分はルカの問いに答えることができなかった。何故なら、リーザレット自身に『王になる理由』がなかったからだ。

　もし王になったとして、自分は何をしたいのだろう。

　しばらく考えて、リーザレットは力なく首を振った。先ほどからいろいろなことが頭の中を巡めぐっているが、答えは何一つ出てこない。

　そっとため息をつくと、リーザレットは膝の上の愛犬を撫でる。柔やわらかな黒の毛並みを撫でていると少しだけ心が和らいだ。ノワがいてよかったと、こんな時心から思う。

　と、ふいにノワが顔を上げ膝から飛び降りた。どうしたのだろうと首を傾げるリーザレットをよそに愛犬が窓へと駆かけ寄よっていく。そのままバルコニーに出ると、ノワは「わん！」と一声吠ほえた。

「ノワ？」

　後を追ってバルコニーに出て、すっかり暗くなった庭を見下ろす。そしてリーザレットは「あっ」と声を上げた。

「あの子……！」

　植木の影かげに見え隠れするのは、城の明かりに輝く純白の毛並み。警けい戒かいするように辺りを窺うかがい、時々鼻を突き出して匂いを嗅でいる。

　ふと白い犬がこちらを見た。途端に目が合ったような気がして、リーザレットは息を吞む。

　次の瞬しゆん間かん、白い犬が身を翻ひるがえした。だが、その拍ひよう子しにバランスを崩くずして地面に倒たおれ込む。すぐさま起き上がろうとしたものの、四し肢しに力が入らないのかその場でもがいている。

　慌てて部屋に引き返し勢いのまま廊ろう下かに飛び出して──リーザレットは目を瞠った。

「ドーベルマン大佐？」

　部屋の前には、すでにオルバが待っていた。いつもと変わらぬケインスタリア王国軍の制服に身を包んだ姿で、こちらを見下ろしている。

「どうした。庭へ行くんだろう？」

　二の句が継げずにいるリーザレットに、オルバが尋ねてきた。どうやらすべて見透かされていたらしい。

「はい……一いつ緒しよに、来てくれますか？」

　おそるおそる問いかけると、オルバが小さく息をついた。

「俺はあんたの《護り犬》だ。主人の命令には従う。たとえそれが、不本意なことであってもな」

　返ってきた答えに安あん堵どする一方で、彼に対する申し訳なさを感じる。不本意ということは、彼はリーザレットが庭に行くことをよく思っていないのだろうか。

「行くぞ。見失ったら困るだろう」

　戸と惑まどっていると、オルバがリーザレットの手を取った。そのまま大おお股またで歩き出した青年を慌てて追いかける。

「……ありがとうございます」

　前を行く背中に小さく声をかけると、オルバが視線だけで振り向いた。いつもより柔らかな眼まな差ざしに、リーザレットもそっと笑みを返す。

　オルバは、いつだってリーザレットの望みを叶えてくれる。時には己おのれの心を押おし殺ころしてまで──。それを嬉うれしく思うと同時に、悲しくなった。

　だから今度は、自分が彼の望みを叶えてあげなければ。王になる理由はまだ見つかってないけれど、今自分にできることがあるはずだ。

　オルバと共に庭に出たリーザレットは、まっすぐに白い犬の元へ向かった。外へ出る間にどこかへ行ってしまったかもしれないと思ったが、白い犬はまだ植え込みのそばにうずくまっていた。

　近寄って様子を窺うと、白い犬が弾かれたように顔を上げる。だがそれ以上は動けないのか、小さく唸うなるだけで逃にげようともしない。鋭い牙きばの隙間からだらりと舌を出し、荒あらい呼吸を繰り返している。

「大丈夫、少し触ふれるだけですから」

　安心させるようにささやいて、リーザレットは白い犬に触れた。

（……昼間の暑さで、参ってしまったのかもしれません）

　軽く触れただけでも、この犬が立派な毛皮を持っていることがわかる。上毛の奥おくには細やかな下毛が密集していて熱を蓄たくわえやすい構造になっていた。もし日中の暑さの中ここにいたのだとしたら、体温が上がってしまってもおかしくはない。

「どうするんだ？」

　一歩引いたところに控えていたオルバが、そう問いかけてきた。しばし逡しゆん巡じゆんして、リーザレットは口を開く。

「ひとまず、部屋へ運びましょう。少しでも身体からだを冷やさないと」

「わかった」

　短く答えてオルバがリーザレットの隣に膝をついた。途端、白い犬が威い嚇かくするように牙を剝むいたが、抵てい抗こうする余力もないのかおとなしくオルバに抱だき上げられる。ずいぶんと弱っているようだ。

（大事に至っていなければいいのですが）

　そんな不安に駆られながら、リーザレットは部屋へと急いだ。




　メイドたちに頼んで冷水を用意してもらい、それに浸ひたした布で何度も犬の身体を拭ふく。風通しのいい窓まど際ぎわに毛布を敷しいてその上に寝ねかせ、しばらく様子を見ていると荒かった呼吸が徐じよ々じよに落ち着いてきた。

「持ちこたえたようだな」

　少し離はなれたところで様子を見守っていたオルバが、静かに声をかけてきた。振り返ると、少々おもしろくなさそうな顔をした青年の姿が目に入る。

「はい……大事に至らなくてよかったです」

　毛布の上に横たわったまま寝息を立てている白い犬を見つめて、リーザレットは頷いた。早急な処置が功を奏したのか、容態はだいぶ回復してきている。

「なら、俺は部屋に戻る。何かあったらすぐに呼べ」

「え？　もう、行ってしまわれるんですか？」

　立ち上がったオルバに、リーザレットは目を瞬いた。それを見たオルバが不思議そうな顔をする。

「……それは、俺にここにいてほしい、ということか？」

「へっ!?　い、いえ、そういうことでは……」

「なら、どういう意味だ？」

　そう言って、オルバがリーザレットに迫ってくる。どういう意味か、と問われても困るのだが──というか、何故自分は彼を呼び止めてしまったのだろう。

「ええと、特に深い意味はないんです……ごめんなさい」

　返答に窮きゆうして頭を下げると、オルバは「そうか」と小さく息をついた。ゆっくりと、その気配が離れていく。それを名残なごり惜おしいと思ってしまった自分は、何とわがままなのか。

「あの野の良ら犬いぬが主人を襲おそわないよう、しっかり見張っておけよ」

　リーザレットのそばに座り込んでいたノワの頭を一撫でして、オルバが部屋を出て行った。その後ろ姿を見送って、リーザレットはそっとため息をつく。

（怒おこらせて、しまったでしょうか……）

　一度は引き止めてしまったものの、結局「何でもない」と首を振った。少なくともオルバは、こちらを気き遣づかってくれていたのに。

「本当は……もっと、そばにいたいです」

　ぽつりとこぼすと、白い犬が小さく耳を動かした。うっすらと目を開けて、ジッとリーザレットを見つめてくる。すかさずノワが立ち上がり、リーザレットの前に立ちはだかった。まるで、「主人を護れ」と言ったオルバの言葉を守ろうとしているかのように。

「いいの、ノワ。大丈夫だから」

　優やさしく愛犬の背を撫でて膝の上に抱き上げる。すると、白い犬がゆっくりと身を起こした。

　改めてその姿を目まの当あたりにし、リーザレットは「わぁ」と感かん嘆たんの声を漏もらす。間近で見ると、ずいぶんと立派な容姿をしていた。

　純白の体毛に覆われた頭部から伸のびるすらりとした鼻先。ピンと尖った大きな耳と、理知的な光を宿す双眸──その瞳は光の加減で銀色に輝いているようにも見える。

「ウィアン様……？」

　思わずその名を呟くと、白い犬が驚いたように目を瞠った。

「あ……ごめんなさい。あなたの目が知っている方によく似ていたものですから」

　怪訝そうに見つめられ、リーザレットは慌てて言い訳をする。人間のウィアンとこの犬が似ているなんて──どうして、そんなことを思ってしまったのだろう。

　だが、時折銀色に輝く双眸に見つめられていると、ますますその姿が彼と重なった。脳裏に浮かぶのは少々強ごう引いんでとっつきにくく、でもとても寂さびしそうな目をした青年──。

「ウィアン様は民を救うために敵国であるケインスタリアとの国交を回復させようとしていて、それで私との結婚を望んでいるんです」

　誰に言うともなく、リーザレットは言葉を紡つむいだ。白い犬は、かすかに耳を動かし話を聞く素そ振ぶりを見せる。

「だけどそれは、きっと容易なことではない……」

　昼間、ルカから聞いた話を思い出す。武力で侵略しようとする皇帝と違って、ウィアンはケインスタリアと交易を始めることで国を救おうとしている。だが皇帝は彼を認めず、皇位を譲ゆずるかどうか決めかねているのだ、と。

　そしてウィアンも、そんな父の意に逆らうかのようにケインスタリアと和平を結ぼうとしている。その道は、かなり険しく困難なものだろう。

「それでも己の信念を貫つらぬくウィアン様は、とても強い方だと思います──でも、とても寂しい」

　リーザレットの言葉に白い犬が目を見開いた。抗こう議ぎするかのごとく一度は唸り声を上げたが、すぐにそれをやめ探さぐるような視線を向けてくる。

「あの方は……孤こ独どくです」

　言葉にして、ようやくリーザレットは納得する。ルカの話を聞いた時から、ずっと胸に引っかかっていたものの正体がわかった気がした。

　ウィアンは孤独なのだ。かつてのリーザレットと同じように。そして、自分はそんな彼を放っておけないと思っている。

「……一人でいるのは、寂しいです」

　思わずこぼれた言葉に白い犬が息を吞んだ。そっとその毛並みを撫で、リーザレットは再び口を開く。

「だから、もしあの方が必要とするのなら……私は彼の力になりたいです」

　幼い頃ころ、父に言われたことを思い出す。もしいつか、孤独を抱かかえた人に出会ったら手を差し伸べてあげなさい──リーザレットの頭を撫でながら、父はそう言った。

　ならば今、それをするべきではないだろうか。

（ウィアン様の力になるなら、結婚を了承するしかない……でも、王になることをあきらめたくはありません）

　だとしたら、自分にできることはただ一つ。心を決めてリーザレットは顔をあげる。

　そんなリーザレットを、白い犬がジッと見つめていた。
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　翌朝、目を覚ますと部屋に白い犬の姿はなかった。代わりに、開いた窓から吹ふき込む風がカーテンを揺らしている。

　まさかここから出て行ったのだろうかとも思ったが、リーザレットの部屋は三階だ。とても犬が飛び降りられる高さではない。

　きっと、朝の支し度たくをしに来たメイドたちが扉を開けた際に出て行ったのだろう。そう、リーザレットは思うことにした。




「どうするつもりなんだ？」

　軽く朝食をすませてウィアンの部屋へ向かう途と中ちゆう、オルバがそう尋ねてきた。振り返ると、少し強こわ張ばった面おも持もちでこちらを見下ろす青年と目が合う。

「結婚に対する返事をしに行きます。私なりに考えて、納得のいく結論が出たので」

　そう答えると、オルバが驚いた顔をした。何かを言おうと口を開いたが、思い直したようにそれを閉じる。困こん惑わくを浮かべた灰色の瞳が、そっとリーザレットから逸らされた。

　黙り込んでしまったオルバと愛犬を連れて、リーザレットは南棟の客間に到とう着ちやくした。扉の前に立ち、いつものように声をかける。

「何だ、おまえか。呼びに行く手間が省けたな」

「え？」

　リーザレットの顔を見るなりそう言ったルカに思わず首を傾げる。呼びに行くということは、彼もこちらに何か用があったのだろうか。

「とにかく入れ。ウィアン様がお待ちだ」

　あっさりと入室を許可され、リーザレットはオルバと顔を見合わせる。そんなリーザレットを、ルカが再び促うながした。

　彼に従って中に入ると、窓際のソファに沈み込むように座っているウィアンの姿があった。また暑さで参っているのだろうかと心配になったが、顔色は昨日よりよく見える。食事を食べてくれるようになったおかげで、少しは回復しているようだ。

「あの、体調が優すぐれないようでしたらまた後日にでも──」

「構わん。オレもおまえに用があったからな」

　日を改めようと提案したリーザレットを遮り、ウィアンがソファに座り直した。有う無むを言わせぬ銀の双眸に促され、リーザレットもおそるおそる彼の向かいに腰掛ける。

「ただし、犬は外に出しておけ。それくらいなら離れても問題はないんだろう」

　リーザレットの背後に控えたオルバを見て、ウィアンが言った。「えっ」とリーザレットは目を瞬く。

「で、ですが──」

「悪いが、それはできない」

　リーザレットが言い終えるよりも早く、オルバが声を上げた。戸惑うリーザレットをかばうように、一歩前に出る。

「いくら客人とはいえ、おまえは敵国の人間だ。そんな男と俺の主人を二人きりにするわけには──」

「わかりました」

　今度はリーザレットがオルバを遮った。弾かれたようにオルバがこちらを振り向き、困ったように眉を寄せる。

「あんた、自分が何を言ってるかわかってるのか？」

「はい。でも大丈夫です。ウィアン様と少しお話をするだけですから……ドーベルマン大佐は外で待っていてください」

「しかしっ」

「何かあったらすぐ呼びますので──私を、信じてください」

　言い聞かせるようにささやくと、オルバが口を噤んだ。灰色の瞳をまっすぐに見上げて小さくほほえむ。主人の心の匂いを嗅ぎ取る《護り犬》に届くよう、何度も胸の内で「大丈夫」と繰り返す。

　しばらくして、オルバが小さくため息をついた。

「……それは、命令か？」

　オルバに尋ねられ、リーザレットはこくんと頷く。こんなことで主人の権限を使うのは忍びないが、それでオルバを納得させられるのならやむを得ない。

「わかった」

　短く答えてオルバが渋々了承した。それを見たウィアンが、そばに控えていた少年に目を向ける。

「ルカ、おまえも出ろ」

「な、何でですか!?」

「この女と二人きりで話をしたい。だから、おまえは外で待ってろ」

「ボクはウィアン様の従者ですよ！　おそばを離れるわけにはいきません！」

「心配は無用だ。俺が、こんな女に命を取られると思うか？」

「で、でもっ」

「ルカ」

　不満そうに口を尖らせた少年を、ウィアンが低い声で遮った。それでもルカは何か言いたそうにしていたが、やがて不承不承頷いた。

「……わ、かりました。でも、何かあったらすぐ飛び込んできますからね！」

　そう言い残し、ルカが部屋を出ていく。それでもまだオルバは動こうとしなかったが、リーザレットが一つ頷くと仕方なく踵を返した。

　足元にいたノワが、リーザレットの膝に飛び乗ってくる。オルバがいない間は自分が主人を護るとでも言うように小さな身体で精せい一いつ杯ぱい胸を張る愛犬に、ウィアンがちらりと目を向けた。だが何も言ってこないということは、ノワの存在は許容してくれているのだろう。

「それで、今日は何の用だ。そろそろ結婚に対する返事を聞かせてほしいものだが？」

　部屋の隅でおろおろしていたメイドたちも一人残らず追い出して、ウィアンがそう問いかけてきた。

「その前に、ウィアン様のご用というのは……？」

「大したことじゃない。先におまえの話を聞いてやる」

　いいのだろうかと思ったが、無言で促してくるウィアンの圧に負けリーザレットは再び口を開いた。

「……あなたは、何故私と結婚したいんですか？」

　おずおずと切り出すと、ウィアンが「今さら何だ」と言いたげな顔をした。

「その質問には前にも答えたはずだ。ケインスタリアの姫ひめを娶めとることで、両国の国交を回復させるのがオレの目的だ、と──忘れたのか」

「もちろん覚えています。でも、私が聞きたいのはどうしてあなたがその方法を選んだのかということです」

　リーザレットの問いかけに、ウィアンがかすかに眉根を寄せる。銀の双眸がスッと細められるが、リーザレットは構わず先を続けた。

「現皇帝陛下は武力による侵略を試みているのでしょう？　でもあなたは、それに背いてケインスタリアと和平を結ぼうとしている──その理由が知りたいんです」

「……ルカに聞いたのか」

　あのおしゃべりめ、とウィアンがため息をこぼした。あきらめたように首を振り、姿勢を正してリーザレットと向き合う。

「確かに我らは戦う力を持っている。その気になれば、そこらの弱小国など一晩で陥かん落らくできるほどのな……だが、それではだめだ。そんな方法では、本当の意味で民を救うことなどできない」

　ふと視線を落としてウィアンが拳こぶしを握りしめた。それを見つめる銀の瞳は、わずかな憂うれいを帯びている。

「ノスヴァルドの民は疲ひ弊へいしきっている。戦争になれば、そんな彼らにさらなる負担を強しいることになる。それでは余計に民を苦しめることになってしまう」

　そう言うと、ウィアンは深く頭こうべを垂れた。膝の上で組んだ両手に額をつけ、何かを堪たえるように小さく呻うめき声を上げる。

「だからオレは、なるべく平和的な方法で、民に負担をかけることなく彼らを救いたいと思ったのだ──たとえそれが、親おや父じの意に背くことでも」

　ハッと、リーザレットは目を瞠る。今まで隠かくされてきたウィアンの本音が、ようやく見えた気がした。

　この人は本気だ。本気で、民を救おうと思っている。

　王おう侯こう貴族の中には、民をただの道具のように扱あつかう者も少なくない。彼らにとって民はあくまで国を動かす駒こまであり、一人一人に命があることを忘れているのだ。

　だけど、ウィアンは違う。自国の民をきちんと人として扱い、彼らを救うために最良の手段を選び取ろうとしている。

　きっと、今のノスヴァルドには彼のような統治者が必要なのだ。民を護り、国を変えていくためにも。

「理由はわかりました。その上で、結婚に対する返事をいたします」

　静かに答えると、ウィアンが口元を引き結んだ。少々緊きん張ちようした面持ちでリーザレットを見つめてくる。

「結論から申し上げますと、私はあなたと結婚することはできません」

「なっ」

　途端にウィアンが瞠どう目もくし、わずかに腰を浮かせた。

「それは、どういうことだ!?」

「私には目的があります。この国の王になるという目的が……」

　いきり立つウィアンの視線を真っ向から受け止め、リーザレットは言う。驚いたようにこちらを見つめていた銀の双眸が見る間に歪ゆがんだ。

「だが、おまえには明確な理由がないんだろう？　なのに何故、王になろうとする!?」

「おっしゃる通りです。でも、私を王に望んでくれる人がいます。その人のために私は王を目指します」

「……他人に望まれて、王になるのか。そのために、オレとの結婚を断ると？」

　怪け訝げんそうに眉をひそめるウィアンに、リーザレットは「はい」と頷く。

「他人に望まれて王になるのも一つの理由だと思うんです。だってそれは、望んでくれる〝誰かのため〟になるのですから──ならば私は、その願いに応えたい」

　静かに言葉を紡ぐと、ウィアンは押し黙った。その顔にあきらめの色が広がっていく。

「……オレの力になりたいと言ったのは、噓だったのか？」

「いいえ。私が、あなたに力を貸したいと思っているのも事実です」

　小さく首を振ると、ウィアンが目を丸くした。そんな青年に小さく笑みを返し、リーザレットは再び口を開く。

「あなたが民を想おもい、ノスヴァルドを救おうとしているのなら……私は、ケインスタリアの王女としてノスヴァルドを支し援えんします」

「……支援、だと？」

　ピクリ、とウィアンの肩が跳はねた。その表情が次第に剣けん吞のんなものになっていく。

　ウィアンの視線を受け止め、リーザレットは一つ頷いた。彼の本音を知って、昨夜の決意がますます固まった。父の意向に背いてまで民を救おうとする彼の力になりたい。心から、そう思ったのだ。

「王になるという目的がある以上、ウィアン様と結婚することはできません。でも、あなたに手を貸すことはできると思うんです。お父様も実際いくつかの救護施設に支援を行っていますし、事情を話せばノスヴァルドにもそれが可能──」

「ふざけるな！」

　突とつ然ぜん、ウィアンがリーザレットを遮った。鋭い声音と、こちらを睨む銀の双眸の険しさにリーザレットは口を噤む。

「それで、オレたちの上に立とうというのか!?　自分たちの財力を見せつけて、我々を見下して……そうやってノスヴァルドを支配する気か！」

「い、いえ……私は、そんなつもりでは……」

　弱々しく声を上げたものの、先に続く言葉が出てこない。自分が彼らの上に立とうだなんて考えてもいなかった。ただ純じゆん粋すいにウィアンの手助けをしたいと思っただけなのに、何故そんなふうに捉とらえられてしまったのだろう。

「なら、どういうつもりだったというんだ？　おまえは自分が恵めぐまれた環かん境きようにいて、オレたちの苦労など何一つ知らない。だから、軽々しく支援するなどと言えるのだ！」

　ウィアンの怒ど号ごうが部屋に響ひびき渡わたる。膝の上のノワが、ウィアンを牽制するように唸り声をあげた。

「我らは誇ほこり高たかきノスヴァルドの民──厳しい環境の中でも、何者にも屈くつすることなく生き抜いてきた！　それを、ケインスタリアの人間に憐れまれたくない！」

　激げき昂こうしたウィアンが、ソファを蹴倒す勢いで立ち上がった。その剣けん幕まくにリーザレットは「ひっ」と身をすくめる。

「もういい。おまえがそれほど拒むのなら、こちらにも考えがある！」

　言うなり、ウィアンがリーザレットに歩み寄ってきた。膝の上のノワが、警戒するように吠えたてる。

「きゃっ──」

　肩を摑まれ小さく悲鳴を上げた。だがウィアンはそれを無視してリーザレットを覗き込んでくる。

「なるべく、この力は使いたくないんだがな」

「力？」

　ウィアンの言葉を反はん芻すうし、リーザレットは目を瞠みはった。こちらを見み据すえる銀の瞳がギラギラと輝き、怪しげな光を放っている。薄く開いた唇から覗のぞくのは、鋭するどく尖とがった二本の牙きば。

「あなたは──」

　声を上げようとしたリーザレットを、低い唸うなり声ごえが遮った。ノワのものとは違う獰どう猛もうなそれは、ウィアンの喉の奥から発せられていた。

「動くなよ。おとなしくしていれば、すぐに終わる」

「な、何をっ」

「少しばかり、おまえの心を奪うだけだ」

　そうささやいて、ウィアンがリーザレットの首筋に顔を近づけてくる。耳元をかすめた吐息に、思わずぎゅっと目を瞑つぶった。
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　その瞼まぶたの裏に浮かんだのは──。

「リーザレット！」

　誰かに名前を呼ばれると同時に部屋の扉が激しく開かれる音がする。一いち陣じんの風が渦巻き、何かを殴おう打だする鈍にぶい音が聞こえた。

　おそるおそる目を開けて辺りを見回すと、少し離れたところにウィアンの姿があった。呆然と立ち尽くす彼の左頰ほおは、痛々しく腫はれ上あがっている。

「ウィアン様！」

　部屋に飛び込んできたルカが、蒼そう白はくになってウィアンに駆け寄った。そんな従者を軽く手で制し、ウィアンが顔を上げる。彼の視線の先にいたのは、漆しつ黒こくの髪の青年。

「ドーベルマン大佐……っ」

　その名を口にした途端、涙なみだが出そうになった。強張っていた身体から力が抜け、リーザレットはそっと息を吐き出す。

「おまえっ、ウィアン様に何を──」

「忠告したはずだ。彼女に手を出したら嚙み殺す、と」

　抗議の声をあげたルカを睨みつけ、オルバが唸るように言った。全身から立ちのぼる怒りが、ビリビリと空気を震わせる。今までにないほど殺気を漲みなぎらせた姿に、ルカが小さく悲鳴を上げた。

「待て、違う。オレは彼女を襲おうとしたわけじゃ──」

「黙れ。おまえの言い訳など聞きたくない」

　言うなり、オルバが腰のサーベルに手をかけた。すらりと抜き放たれた刃が、窓から差し込んできた陽光に煌きらめく。その輝きで、リーザレットは我に返った。

「だ、だめっ……！」

　必死に声を張り上げたが、オルバはこちらを振り返ることなくサーベルを構えた。

「だめです！　ドーベルマン大佐、お願いだから──」

　オルバの腕にすがりつき、リーザレットは瞠目した。まっすぐにウィアンを見み据すえる横顔は驚くほど冷たい。灰色の瞳がギラギラと異様に輝き、喉のどの奥から獰どう猛もうな唸り声が漏れる。薄く開いた唇の下に見えたのは尖った一対ついの犬歯。

（ドーベルマン大佐？）

　いつもと様子が違うオルバに、リーザレットは胸むな騒さわぎを覚える。何だか、彼が彼ではないような──そんな不安が心の奥おく底そこから湧わき上がってきた。

　と、オルバがリーザレットの腕を振り払った。普段の彼なら絶対にしない、乱暴な仕草。驚くリーザレットには見向きもせず、オルバが足を踏ふみ出した。ゆっくりと、だが着実にウィアンとの距きよ離りを詰めていく姿はまるで獲え物ものを狙ねらう野生の獣けもののようだ。

　対して、ウィアンは微び動どうだにせず、向かってくるオルバを待ち受ける。いけない、このままでは──本能がそう告げた。今すぐ彼を止めなくては！

　次の瞬間、オルバが床ゆかを蹴った。考えるよりも先に身体が動く。やるべきことを直感で悟さとり、大きく息を吸すい込んだ。

「──やめなさい！　オルバ！」

　渾こん身しんの力を込めて、オルバに命じる。途端にオルバが身を強張らせ動きを止めた。ぎこちなく首を巡らせて、こちらを振り返る。

「あんた、今……」

　小さく、オルバが呟いた。その瞳はまだ少し混こん濁だくしているが意思は戻っている。ひとまず安堵して、リーザレットはウィアンに駆け寄った。

「大丈夫ですか？　すぐに手当てを──」

「触さわるな」

　低く押し殺した声で制止され、リーザレットは伸ばしかけていた手を引っ込める。おそるおそる様子を窺う先に見えたのは、複雑な表情を浮かべたウィアンの顔。

「いいから出て行ってくれ。悪いが、今はおまえと話せる気分じゃない」

　突き放すような言葉に愕然とした。それ以上声をかけることができず、リーザレットは力なくうなだれる。

　今まで築き上げてきたものが、足元から崩れていくような気がした。
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　リーザレットの《護りガーデイアン・犬ドツグ》がウィアンに手を上げたという話は、あっという間に城内に広まった。

「ど、どうしましょう……」

　自室に戻ったリーザレットは、一人青ざめる。王族ではない一いつ介かいの貴族が、敵国の皇子に危害を加えた──それがどれほど重大なことであるかはわかっていた。

　ノスヴァルドの不ふ興きようを買ったとなれば、大きな国際問題になる。下手をすると、すぐさま戦争に突入しかねない。

「大丈夫よ、リジー。まだ戦争になると決まったわけじゃないわ」

　隣に座るルーシーが、そう言ってリーザレットの肩を抱いてくれる。話を聞いて、急いで駆けつけてくれたのだ。

「それに、あんたは何も悪くない。だからリジーが責任を感じることはないのよ」

　いたわるように言ったルーシーに力なく笑みを返したものの、リーザレットの不安は晴れない。もしこのまま戦争になってしまったらと思うと、気が気ではない。

「リーザレット様！」

　暗あん澹たんたる気持ちで俯いた時、慌てた様子のメイドが部屋に飛び込んできた。

　何か動きがあったのかと思ったが、ケインスタリアからノスヴァルドまで馬の足でも五日はかかる。急いで書簡を送ったとしても返事が来るにはまだ早いはずだ。だとしたら、動きがあったのは父の方だろうか。

「どうか、しましたか？」

　震える声で問いかけると、メイドは困惑しきった顔で口を開いた。

「アラン様とグレアム様がお呼びです。今すぐ部屋に来い、と」

「兄様たちが……」

　異母兄たちからの呼び出しに、リーザレットは目を伏せる。このタイミングで呼ばれたということは、きっとウィアンの件で話があるということだろう。

「わかりました。すぐ行きます」

　答えて、リーザレットは部屋を出た。扉の脇に控えていたオルバが、気遣うような視線を向けてくる。行きましょう、と彼を促しリーザレットは歩き出した。




「何故呼び出されたか、理由はわかっているな？」

　部屋に入るなり、そんな言葉が飛んでくる。メイドに案内され、オルバと共に訪れたのは長ちよう兄けいアランの自室だった。

　そこには二人の異母兄が揃そろっていた。歪んだ笑みを浮かべるグレアムに対し、アランの表情は険しい。彼らの足元では、《護り犬》たちが背筋を伸ばして座っている。ただならぬ雰ふん囲い気きに怯えたノワが、ぴったりと寄より添そってきた。

「はい……わかっております」

　神しん妙みように頷いて、リーザレットは下を向く。直後、盛大なため息が聞こえてきた。

「ノスヴァルドの情報を聞き出すどころか、余計に関係を悪化させるとはね。おまえ、一体何をやらかしたんだ？」

「それは……」

　言いかけて、リーザレットは口を噤つぐんだ。ウィアンの部屋で見聞きしたことを、異母兄たちに話していいものだろうか。

　あの時のウィアンは普通ではなかった。怪しく輝く銀の瞳、唇の下に覗く一対の牙、喉の奥からこぼれ出る唸り声。それはまるで、獣けもののようだった。

　そして「おまえの心を奪う」という謎なぞの言葉──あれは一体、どういう意味だったのか。

「待て」

　答えられずにいると、それまで黙っていたオルバが声を上げた。アランとグレアムの視線がリーザレットの背後に集まる。

「手を出したのは俺だ。彼女は悪くない」

　リーザレットを庇うようにオルバが前に出た。逞たくましい背中に護られながら、リーザレットの胸がちくりと痛む。

「だが、おまえがノスヴァルドの皇子に手を出したのは、主人を護ろうとして暴走した結果ではないのか。その要因がリーザレットにあるのなら、相応の責任は取らなければならない」

「責任なら俺が取る。それで文句ないだろう」

　オルバの言葉に、アランとグレアムが顔を見合わせた。それからすぐにグレアムが肩をすくめ、アランは小さくため息をつく。

「言っておくけど、《護り犬》の粗相は飼い主の責任だよ。たとえどんな事情があろうともね」

　ハッと、リーザレットは息を吞んだ。咎とがめるような視線を向けてくる異母兄たちから目を逸らし、背後に控える青年を見る。

（《護り犬》の粗そ相そうは飼い主の責任……）

　胸の中でグレアムの言葉を繰り返し、リーザレットはきつく唇を嚙みしめる。

　オルバの主人は自分だ。《聖犬》の神しん殿でんで誤って名を呼び、彼と契けい約やくを結んで《護り犬》にしてしまった。

　ならば、その責任は自分が取らなければならない。

「それで、おまえはどうするつもりだ」

　アランに問われ、リーザレットは口ごもる。自分がどうするべきなのか──あれからずっと考えているけれど、いまだに答えは見つかっていない。

　不用意な発言でウィアンを怒らせ、その結果オルバに手を上げさせてしまった。もしあの時、もっと慎しん重ちように言葉を選んでいれば。もしあの時、ウィアンの元を訪ねなければ。浮かんでくるのは、そんな後こう悔かいばかりだ。

「いっそ覚悟を決めてノスヴァルドに嫁いだら？　相手はおまえとの結婚を求めてるんだし、それなら丸く収まるんじゃない？」

　ニヤニヤと笑いながらグレアムが言った。その口元が、ゆるりと吊り上がる。

「ですが、それは……」

「リーザレット。おまえ、まだ自分が王になれるとでも思ってるの？」

　反論しようとしたリーザレットを、グレアムがぴしゃりと遮った。それから憐あわれむように金の瞳を細める。

「いい加減気づいただろう？　どんなに努力しても、おまえが王になることはない」

「でもっ」

「どちらにしろ、このままでは両国の衝しよう突とつは避けられない。たとえ王になれたとして、万が一ノスヴァルドと戦争になった時、おまえに国が護れるのか？」

　アランの問いかけに、リーザレットは答えることができない。もしノスヴァルドとの戦争が始まれば、王として様々な決断をする局面に出くわすだろう。時には冷れい酷こくな判断をしなければならないこともあるかもしれない。

　その時、はたして自分はそれができるだろうか。

「とにかく、おまえなりに責任を果たせ。それが王族としての務めだ」

　黙り込んでしまったリーザレットを見据えて、アランが言う。その凍てつく冬空のような視線を受け止め、リーザレットはギュッと両手を握りしめた。




「どうするつもりなんだ」

　アランの部屋を出た直後、オルバが尋ねてきた。足を止めて振り返れば、黒髪の青年がまっすぐにこちらを見下ろしている。

「ウィアン様のところへ行きます。会って、もう一度話をしなければ……応じていただけるかはわかりませんが」

　先ほどアランは「責任を果たせ」と言った。その方法についてはまだ考えている最中だが、まずはウィアンと話をするべきだと思う。

　何より、彼を怒らせてしまったことを謝らなくてはならない。ノスヴァルドを軽視するつもりはなかったのだが、ウィアンがそう捉えるような言い方をしてしまったリーザレットにも否はある。

　それに、あの時ウィアンが見せた姿や彼の言葉の意味も気になっていた。一体ウィアンは何をしようとしていたのか、彼が言っていた『力』とは何なのか──それを確かめなくては。

「あんな目に遭あったというのに、まだあの男に会いに行くというのか」

　低く響いた声に、リーザレットはハッと我に返る。見れば、険しい表情を浮かべたオルバがまっすぐにこちらを見下ろしていた。

「俺は反対だ。あの男の前にのこのこ顔を出して、また襲われでもしたらどうするんだ」

「襲われ……って、違います！　あれは、そういうんじゃなくてっ」

　慌てて、リーザレットは首を振る。確かに誤解されても仕方がない状況だったが、ウィアンは何もリーザレットを襲おうとしていたわけではない。それは彼も否定していたではないか。

「ウィアン様が私に何かをしようとしていたのは事実です。でも、それが何かはわかりません。だから確かめなくては──」

「あんた、あの男の肩を持つのか」

　リーザレットを遮って、オルバが言った。その声音は冷たく、思わずリーザレットは身を震わせる。

「いえ、肩を持つというわけではなく……とにかく今は、もう一度話をするべきだと思うんです。責任を取るためにも」

　そう告げると、オルバがかすかに目を瞠った。何かを言おうと口を開きかけたが、思い直したようにそれを閉じる。

　ウィアンが何をしようとしていたのか。彼の本当の目的が何なのか。まずは、その真しん意いを知る必要がある。どう責任を取るかは、その上で決めるべきではないだろうか。

　オルバはしばらく黙り込んでいた。が、やがて小さくため息をつく。

「もし話し合いで解決できない場合は、どうするんだ？」

「え？」

「結婚──するのか？」

　神しん妙みような面持ちで、オルバが尋ねてきた。こちらを見据える灰色の双眸があまりにも真剣で、それでいてどこか切なくて、たまらずリーザレットは目を伏せた。

「……他に方法がないのなら、それもやむを得ないかもしれません」

　ウィアンと話し合ってこの問題が解決しないのであれば、そうするしかない。この国を──何より、オルバを護るために。

「あんたは、それでいいのか？」

　再度、オルバが問いかけてくる。小さく頷いて、リーザレットは顔を上げた。

「これは私が引き起こした事態ですから。その責任は取らなければなりません……たとえそれが、どんな形であっても」

　答えると、オルバは「そうか」と呟いた。リーザレットに向けられていた瞳が、ふと逸らされる。少し俯いた横顔は、黒髪に隠されて表情までは窺えない。

「俺はあんたの《護り犬》だ。主人がどんな決断をしようと、その意思には従う」

　そう言って、オルバが口を閉ざした。そしてそれきり何も言おうとはしない。

　かすかに、リーザレットの胸が痛んだ。またオルバに我慢させてしまった。そう思うといたたまれなくなる──だけど。

　そっと息をつくと、足元にいたノワが心配そうに鼻を鳴らした。




　ウィアンの部屋に到着すると、警備をしていた兵士がこちらに気づいてギョッとした。その視線は、リーザレットの背後に立つオルバに向けられている。敵国の皇子に手を上げた《護り犬》を従えて何をしに来たのかとでも言いたげな様子だ。

　ウィアンに話があることを伝えると、兵士は驚愕と不安を滲ませながらも脇わきに退けてくれた。礼と言って扉の前に立ち、軽くノックをする。

「誰だ？」

　返ってきたのはルカの声だ。意を決して、リーザレットは口を開く。

「リーザレットです。話があってきました」

「おまえと話すことなどない。帰れ」

　すげなく拒絶され、早々に出鼻を挫くじかれる。予想はしていたが、こうも思い切り突っぱねられると気が引けてしまう。

　だがここであきらめるわけにはいかないと思い直し、もう一度声をかけた。

「どうしても、ウィアン様と話がしたいんです。取次ぎをお願いできませんか」

　必死に訴えると、今度は沈黙が返ってきた。ややあって、扉の向こうで人が動く気配がする。それからゆっくりと扉が開いた。

「……話を聞こう。入れ」

　そんな言葉と共に現れたのはウィアンだった。その顔に表情はなく、彼の感情を窺うかがうことはできない。

　足を踏み出そうとして、リーザレットはふと立ち止まった。背後を振り返ると、心配そうにこちらを見つめる灰色の瞳がある。

「あの──」

「犬も一緒で構わん」

　尋ねるより先にウィアンが言った。思わずオルバと顔を見合わせ、リーザレットは中に入る。不服そうにしながらもルカが扉を閉め、後を追ってきた。

　窓際のソファにウィアンと向かい合って腰を掛けると、ノワが膝の上に飛び乗ってくる。気遣うように見つめてくる愛犬を撫で、リーザレットは静かに口を開いた。

「まずは昼間のことを謝らせてください。私はあなたを──ノスヴァルドを侮ぶ辱じよくするつもりはありませんでした。支援を申し出たのは、ただ純粋にあなたの力になりたいと思っただけで……」

　ノスヴァルドを憐れむつもりは、まったくなかった。彼の話を聞いて、その志の大きさと民を思う気持ちに感動して、自分も彼の力になりたい──そう思っただけで。

　だが、気づかないうちにリーザレットの中に彼らを見下す気持ちが芽生えていたのかもしれない。恵まれた環境にいる自分は飢えや寒さには縁えん遠どおく、彼らより多くの物を持っている。

　リーザレットの心の奥底に潜ひそんだ優ゆう越えつ感を、ウィアンには見透かされていたのだ。

「私は、あなたが国のために和平を結ぼうとしていることに感かん銘めいを受けたんです。あなたは民を一人の人間と考え、その心に寄り添い、救おうとしている。現皇帝の意に背いてまでそれを成なし遂とげようとするあなたを、とても素晴らしいと思ったから……」

　これ以上民を苦しませたくないという彼は一人で戦うことを選んだ。己の信念を貫くために、あえて孤独に身を置いて──そんなウィアンを、心から尊敬する。

　だからこそ、リーザレットは彼の力になりたいと思った。その想いは、噓うそではない。

「おまえが我々を侮辱したわけではないことはわかった」

　やがてウィアンが静かに吐き出した。それから、ゆっくりとその場に立ち上がる。

「さっきはオレもついカッとなってしまった。手荒な真似をしたことは詫びよう──すまなかった」

　言うなり、ウィアンが胸に手を当てて深く腰を負った。途端にルカが目を瞠り、慌てた様子で主人を制す。

「ウィアン様！　何もそこまでしなくてもっ」

「だが先に手を出したのはオレだ。にもかかわらず、向こうはこちらより先に謝った。そんな相手に最大限の敬意を払うのは当然だろう」

　ウィアンに諭さとされ、ルカが押し黙る。きまり悪そうに目を背そむけたかと思うと、すごすごと引き下がった。

「失礼した。悪い奴ではないんだが、ルカはどうも血気盛んでな」

「いえ……それだけあなたを信頼し、大切に想っていらっしゃるのでしょう」

　すまなさそうにいったウィアンに、リーザレットはそっとほほえむ。ルカは元は貧しい平民で、ウィアンに救われたのだと言っていた。ゆえに主人のこととなると一生懸命になるのだろう。

「とはいえ、いつまでも未熟では困るからな。もう少し感情をコントロールできるようにしてもらわないと」

「だ、大丈夫ですよ！　うっかり力を解放したりはしませんから！」

「力？」

　まただ、とリーザレットは首を傾げた。先刻ウィアンが言っていたのと同じ言葉──彼らの言う『力』とは、一体何のことなのか。そして、彼が見せたあの姿は？

「昼間も同じことをおっしゃってましたが、あれはどういう意味ですか？　それに、あなたは何をしようと──」

「おまえたちに関係ないことだ。それより、支援の件だが」

　問いかけようとしたリーザレットを遮り、ウィアンが言った。強引に話題を変えられ一瞬戸惑う。だがウィアンは、有無を言わせぬ口調で先を続けた。

「ノスヴァルドの民は、みな誇り高い。ゆえに他国──特にケインスタリアからの施ほどこしを受けることを厭いとう」

　ウィアンの言葉にリーザレットは押し黙る。独立を貫くノスヴァルドは、決して周囲に屈さない孤高の存在だ。そんな彼らがケインスタリアの支援を嫌がるのも無理はない。それを無視して事を進めれば、民の反感を買う可能性がある。

「しかしこの婚姻が成立すれば、表向きはおまえへの援助という名目で物資を受け取ることができる」

　あっ、とリーザレットは声を上げた。自分がウィアンの元へ嫁とつげば、きっと父は様々な物資を送ってくれるだろう。ノスヴァルドの貧困は彼も把は握あくしている。だとしたら、リーザレットが困らないよう配はい慮りよしてくれるはずだ。

（確かにそれなら、民の反発を抑えられるかもしれません）

　ウィアンがそこまで考えていたことに感かん嘆たんする。だから彼は、リーザレットを娶めとるという方法を選んだのか。

「おまえも知っている通り、今ノスヴァルドは武力を集めている」

　静かにウィアンが言葉を吐き出した。我に返り、リーザレットは目の前の青年を見る。

「疲ひ弊へいした民たちの不満は膨れ上がり、皇帝陛下はそれを利用して戦争を起こそうとしている。だからこそオレはこの結婚を成立させたい。戦争を止めるためにも」

　そう呟いたウィアンの声はいつになく真剣だ。こちらに向けられた瞳には、強い意志が宿っている。その訴えるような視線から逃れるために、リーザレットは目を伏せた。

　ノスヴァルドが武力を集めているという噂は本当だった。そしてそれを侵略に使おうとしていることも。このまま放っておけば、いずれ戦争が始まってしまう──だけど。

「ですが、私はあなたと結婚するわけには……」

　心配そうに見上げてくる愛犬の毛並みを撫でながら、ぽつりと呟く。誰かの役に立つために王になろうと決めたのだ。その気持ちは、今も変わらない。

「だが、おまえとしてもこの国には居づらくなるのではないか？」

「え？」

　思わず顔を上げ、リーザレットは目を瞬いた。すると、ウィアンはリーザレットの背後に視線を向ける。そこに佇たたずんでいるのは漆しつ黒こくの青年──オルバだ。

「こちらに非があったとはいえ、おまえの《護り犬》が俺を殴なぐったのは事実だ。それがいつ、戦争の火種になるかはわからない」

「っ！」

「そんな奴を従えていれば、周りの人間は不安になる。中にはその男を危険だと言って、おまえが王になることを危き惧ぐする者も出てくるだろう」

「それは……」

　そう語るウィアンに、リーザレットは反論できない。今でさえ、城の人間はオルバがウィアンに手を出したことで戦争が始まるのではないかと恐れているのだ。たとえここでそれを回避できたとしても、オルバがしたことは人々の記憶に残り続ける。一度生まれた疑念と不信は、決して消えることはない。

「こうなったことに対する責任は取る。だが、何も本物の夫婦になれと言っているわけじゃない。形式だけでも構わない。だから、オレと共にノスヴァルドへ来い」

　力強くウィアンが言い切った。銀の双眸が、まっすぐにリーザレットを射抜く。

　ちらりと背後に視線をやると、静かに佇むオルバの姿があった。灰色の双眸が物言いたげに見つめてくるが、その唇から言葉が発せられることはない。

　再び俯いて、リーザレットは両手を握りしめた。ウィアンが言っていることは、痛いくらいに理解できる。

（私がここにいても、みんなが不安になるだけ……）

　異母兄たちも、城の人間も、誰もがノスヴァルドと戦争になることを恐れている。そしてその懸け念ねんは、リーザレットがいる限りなくなることはない。だとしたら、いっそ国を出た方がいいのではないだろうか。

　何より──オルバに非難の目を向けられるのは耐えられない。

（責任を、取らなくてはなりません）

　オルバを巻き込んだのは自分だ。ならば、それに対する責任は自分が負わなくては。

　一つ息をついて、ゆっくりと顔を上げた。正面に座る白髪の青年を見据え、リーザレットは口を開く。

「……わかりました。あなたとの結婚を了承します」

　静かに告げると、背後に控える青年がわずかに身じろいだ。だが、やはりオルバは何も言わない。まるで自分に意思はないとでもいうように、ただひたすら沈黙を貫いている。

　ウィアンがそんなオルバに目を向けた。しかしそれも一瞬で、すぐさまリーザレットに向き直る。

「これで話はまとまったな。なら、急いでノスヴァルドへ戻るぞ」

　そう言って、ウィアンが立ち上がった。驚いて、リーザレットは彼を見る。

「えっ？　そんな急に、ですか？」

「オレがいない間にも、陛下は戦争の準備を進めているだろうからな。急いで戻って、それを止めなければ」

　ウィアンの言葉に、リーザレットはごくりと唾を飲んだ。こうしている間にも、ケインスタリアに危険が迫っている。ならば、あまりゆっくりともしていられない。

「だが、おまえにもいろいろ準備があるだろう。出発は明日の朝まで待とう」

「わかりました……急いで準備をします」

　そう頷いて、リーザレットも立ち上がった。




　ウィアンの部屋を出たリーザレットは、その足で王の執しつ務む室に向かう。多た忙ぼうなことは承知しているが、どうしても会って話さなければならない。

　だが、意外にもすんなりと面会は叶った。父の方でも、リーザレットに話があったらしいのだ。

　ウィアンとの結婚を受け入れることを告げると、父はしばらく黙り込んだ後「おまえが自分で決断したのなら、私からは何も言うことはない」と答えた。

　それが、王としても最善の選択だと思っているからだろう。

　出立が明朝になったことを知った父は少しだけ驚いたが、すぐに必要なものを揃えるよう指示を出すと言ってくれた。あまりにも急な話で嫁よめ入いり道具などは用意できないが、それらは事が落ち着いてから送ってくれるそうだ。

　父の執務室を後にして自室に戻る途中、バタバタと慌ただしく駆け回るメイドや使用人たちの姿を目もく撃げきした。急きゆう遽きよ決まった第一王女の輿こし入いれ準備に奔ほん走そうしているのだろう。

　どこか人ごとのようにそれを眺めながら、王族の居住区がある一角まで戻ってきた。ぼんやりとしたまま自分の部屋に辿たどり着つき、扉を開ける。

「付き合ってくださって、ありがとうございました。明日は朝が早いので、今日はゆっくり休んでください」

　中に入る前に足を止め、後ろを振り返った。そこには、黒の軍服を着た黒髪の青年の姿がある。

　オルバは、黙ったままリーザレットを見つめていた。いつもなら、リーザレットが無事部屋に入ったのを見届けると同時に、隣にある彼の自室に戻っていくのに。

「……悪かった」

　不思議に思っていると、ぼそりとした声が響いた。

「俺のせいで、あんたに責任を取らせることになった……これでは《護り犬》失格だ」

　絞しぼり出だすように紡がれた言葉に、リーザレットは目を瞠る。こちらを見つめる灰色の双眸に、あの力強い輝きはない。きつく唇を引き結んだ顔にも覇気はなく、沈ちん痛つうな表情が浮かんでいる。

　そんなオルバを見ていると、胸が締めつけられた。彼にこんな顔をさせてしまったのだと思うと、いたたまれなくなる。

「謝らないでください。あなたは悪くないですから」

　こうなったのは、元はといえばリーザレットの失言が原因だ。オルバはリーザレットを護ってくれようとしただけで、彼が責任を感じる必要はない。

　それでもオルバの表情は晴れなかった。後悔と自責に満ちた瞳が、頼たよりなさげに揺れる。彼が悪いわけではない、何とかそれを伝えなければ──。

「あの……確かに、あなたのした行こう為いはあまりいいものとは言えませんが……それでも、私は嬉しかったです」

　気持ちを言葉にして、それを唇に乗せる。すると、オルバがかすかに目を見開いた。

「あなたが護ってくれて、とても嬉しかった……私は、その気持ちだけで十分です」

　心を込めてそれを伝え、オルバにほほえみかける。あの時──オルバが駆けつけてくれた時、嬉しかったのは本当だ。それは、絶対に間違いない。

「でも、これで王になることはできなくなってしまいました……約束を、守れなくてごめんなさい」

　自身の決断に後悔はない。だが、ただ一つ心残りがあるとすればそれはオルバの望みを叶えられなくなってしまったこと。あんなにもリーザレットを信じ、励はげまし、王に望んでくれたのに……。

　オルバは何も言わない。わずかに顔を俯けたため、長めの前まえ髪がみに隠れてその表情は見えなくなってしまう。

　そのまましばらく、無言の時が過ぎた。足元のノワが心配そうにリーザレットたちを見上げている。

「……おやすみなさい」

　そう言って踵きびすを返かえそうとした時、背後からいきなり抱き止められた。大きな腕に包み込まれ、身動きが取れなくなる。

「なっ、あ、あの……っ」

　突然のことに驚いている間にも、抱きしめる力はますます強くなった。ドレス越しに感じる体温に、とくんと鼓こ動どうが跳ねる。首元をかすめた吐息は甘あまく、そして切なさを含ふくんでいた。

　わけもわからず、泣きたくなる。ふいに心細さが込み上げてきて、抱きしめてくれる腕に夢中ですがりたい衝しよう動どうに駆られた。

　このまま、優しいぬくもりに包まれていたい──だけど。

「……離して、ください」

　求める心とは反対に、リーザレットは小さくそう訴えた。オルバが、わずかに身を震わせる。

「何故だ？」

「え、ええと……その、前にも言いましたが、結婚前の男女がこういう行動をするのは、やはり──」

「問題ない。俺は《護り犬》だからな」

　あっさりと拒絶され、リーザレットはうろたえる。いくら《護り犬》とはいえ、オルバは人間で、男性だ。しかも結婚が決まっている身で、さすがにこの状況はまずいのではなかろうか。

「仮とはいえ、あんたはこれから他の男のものになるんだろう──だったら、今くらい甘えさせろ」

　耳元でささやかれ、再び鼓動が跳ねた。同時に、締めつけられるような痛みが込み上げてくる。

　背後から回された腕にそっと指先で触れると、ほのかな熱が伝わってきた。その温かさに、思わず涙がこぼれそうになる。

（許されることではないと思いますが……でも、もう少しだけ）

　今は──今だけは、わがままを言ってもいいですか？
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　出立の朝は、見事なまでの晴天が広がっていた。澄すんだ蒼そう穹きゆうには雲一つなく、初夏の日差しが照りつけている。

「準備はできたか？」

　旅の支し度たくを整え住み慣れた部屋を出ると、漆しつ黒こくの青年が待っていた。長い時間馬車に乗ることを考こう慮りよし比ひ較かく的てき簡素なドレスに着き替かえたリーザレットとは違ちがい、オルバはいつもの軍服にマントと帽ぼう子しを加えたケインスタリア王国軍の正装をしている。

　その顔に、もう昨日のような頼たよりない表情はない。灰色の瞳ひとみは力強くリーザレットを見つめ、引ひき締しまった美び貌ぼうには自信があふれている。

「大だい丈じよう夫ぶです。いつでも出発できます」

　沈しずみかける気持ちを奮い立たせるように、なるべく明るい声で答えた。それを見たオルバがかすかに眉まゆ根ねを寄せるが、すぐに「わかった」と頷うなずく。

「少し早いが、行くか？」

「はい」

　オルバに促うながされ、リーザレットも歩き出した。ひらひらと揺ゆれるマントの裾すそを追いかけ、ノワがオルバの足元にじゃれつく。その無む邪じや気きな姿を見つめていると、少しだけ心が和やわらいだ。

「リーザレット様！」

　ふいに、背後からリーザレットを呼ぶ声がした。足を止めて振ふり返かえれば、いつも身の回りの世話をしてくれていたメイドたちが部屋の前に並んでいる。

「姫ひめ様、どうかお元気で」

「道中の無事を、心よりお祈いのりしております」

「リーザレット様のことは、絶対に忘れません。あなたにお仕えできて、本当によかったです」

　今にも泣き出しそうな顔で、メイドたちが次々に声を上げた。自分に向けられた言葉に、リーザレットは目を丸くする。

「ありがとう、ございます……私も、あなたたちに出会えて幸せでした」

　ほほえみと共にそう告げて、再び歩き出した。あまり長くとどまっていると、別れが惜おしくなりそうで。

　彼かの女じよたちは、ここへ残ることになっている。ノスヴァルドへ嫁とつぐにあたり、できれば気心の知れたメイドを何人か連れて行きたいと申し出たのだが、ウィアンに却きやつ下かされてしまったのだ。

　リーザレットと共にノスヴァルドヘ向かうのは、《護りガーデイアン・犬ドツグ》のオルバと愛犬のノワのみ。大国の姫君の輿こし入いれにしては、ずいぶんと質素だ。

　十六年間暮らしてきた王族の居住区を出て、リーザレットは城の玄げん関かんに向かう。途と中ちゆうですれ違ちがった使用人や貴族たちがひそひそとささやき合っていたが、毅き然ぜんと前を向いたまま歩き続けた。

　リーザレットもオルバも、何も言わない。石造りの廊ろう下かに、二人の靴くつ音おととノワの爪つめが床ゆかに当たる音だけが響ひびく。

　そっとオルバの横顔を窺うかがうと、昨夜のことが脳のう裏りに甦よみがえってきた。抱だきしめる腕うでの温ぬくもり、耳をくすぐる熱い吐と息いき、衣服越ごしに伝わる鼓こ動どう、『今夜くらいは甘あまえさせろ』という彼かれの言葉──それらが鮮せん明めいに思い出され、頰ほおにカッと血が上った。

　冷静になって考えてみれば、かなり恥はずかしいのだが──。

「どうした」

「ひゃあっ」

　突とつ然ぜんオルバに声をかけられ、リーザレットは悲鳴を上げる。また心の匂においを嗅かぎ取とられたのではないだろうかと不安になり、慌あわてて頭を振って昨夜の記き憶おくをかき消した。

「な、何でもないです。気にしないでください」

「そうか。なら、いい」

　それだけ言って、オルバが前を向いた。その様子はまったくいつも通りで、勝手に取り乱していた自分がますます恥ずかしくなる。

「ようやく来たか。なかなか現れないから、気が変わったのかと思ったぞ」

　赤くなった顔を見られないよう俯うつむき加減で玄関に辿たどり着ついた途と端たん、そんな言葉が投げかけられた。おそるおそる顔を上げれば、そこに白はく髪はつの青年の姿がある。そばには彼の従者であるルカが控ひかえていた。

「心配させてすみません。ただいま参りました」

　頭を下げると、ウィアンが安あん堵どするように息をつく。隣のルカも、同じように肩の力を抜いた。

　その向こうには、一台の馬車が停とまっていた。ケインスタリア王家の紋もん章しようが刻まれた、王族専用の箱馬車だ。ルカと二人きりでケインスタリアにやってきたというウィアンは、馬車を持っていない。だが、さすがにリーザレットを連れて徒歩の行軍はまずいということで、ケインスタリア側で馬車を用意したのだ。

　御ぎよ者しや台に目を向けると、見慣れない風ふう貌ぼうの男が座すわっていた。帽子を目ま深ぶかに被かぶり、肩かたをすぼませて手た綱づなを握にぎっている。ノスヴァルドへ帰き還かんするにあたり、極力他国の人間を入れたくない──そう提言したウィアンがどこからか連れてきた素す性じよう不明の男だ。

「何だ、もう出発か。未練がなさそうで何よりだ」

　突とつ如じよ響いたその声に、リーザレットはハッと息を吞のむ。声のした方に目をやれば、玄関の前にアラン、グレアム、ロザリエッタの三人が立っていた。異母兄きよう妹だいたちの姿に、リーザレットは目を丸くする。

「……見送りに、来てくれたんですか？」

「ま、一応ね。可か愛わいい妹の旅立ちの日だし」

「父上の代理だ。今日は朝から公務があって、ここへ来ることができないからな。ケインスタリアの王族として、ノスヴァルドの皇子を送りに来ただけだ」

　薄うすく笑えみを浮うかべているグレアムに対し、アランは不本意そうな表情で淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。いつもと変わりない義ぎ兄けいの姿に、リーザレットはわずかに安あん堵どを覚える。

（私がいなくなっても、兄様たちがいれば大丈夫……）

　この国の第一王子と第二王子は優ゆう秀しゆうだ。今でも十分に父を支え国を回している。彼らがいるなら、何も憂うれうことはない──だけど。

　そっと、リーザレットは視線を落とした。瞳に映ったのは、兄たちの影かげに隠かくれるように立っている金きん髪ぱつの少女──ロザリエッタだ。

　ふっくらとした唇くちびるをきゅっと引き結び、眉まゆを吊つり上あげてこちらを睨む異母妹を見て、リーザレットは小さく肩を落とした。

「ごめんなさい。せっかく心配してくださったのに……」

「もういいわ。こうなったのは、お姉様のせいじゃないもの」

　きつく閉ざしていた唇を解いて、ロザリエッタが言った。その声こわ音ねには、あきらめの色が滲にじんでいる。

「私が文句を言いたいのは、オルバ・ドーベルマン──あなたよ」

　リーザレットを通とおり越こして、ロザリエッタの瞳がオルバを捉とらえる。背後で影のように控えていたオルバが、それを受けてかすかに表情を歪ゆがめた。

「好きに言えばいい。別に俺の許可はいらんだろう」

　肯こう定ていの言葉が返ってくるとは思っていなかったのか、ロザリエッタが鼻白む。だが、すぐに気を取り直したように口を開いた。

「ノスヴァルドの地で、お姉様のそばにいられるのはあなただけ……ならば、命を懸かけて主人を護りなさい」

「……言われるまでもない」

　それのどこが文句なんだ、とオルバが苦笑する。二人のやりとりをほほえましく眺ながめつつも、リーザレットはその言葉を胸に刻きざみ込こんだ。

「アラン兄様、グレアム兄様、ロザリー……今まで、ありがとうございました」

　異母兄妹たちの顔を順番に見み渡わたして、心から礼を述べる。〝落ちこぼれ〟ゆえに、彼らにはずいぶんと迷めい惑わくをかけてしまった。

「望み通りの仕事ができず、申し訳ございません。保管庫の整理も、結局終わらせることができないままで……」

　小さく唇を嚙かんで、リーザレットは足元に視線を落とす。アランが望んだ『ウィアンからケインスタリアに有益な情報を聞き出す』という任務は失敗に終わったし、グレアムに頼たのまれた保管庫の書類整理は中ちゆう途と半はん端ぱに作業が止まってしまっている。

「……別にいいよ。元々は俺の仕事だし、そのうち手をつけるさ」

「悪いが、元から期待などしていない。謝罪は不要だ」

　それぞれ言葉を返してくれた異母兄に、リーザレットはそっとほほえみ返す。相変わらずのそっけなさだが、かえってそれが安心する。

「そろそろ出発したいんだが、まだ時間がかかるのか？」

　戸惑ったような声に呼ばれ、リーザレットは慌ててウィアンを振り返った。視線の先に見えたのは、馬車の前で待っている白髪の青年の姿。

「すみません、すぐ行きます──では、お元気で」

　短い挨あい拶さつをすませ、くるりと身を翻ひるがえす。ドレスの裾を摘つまんで小走りに駆かけ出だしたリーザレットの後を、転がるようにノワが追いかけてきた。

　ウィアンの元まで辿り着くと、ウィアンが顎あごをしゃくってルカに合図した。

「どうぞ、ウィアン様」

　恭うやうやしく、ルカが扉とびらを開けた。同時に、ウィアンがリーザレットに手を差さし伸のべてくる。一いつ瞬しゆんポカンとしてそれを見つめ返してしまったが、急いでその手を取る。途端にぐいと引き寄せられ、馬車の中に押おし込められた。

　リーザレットに続いて、ノワが飛とび込んでくる。ウィアンが不満そうな顔をしたが、すぐさま気を取り直したように馬車に乗り込んできた。

　その後にルカが続き、最後にオルバが残される。《護り犬》の名を呼ぼうとした瞬しゆん間かん、ルカの手によって馬車の扉が閉じられた。

「あの、彼も一いつ緒しよに──」

「悪いが、犬は外だ」

「でも」

「おまえは俺の妃になるんだ。いくら《護り犬》とはいえ、夫以外の男が四六時中そばにいれば余計な勘繰りを入れられる恐れがある」

　言われて、リーザレットは閉口する。確かにウィアンの言う通りだ。

「あの男は、あくまでおまえの従者──ノスヴァルドではそういうことにしておけ」

「わかりました。気を遣ってくださってありがとうございます」

　礼を言うと、ウィアンが面食らった顔をした。が、すぐさま視線を背け居心地悪そうに身じろぎをする。その直後、馬車がゆっくりと動き出した。




　王城を出た馬車は、北へ北へと向かっていた。王都の街並みを抜ぬけると、広大な森が広がっている。物資を運ぶための道が申し訳程度に整備されているが、それ以外に人工的な建築物はない。

　緑濃こい森の中を、馬車は進んでいく。護衛すらもウィアンが拒こばんだため、ノスヴァルドへ向かうのはこの一台だけ。どうやら、ウィアンはよほど他国の人間をノスヴァルドに入れたくないらしい。

　初めのうちは興味深そうに窓の外を覗のぞいていたノワも、今はリーザレットの膝の上で丸くなっていた。揺れた拍ひよう子しにふらついたふりをして、ちらりと窓の外を窺う。視界の隅すみに黒い影を捉え、ホッと胸を撫なで下おろした。王城を出る前にどこからか調達したらしい馬を駆り、オルバは馬車を追ってくる。

「ようやくこの国ともおさらばですね、ウィアン様。正直言って、ちょっとうんざりしてたんですよ。必要以上に暑いし、人はいっぱいいるし、料理の味つけは濃すぎるし……まあ、お菓か子しはおいしかったですけど」

　ウィアンの隣となりに腰こし掛かけたルカが、ため息と共にそう吐はき出だした。その顔には、ケインスタリアに対する不満と、やっと祖国へ帰れるという安堵が滲み出ていた。

「ノスヴァルドに着いたら、まずは祝しゆく杯はいを上げましょう！　厨ちゆう房ぼうに頼んでご馳ち走そうを用意してもらって……あ、もちろんウィアン様の好きなものばかりですよ！」

　ガタゴトと響く車輪の音の合間に、ルカの楽しげな声が響く。自分の主人が無事目的を達成して凱がい旋せんするのが嬉うれしいらしく、かなり上じよう機き嫌げんだ。

「みんな、ウィアン様の帰還を待ち望んでますよ！　皇こう帝てい陛下だって、きっと──」

「だと、いいんだがな」

　答えたウィアンの声は硬かたい。ケインスタリアと婚こん姻いん関係を結ぶという目的は達成したものの、はたして現皇帝は彼を認めてくれるだろうか。

「あの……一つ、いいでしょうか？」

　おずおずと声を上げると、ウィアンとルカがこちらを振り返った。二対の双眸に見つめられ思わず居住いを正すが、ウィアンに無言で促されリーザレットは先を続ける。

「昨夜、いろいろ考えてみたんです」

「考えた？　何をだ」

「ノスヴァルドに対する支し援えんの計画を、です」

　答えると、ウィアンが目を丸くした。が、それも一瞬ですぐさま眉をひそめる。

「ええと、その……支援をするにしても、まずは何が必要かを吟ぎん味みする必要がありますよね？　その中でも、緊きん急きゆう度が高いものとそうでないものを分類し、急ぎで送ってもらうものをまとめましょう」

　怪け訝げんそうな顔をするウィアンの方へ身を乗り出し、リーザレットは自身の考えを語り始める。オルバを護るために結けつ婚こんを了りよう承しようしたのは事実だが、ウィアンの手助けをしたいと思ったのも噓うそではない。だから、そのために何をするべきかを昨晩考えてみたのだ。

「それが決まったら、今度はどこに何をどれだけ分配するかを決めなくてはなりません。なるべく平等に、場所によって偏かたよりがないように……もちろん、状じよう況きようにもよりますが」

　支援をするといっても、その方法はまだ何も決まっていない。物資を送るにしても何がどのくらい必要か見当もつかないし、届いたそれらを民たみたちにどう分わけ与あたえるかを考える必要もある。

　さらに、リーザレットにとってノスヴァルドは未み踏とうの地──何から何まで、わからないことだらけだ。まずは現状を把握し、それから支援の方法を検討しなくては。

「同時に、ノスヴァルドの地で何ができるのかを考えましょう。農耕は難しいかもしれませんが、代わりに何か売り出せるものがあるかもしれません。名産品などがあれば安定した収益も見み出いだせますし、民に仕事を与えることもできます。ケインスタリアからの支援はもちろん継けい続ぞくしますが、それに頼り切りになっては──」

「必要ない」

　指折り数えながら説明するリーザレットをウィアンが遮った。拒むような声音に、リーザレットは口を噤む。

「おまえがそこまで考えることはない。これからのノスヴァルドに何が必要かは、オレや他の皇族が決める」

　きっぱりと断られ、リーザレットは啞然とする。ウィアンの力になろうと懸けん命めいに考えてみたのだけれど、まさか突っぱねられるとは思ってもみなかった。

　が、すぐに気を取り直し、リーザレットは再び口を開く。

「でしたら、書類の整理や事務仕事のお手伝いをさせてください。政治的なことに口は出せなくても、それくらいなら──」

「おまえは何もしなくていい。部屋でおとなしくしていろ」

「そんな……」

　強い口調で言われて、今度こそ言葉を失った。そっと目を伏せて、膝の上の両手を握りしめる。

（では、私はノスヴァルドで何をすればいいのでしょう？）

　政治にかかわることは許されず、補助的な仕事すら任せてもらえない──これでは、まったくの役立たずではないか。

「いや、何も邪じや険けんにしているわけじゃない。これは、おまえの身の安全のためでもあるんだ」

　ふいに口調を緩ゆるめ、ウィアンが言う。身の安全のため、という言葉に、ぞくりと肌はだが粟あわ立だった。これから自分が向かうのは、長年敵対してきた国なのだ。いくらウィアンの妻として身を置くとはいえ、まったく危険がないとは言いきれない。あまり表立って動けば、ノスヴァルドの貴族たちの反感を買ってしまう可能性もある。

「ウィアン様は、私を心配してくださってるんですね」

　ぽつりとこぼすと、ウィアンが「うっ」と言葉を詰まらせた。

「べ、別に深い意味はない。下手に目立って、命を狙ねらわれでもしたら困るからな。おまえは大事な切り札なんだ」

「切り札……？」

「愛娘まなむすめを盾たてに取られれば、ケインスタリア王も我らに従わないわけにはいかないだろう。今後の国交を優位に進めるため、おまえには交こう渉しようの材料になってもらう」

「まさか……最初からそれが目的で……？」

　震ふるえる声で問いかけると、ウィアンが「そうだ」と頷いた。それを聞いて、リーザレットは絶句する。交渉材料？　私が？　そのために、この結婚を？　そんな疑問が、ぐるぐると頭の中を巡めぐった。

（このままノスヴァルドに行けば、都合よく利用されてしまう……）

　自分の存在がケインスタリアにとって枷かせとなる──そう気づいて、リーザレットは青ざめた。そんなこと、甘受できるわけがない。

「心配するな。たとえ交渉が上う手まくいかなかったとしても、命まで奪うばうわけじゃない。おまえの身の安全は、オレが保障する」

「そういう問題ではありません！　とにかく、一度王都に戻もどってください。お父様たちに相談します」

「だめだ。すでに決まった話を覆くつがえすつもりはない」

　訴うつたえるも、すげなく断られてしまう。だが、このまま引き下がるわけにはいかない。何とかウィアンを説得しようと口を開きかけた時、馬車が大きく揺れた。

「きゃっ……」

　とっさにノワを抱かかえて、リーザレットは身を丸める。座席の上に投げ出されたが、弾だん力りよくのあるクッションに受け止められ、幸いケガはなかった。

「な、何？」

　怖こわ々ごわと顔を上げ、様子を窺う。馬車の揺れはますます激しくなり、窓の外の景色が流れるように後ろに飛んだ。明らかに、速度が上がっている！

「悪いが、馬車を降りようなどとは考えないでくれ。おまえには、このままノスヴァルドに来てもらう」

　愕がく然ぜんとするリーザレットに、ウィアンが告げた。窓の外を飛ぶように流れる景色を見やり、きつく唇を嚙む。

（何とか、しなくては……）

　このまま、ノスヴァルドまで連れて行かれるわけにはいかない。だが、ウィアンは説得に応じず、強ごう引いんに馬車を走らせている。もう、リーザレットの力では止められない。

　ならば、できることはただ一つ。

　心を決め、深く息を吸すい込んだ。脳裏に思い浮かべるのは、漆黒の髪かみと灰色の瞳を持つ青年──。

「オルバ・ドーベルマン！　今すぐ、この馬車を止めなさい！」

　力の限り、リーザレットは叫さけぶ。《護り犬》の彼になら、この声が届くはずだ。

　その時、馬車を重い衝しよう撃げきが襲おそった。続いて、御者台から引きつった悲鳴が聞こえてくる。

「ウィアン様！」

　ルカが緊きん迫ぱくした声を上げた。隣のウィアンが険しい顔で外を睨む。直後、再び衝撃に馬車が揺れた。

「構うな、走れ！」

　ウィアンの命令を受け、馬車がさらに速度を増す。が、いくらも行かないうちに馬のいななきが聞こえ、馬車が急停止した。

「な、何が……」

「いいから、伏ふせていろ！」

　起き上がろうとしたリーザレットの肩を摑つかんで、ウィアンが座席に押しつけた。そのまま扉の前に立ちはだかり、小さく舌打ちをこぼす。

　それをかき消すように、激しく扉を叩たたく音がした。とっさに手を伸ばしかけたが、ウィアンに止められてしまう。

「下がってください、ウィアン様！」

　ルカが叫んだのと、馬車の扉が大きな音を立てて外れたのはほぼ同時だった。途端に、濃い緑が視界に飛び込んでくる。

　扉の枠わく木ぎで四角く切り取られた景色の中央には、漆黒を纏まとう青年の姿があった。もうすっかり慣れ親しんだその顔を見て、リーザレットは目を輝かがやかせる。

「ドーベルマン大たい佐さ！」

　安堵と喜びに思わず声を上ずらせると、男が不敵な笑みを浮かべた。

「望み通り、馬車は止めたぞ」

　得意げにそう言って、男──オルバが馬車に乗り込んできた。ほぼ半日ぶりに聞いた低い声に、涙なみだが込み上げてくる。

「余計なことを──」

「どけ」

　立たち塞ふさがるウィアンを押しのけ、オルバが座席の上で身をすくめているリーザレットの方へ手を伸ばした。反射的にその手を取ると、強い力でぐいと引き寄せられる。次の瞬間には逞たくましい腕に抱かかえ込まれ、厚い胸むな板いたに顔を押しつけられた。

「悪かったな。怖こわい思いをさせて」
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　リーザレットの髪を梳すきながら、オルバがささやく。彼の腕の中で、リーザレットは小さく首を振った。まだ少し震える手で、きゅっとオルバの軍服を摑む。

「何のつもりだ」

　リーザレットの背後で、苛立ち混じりの声が響いた。おそるおそる振り返ると、ウィアンが険しい顔でこちらを睨んでいる。

「主人を返してもらいに来ただけだ。交渉材料としておまえに利用されるくらいなら、このまま俺が攫さらっていく」

　とくん、と鼓動が跳はねた。抱きしめてくれる腕にすがりながら、リーザレットはオルバの言葉を嚙みしめる。

「この婚姻は、双そう方ほうが同意したものだ。それを反ほ故ごにするというのか？」

「笑わせるな。本当は、最初から全部おまえが仕組んだことじゃないのか？　わざと俺を挑発して国に居づらい状況を作ったのも、民を救うためだと言って彼女の信用を得ようとしたのも」

「違う！　オレは──」

「皇子自みずから乗り込んできたのも、こちらを油断させるためか？　もしくは、何か別の目的があったんだろう」

「別の目的？」

　問い返すと、オルバが「そうだ」と頷いた。

「例えば、《護り犬》の力を警けい戒かいし、その弱点を突つき止とめようとした──とかな」

「っ！」

　思わず息を吞む。そう言えば、ウィアンはやたら《護り犬》に興味を持っていた。まさかあれは、秘密を探さぐろうとしていたからなのだろうか。

「ふざけるな！」

　怒りの声を上げたのはルカだ。白い頰を上気させ、きつくこちらを睨みつける。

「ノスヴァルドの民が、おまえたち《護り犬》を恐おそれるものか！　人間にへりくだった《聖せい犬けん》の力など、我ら《白はく狼ろう》の足元にも及およばない！」

「ルカ！」

　ウィアンが叫ぶのと、ルカの身体からだに異変が起きたのは同時だった。後ろで一つにまとめていた髪がほどけてざわりと広がり、青せい灰かい色しよくの瞳が怪あやしげに輝く。開いた唇の下には尖とがった犬歯が覗き、喉のどの奥おくから獣けものの咆ほう哮こうがほとばしった。ローブを取とり払はらってあらわになった肌を純白の被ひ毛もうが覆おおい、鼻が前に突き出たかと思うとみる間に口が裂さける。

「なっ……」

　目を瞠みはるリーザレットの前に現れたのは、一匹ぴきの獣。ピンと尖った耳に、すらりと伸びた鼻先。低く唸うなり声を上げる口元にはずらりと牙きばが並び、四し肢しの先には鋭するどい鉤かぎ爪づめが生えている。狼おおかみだ。

　リーザレットの腕の中でノワが吠ほえる。それを威い嚇かくするように狼が咆哮を上げた。

「逃げるぞ！」

　言うなり、オルバがリーザレットを抱えて馬車から飛び降りた。直後、リーザレットたちがいた場所に白い狼が突っ込んでくる。

「下がっていろ」

　リーザレットを地面に下ろし、オルバがサーベルを抜いた。その切っ先が向けられた先には、今にもこちらに躍おどりかかってきそうな狼の姿がある。

　吠え続けるノワを腕に抱いたまま、リーザレットは数歩下がった。それを確かく認にんし、オルバがゆっくりとサーベルを構える。

　獰どう猛もうな唸り声を上げたかと思うと、ルカが地を蹴けった。オルバがサーベルを一いつ閃せんさせ、その鼻先に突きつける。

　ルカは一瞬怯ひるんだように身を翻した。が、すぐさま近くにあった木を蹴って宙へ跳とび上あがる。空中で身体を捻ひねり、再びオルバに向き直った。

　頭上から襲いかかってきたルカの牙を、オルバがサーベルで受け止める。キン、と甲かん高だかい音が森の中に響き渡った。それでもルカは引こうとせず、サーベルごとオルバに食らいつこうとする。

　小さく舌打ちして、オルバが腰こしに提さげていた銃じゆうを引き抜いた。黒光りする銃口を向けられ、ルカが慌てて飛とび退のく。

　その隙すきを逃のがさず、オルバがルカの脇わき腹ばらを蹴りつけた。純白の体たい軀くが吹ふっ飛とんで、背後の木に激げき突とつする。軽く首を振って頭を上げたルカの額に、オルバが銃を突きつけた。地面に崩くずれ落おちたまま、白い狼が忌いま々いましげにオルバを睨みつける。まだ戦意は失っていないようで、喉の奥で低く唸り声を上げていた。

「一体、何がどうなって……」

　オルバと対たい峙じする狼を見て、リーザレットは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。先ほどから、事態がまったく飲み込めない。少年だと思っていたルカが目の前で狼に変へん貌ぼうし、《護り犬》の力を持つオルバと戦って──いくら何でも、理解の範はん疇ちゆうを超こえている。

「俺にもわからん。だが、一つだけはっきり言えるのは、あいつが化け物だということだ」

「化け物とはずいぶん失礼だな」

　オルバの言葉に被せるように、そんな声が響いた。ハッと視線を巡らせれば、森の向こうから白い髪の青年が歩いてくる。

「我々は、ノスヴァルドの護り神である《白狼》の血を引く人間──つまり、人と狼の力を持つ人じん狼ろうだ」

「人狼？」

「はるか昔、この大陸には二匹ひきの獣がいた。一方は白い毛並みを持ち、もう一方は黒い毛並みを持っていた。彼らは太古よりこの地を見守ってきたが、人間が土地を巡って争うたびにそれを憂いていた」

　ウィアンの声が、静かに森に響く。遠い昔に想おもいを馳はせるように、銀の瞳がスッと細められた。

「二匹の獣は、何とかして争いを終わらせようと考え、それぞれ別の人間の元へ向かった。白い獣は北の大地を支配する部族の長おさを、黒い獣は南の地で戦いを続ける武人を選んだ」

　まさか、とリーザレットは呟く。ケインスタリアに伝わる《聖犬》の伝承──長きにわたる争いを終わらせるため、《聖犬》は初代国王に力を貸した。そして彼は約束通りに紛ふん争そうを収め、国を作ったと言われている。

「その通りだ。黒き獣は《聖犬》として、白き獣は《白狼》として、それぞれが選んだ人間に力を貸した。ただ一つ違ったのは、《聖犬》が共に戦うことを選んだのに対し、《白狼》は戦士として戦わせるために自身の力を分け与えたことだ」

　思わず、リーザレットはオルバと顔を見合わせる。ケインスタリアの王族が《聖犬》の力を借りて《護り犬》を使し役えきできるように、ウィアンたちノスヴァルドの民も《白狼》から与あたえられた力を扱あつかえる、ということか。

「人狼の力は、ノスヴァルドの王族のみに受うけ継つがれる。だが、ごく稀まれに王族以外の人間にも発現することがある。ルカのようにな」

　地面に座すわり込んでいる狼に、ウィアンがちらりと視線を向けた。ゆっくりと身を起こしたルカが、甘えるようにウィアンに鼻先をすり寄せる。

「だから何だ。人狼の血を引いていると言っても、実際そいつは《護り犬》の俺には遠く及ばなかった。そんな奴らを、恐れる必要はない」

　挑ちよう発はつするように、オルバが言った。それを見て、ウィアンが不快そうに眉をひそめる。

「半人前のルカを倒たおしたくらいで、いい気になるなよ。我ら人狼の力は、こんなものではない！」

　叫ぶなり、ウィアンが吠えた。獣の咆哮がビリビリと空気を震わせ、リーザレットは思わず後ずさる。野生の獣と対峙した時のような恐きよう怖ふが、じわじわと背筋を這はい上あがってきた。そんなリーザレットを庇かばうように、オルバが前に立つ。

　その向こうで、ウィアンの姿が変貌していくのが見えた。雪色の体毛が全身を覆うと同時に耳がピンと尖り、鼻先が伸びていく──そうして現れたのは、ルカよりも一回りも二回りも大きな白い狼だった。

　それを見て、リーザレットは「あっ」と声を上げる。

「あなたは、あの……白いわんちゃん？」

「だ、誰だれが犬だ！」

　すかさず飛んできた怒ど号ごうに、リーザレットは「すみません」と身をすくめた。それから改めて目の前の狼を見る。王城の庭に時々現れた白い犬──似ているとは思っていたが、まさかウィアン本人だったとは。

「なるほど。その姿で城の中を歩き回って、いろいろ探っていたということか」

　納得したようにオルバが言う。それに答えないままウィアンが地面を蹴った。白い影が、一瞬でオルバに迫せまる。

　オルバがすばやく腕を振るう。煌きらめく剣けんが、振り下ろされた狼の前足を受け止めた。鉄の刃はと獣の爪がぶつかり合い、ぎぃん！　と高い音が響き渡る。

　二人はしばらく睨み合っていたが、どちらからともなく後ろに跳んだ。一いつ旦たん距きよ離りを置いたかと思えば、再び地面を蹴って肉にく薄はくする。

　深い森の中で、漆黒の青年と白い狼が切り結ぶ。《聖犬》と《白狼》、それぞれの力を受け継ぐ二人の攻こう防ぼうはすさまじく速い。

　ぶつかっては離れ、距離を取っては再び剣と牙を交える。何度かそれを繰くり返かえした後、ふと白い狼──ウィアンが動きを止めた。

「このオレと互ご角かくに戦えるとは……やはりおまえは、我らと同じ匂いがする」

「……何？」

　警戒を解かないままウィアンを睨みつけていたオルバが、怪訝そうに眉をひそめる。白い狼が鼻をひくつかせ、それから銀の瞳を細めた。

「その動き、勘かんのよさ、とても《護り犬》の力だけが影えい響きようしているとは思えない。やはりおまえには、もともとそういう力が備わっていたのだろう」

　ウィアンの問いかけに、オルバが押おし黙だまる。確かに彼は、幼い頃ころから圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう技術とセンスを持っていたと言われ、現にケインスタリア王国軍最強と呼ばれる軍人だ。その強さゆえに《漆黒の狂犬》の異名を持ち、人々に恐れられている。

　答えないオルバを見て、ウィアンが小さく口の端はしを吊り上げた。

「図星か。つまりおまえは、オレやルカと同じ狼の血を引く人間──人狼ということだ」

「っ！」

　ウィアンの言葉に、リーザレットは目を瞠った。まさか、そんな、という思いが胸に渦うず巻まく。オルバが、ウィアンやルカと同じく人狼の血を引いている……？

「長い歴史において、ノスヴァルドの皇族は何度か分ぶん裂れつを繰り返した。その中には、追放されたり遠くへ流されたりして故郷を離れた者もいる。こいつの祖先は、そういう連中だろう」

「そんな、ことが……」

　にわかには信じられない。オルバが、ノスヴァルドの皇族の血を引いているなんて。

　だけど、彼はドーベルマン家の養子だ。そして、自分を産んだ両親のことはほとんど覚えていないと言った。

　だとしたら、ウィアンが言うように彼の両親、もしくはどちらかがノスヴァルドの血を引いていて、オルバもまた人狼の力を受け継いでいるという事実もあり得るかもしれない。

「俺、は……」

　力なく呟かれた言葉に、リーザレットはハッと我に返る。見れば、少し離れたところで腕を下ろしたオルバが立たち尽つくしている。

「ドーベルマン大佐！」

　とっさに駆かけ寄よろうとしたリーザレットの前に白い影が飛び込んできた。主人を庇うように前に出たノワが、ウィアンに向かって激しく吠えたてる。

「あれは我らの同どう胞ほうだ。このまま、おまえの犬にしておくわけにはいかない」

　低く唸るようにウィアンが言った。銀の瞳が、ぎろりとリーザレットを睨みつける。

「今すぐ《護り犬》の契けい約やくを解除しろ」

「なっ……」

　告げられた言葉に愕然とする。だが、ウィアンは有無を言わせぬ様子でさらに鼻先を突きつけてきた。

「おまえがあの男と契約を結べたのは、奴が人狼の血を引いているゆえだろう──だが、我ら人狼の力は人間に従属するためにあるのではない。自ら戦い、勝利を勝ち取るためのものだ！」

　そう言って、ウィアンが牙を剝むいた。すぐ間近で響いた咆哮がリーザレットの耳じ朶だを打つ。途端に恐怖が湧わき上あがってきて、思わず後ずさった。

（こ、怖い……でもっ）

　狼の姿をしたウィアンに睨まれ、足が震える。すぐにでもこの場に膝をついてしまいそうになるが、何とかこらえて銀色の双眸を見返した。

「で……できません」

「何？」

「契約を解くことは、できません！」

　力いっぱい叫ぶと、ウィアンが目を瞠った。が、すぐさま鼻先にしわを寄せ牙を剝き出す。

「ふざけるな！　我わが同胞を、これ以上侮ぶ辱じよくする気か！」

「そうではなくて……《護り犬》の契約を解除する方法は、まだ見つかっていないんです！」

　そう言って、リーザレットは首を振る。人間であるオルバと結んだ、異例のこの契約──それができた理由は判明したが、解除の方法まではわからない。

「でも、たとえその方法がわかったとしても……私は、彼との契約を解除する気はありません」

　きっぱりと告げると、ウィアンが不快そうに鼻を鳴らした。構わず、リーザレットは先を続ける。

「彼は──オルバは、私にとって特別な人なんです。落ちこぼれだと言われていた私を主人と認め、ずっとそばにいてくれました」

　オルバと出会ってからの日々が、脳裏に甦る。初めは「あんたを主人とは認めない」と言っていたオルバが、最後には「あんたの犬になる」と言ってくれた。リーザレットに王の資質があると言って、王にしてやると言ってくれた。

　オルバの言葉が、存在が、リーザレットにとって大きな支えになっていたのは事実だ。

　そして、そんな彼にいつしか惹ひかれていたことも──。

「だから私は、彼を手放すことはできません。契約があってもなくても、私が共にいたいと思うのはオルバだけですから」

　まっすぐにウィアンの目を見据え、リーザレットは胸の内を伝える。

　誰に何と言われようと、これだけは譲ゆずれない。リーザレットにはオルバが必要なのだ。《護り犬》としてだけではなく、何よりも大切で、特別な人として。

　ウィアンはしばらく黙ったまま、リーザレットを見つけていた。が、やがてゆっくりと息をつく。

「応じる気はない、か──まあいい。ならば、おまえごとノスヴァルドに連れて行くまでだ」

　そう言うと、ウィアンがリーザレットに飛びかかってきた。とっさに反応できず、受け身も取れないまま地面に押し倒される。リーザレットのそばで、ノワが抗こう議ぎするように吠えた。

「な、何を……っ」

　声を上げようとして、リーザレットは息を吞む。すぐ目の前に狼の顔があった。大きく裂けた口を開き、今にもリーザレットに嚙みつこうとしている。

「動くな」

　とっさに逃げようとしたリーザレットを、ウィアンが制す。怪しげな輝きを湛たたえた銀の瞳が、ひたとこちらを見据える。その銀の双眸を眺めていると、次し第だいに意識がぼうっとしてきた。強こわ張ばっていた身体から徐じよ々じよに力が抜け、警告を発するように吠えるノワの声が遠くなっていく。

「何も殺しはしない。我ら人狼には、嚙みついた相手を意のままに操あやつる力がある──それを使って、おまえをノスヴァルドに連れて行くだけだ」

　ぼんやりとした意識の中に、ウィアンの声が響いた。彼の言葉が本当ならば、自分はこのまま意思を奪われ彼の傀かい儡らいとなるのだろうか。

　そんな考えが脳裏をよぎった時、ふっと身体から重みが消えた。同時に、意識が引き戻される。おそるおそる目を開けると、そこに白狼の姿はなかった。代わりに視界に飛び込んできたのは、漆黒を纏う青年の姿。

「オ、オルバ……」

　ぽつりとこぼした呟きに、オルバの肩が跳ねる。ゆっくりとこちらを振り返った瞳は、いつになく力強く、揺るぎない。精せい悍かんさと色香が混じり合った横顔には動どう揺ようも迷いもなく、いつもと変わらぬ自信に満ちた表情が浮かんでいる。

「もう大丈夫だ」

　低く、オルバがささやいた。それを聞いた途端、リーザレットの胸に安堵が広がっていく。自然と口元がほころび、視界が滲んだ。

「さあ、俺に命じろ。あんたが望むなら、あの狼を八やつ裂ざきにしてやる」

「えっ!?　や、八つ裂きはだめです！」

　物ぶつ騒そうな言葉に驚おどろき、慌てて制止の声を上げる。相手はノスヴァルドの皇子だ、八つ裂きはさすがにまずい。

　そんなリーザレットの心中が伝わったのか、オルバは「わかった」と頷いた。その顔は少々残念そうにも見えるが、きっと気のせいだと思いたい。

「おまえは、我らと同じ人狼の血を引く者──それでもなお、ケインスタリアの人間に屈くつするというのか！」

　響いた声に、リーザレットはそちらを振り返る。少し離れた木こ陰かげに佇たたずんでいるのは、純白の体毛を持つ一匹の狼。その隣には、ようやく動けるようになったらしいルカが寄より添そっている。

「屈するわけじゃない。自分の意思で、彼女を主人と認めたまでだ」

　堂々と胸を張って、オルバが言い放った。まったく答えになっていない気もするが、そこはあえて何も言わないでおく。

「俺はおまえたちの同胞になる気はない。人狼の血を引いているだか何だか知らないが、俺は俺の意思で仕える主人を選ぶ」

　オルバの言葉に、リーザレットの胸が熱くなる。突き動かされるまま彼の元に駆け寄りたくなるが、再びサーベルを構えたオルバを見て踏ふみ止とどまった。その視線の先では、身を低くしたウィアンが今にも飛びかかろうとしている。

「あくまで我らを否定するか……ならば、もうおまえを同胞と思う必要はない！」

　叫ぶと同時に、ウィアンが咆哮を上げた。力強い四肢で大地を蹴り、こちらに向かってくる。

　すぐさまオルバがサーベルを振るい、ウィアンの爪を受け止めた。が、その背後からルカが姿を現す。とっさに銃を抜き、オルバが引き金を引いた。パン！　と乾かわいた音が森中にこだまする。

「オルバ！」

　銃じゆう弾だんでルカを遠ざけたオルバに、ウィアンが迫っていた。リーザレットの声に反応して、オルバが振り返る。躍りかかってくる狼に向けてすばやくサーベルを一閃させたが、ウィアンはそれを紙かみ一ひと重えでかわしてしまう。

（いくら何でも、一対二では対処しきれない……）

《護り犬》の力により身体能力が強化されているとはいえ、二人同時に相手をするのは無理がある。しかも相手は人じん智ちを超えた存在、人狼だ。

　どうしたら──どうすれば、オルバを助けられる？　リーザレットは必死に考えを巡らせる。

　その時、ノワが吠えた。ハッと我に返れば、目の前に青灰色の瞳を持つ狼が迫っている。その向こうにウィアンと対峙するオルバの姿が見えた。こちらに気づいて何かを叫んだが、ルカの上げた咆哮にかき消され何も聞こえない。

「っ！」

　反射的に腕を上げて迫り来る牙から頭を庇った時、一発の銃声が響いた。キャン、という甲高い獣の悲鳴が響いて、どさりと何かが地面に落ちる音がする。

　おそるおそる目を開けると、すぐ近くに白い狼が倒れていた。その前足が赤く染まっている。

「おや……外しちゃったかな？」

　続いて、緊迫した空気に似つかわしくないのんびりとした声がした。ハッとして振り返り、リーザレットは目を瞠る。

「シェパード少しよう佐さ！　それに、ルーシー姉様も！」

　緑に囲まれた街かい道どうの向こうから現れた、二頭の馬。その背にまたがる人物を見たリーザレットの驚きよう愕がくの叫びが、森の中に響き渡った。




「お二人とも、どうしてここに？」

　ウィアンたちを警戒しながら馬を降りたルーシーとセドリックに、リーザレットは目を丸くして問いかける。

「アラン殿でん下かとグレアム殿下から命が下りまして。急いで、リーザレット殿下の馬車を追ってほしい、と」

「兄様たちが？」

「はい。もうすぐ援えん軍ぐんも到とう着ちやくします」

　笑え顔がおで答えたセドリックに、リーザレットはますます驚く。まさか、彼らが自分を追うよう指示を出していたなんて──一体何があったのだろう。

「ところで、これはどういう状況？　何であんたが獣と戦ってんのよ？　ノスヴァルドの皇子様はどうしたの？　まさか食べられちゃったんじゃないでしょうね？」

　ウィアンと対峙したままのオルバに、ルーシーが問いかける。それを聞いて、白い狼が小さく舌打ちした。

「オレとしたことが不覚だった。追手が来ていたことに気づかなかったとはな」

「い、犬がしゃべった!?」

「誰が犬だ！」

　驚きの声を上げたルーシーに、ウィアンがすかさず突っ込む。それからゆっくりと息を吐き出し、天に向かって咆哮を上げた。

　次の瞬間、そこに立っていたのは白い狼ではなく白髪の青年だった。同じようにして、ルカも元の姿に戻った。その右みぎ腕うでには一筋の血の跡あとが走っているが、幸い大きなけがではないようでリーザレットはホッと胸を撫で下ろす。

「な、何これ、どうなってるの？」

　目を丸くしたルーシーが、リーザレットに説明を求めてきた。

「ええと、彼らは……」

「なるほど。これが噂うわさに聞く〝人狼〟か」

「ご存じだったんですか？」

　リーザレットの代わりに答えたのは、セドリックだ。驚いて赤毛の青年を見ると、セドリックは「はい」と一つ頷いた。

「グレアム殿下の命でノスヴァルドに潜せん入にゆうした時、街でそんな噂を聞いたんですよ。皇帝陛下が狼の力を持つ者を集めている、と」

「まさか、それが……」

　思い当たって、ルカを見る。先ほどウィアンは、ルカのように王族以外にも稀に人狼の血を引く者が生まれることがあると言っていた。ということは、ノスヴァルドの皇帝はその力を集めていたということか。

「人狼の力は稀き少しようだ。だからこそ、陛下は民の中に現れた人狼の力を持つ者を保護し、育てている──皇族を護る戦士としてな」

　ウィアンが、そう説明してくれる。どうやら、リーザレットの推測は間違っていなかったようだ。

「なるほど。だが、それだけでは飽あき足らず、ノスヴァルドの皇帝はケインスタリアに戦争を仕掛けようと考えたわけか」

　いつの間にかリーザレットのそばに戻ってきていたオルバが、静かに呟く。それを聞いたウィアンが唇を嚙み、きつく拳を握りしめた。

「となると、現皇帝を止めるためにケインスタリアの姫を娶めとろうとしていたという話も怪しいものだ。表向きは返事を聞きに来たと言っておいて、実際は城内の状況を探りに──」

「違う！」

　オルバを遮って、ウィアンが叫んだ。わなわなと拳を震わせ、怒りに満ちた眼まな差ざしをオルバに向ける。

「オレは戦争など望んでいない！　ただ民を救いたいだけだ！　それは噓じゃない！」

　悲痛な声が、辺りに響き渡る。オルバが目を細め、ルーシーとセドリックが顔を見合わせて頷いた。彼らの瞳には、疑いと警戒の色が浮かんでいる。

「戦争になれば、民はますます疲ひ弊へいする。彼らを救うために他国を侵しん略りやくしても、それでは何の意味もない……だからオレは陛下を止めたかった。もっと平和的な方法で民を救いたかった──ただ、それだけだ」

　ため息と共に、ウィアンがそう吐き出した。その瞳に浮かぶのは、あきらめの色。握りしめていた拳を解いて、白髪の青年が肩を落とす。

　そんなウィアンに、リーザレットはゆっくりと歩み寄った。気づいたウィアンが、訝いぶかしげに眉をひそめる。

「ウィアン様。私は、あなたを信じます」

「……何？」

　リーザレットの言葉に、ウィアンが目を瞠った。その顔に、驚愕と困こん惑わくが広がっていく。

「民を救うために、あなたはたった一人で戦うことを選んだのでしょう？　それはきっと、とても勇気のいる決断だったと思います。だから、その道を選んだあなたはとても強い人です」

「……強くなどない。オレは、人狼の誇りである戦いを放ほう棄きした臆おく病びよう者ものだ」

　ウィアンが、そう言って目を伏せた。銀の瞳が頼りなさげに揺れ、口元に自じ嘲ちようするような笑みが浮かぶ。

「いいえ、あなたは強いです。でも──とても、寂さびしい」

　ハッと、ウィアンが顔を上げた。驚いたようにこちらを見つめる青年にほほえんで、リーザレットはその手を取る。

「どんなに強い人でも、一人は寂しいです。信しん頼らいできる仲間も、手伝ってくれる部下も、手を差し伸べてくれる友人もなく、たった一人で戦うことはできません」

「だが、オレは──」

「だから、私も一緒に戦わせてください」

　声を上げたウィアンに被せるように、リーザレットは言った。途端にウィアンが目を瞠り、まじまじとこちらを見つめてくる。

「私も、民を救いたいというあなたの力になりたいんです──だめ、ですか？」

　許可を求めるように尋たずねると、ウィアンが小さく息を吞んだ。その顔が、徐々に赤くなっていく。そんなウィアンをジッと見つめて、リーザレットは彼の返事を待つ。

「いや……だめというわけでは……」

　しばらくして、ウィアンがぼそりと呟いた。それを聞いて、リーザレットはパッと顔を輝かせる。

「では、決まりですね。ということで、この結婚を破は棄きさせてください」

「はあっ!?」

　リーザレットの言葉に、ウィアンが瞠どう目もくした。彼だけではない。オルバも、ルーシーも、セドリックも、呆あつ気けにとられた様子でリーザレットを見つめている。

「待て、それでは話が違うだろう！　おまえはオレに力を貸すと言いながら、ケインスタリアとの交易を破談にするつもりか？」

「いいえ、ノスヴァルドへの支援は約束させていただきます。でも、あなたと結婚することはできません」

「結婚もせずに、支援をするだと？　そんなこと、我らの同どう胞ほうが認めるはずがない。何よりおまえの父親や他の連中が納得するわけが──」

「はい。おそらく、反対される可能性が高いです。でも、私が王になれば何の問題もありません」

　きっぱりと言い切ると、ウィアンが目を瞬しばたたいた。それから、奇き妙みようなものでも見るようにリーザレットを眺め回す。

「王になるなどと……本気で言ってるのか、おまえは」

「本気です。私が王になれば、いずれ皇帝になるあなたと対等な立場になれる……結婚で優ゆう劣れつの差が出てしまうなら、私は友人としてあなたを支援します。それならきっと、ノスヴァルドの民も納得してくれるのではないでしょうか」

　そう告げると、ウィアンは口を閉ざした。そのまましばらく黙もつ考こうしていたが、やがて眉み間けんに深くしわを寄せた。

「優劣の差が出るから結婚はしない、だと？　おまえは、まだオレたちを蔑さげすむつもりで──」

「そう思っているのは、あなたの方ではないですか？」

　ウィアンの言葉を遮って、静かに言った。ウィアンが再度目を瞠り、驚いたように口を噤む。

「自国を憂うあなたの中に、少なからずケインスタリアに対する劣れつ等とう感かんがある……だからあなたは、ケインスタリアと比べられて不快に思うのではないですか？」

　リーザレットの問いかけに、ウィアンは答えない。だが、その顔から次第に怒りが消えていくのが見て取れた。

「……確かに、おまえの言う通りだ」

　渋しぶ々しぶといった様子で呟いて、ウィアンがゆっくりと息をつく。

「オレは、必要以上におまえたちを意識しすぎていたのかもしれない。我らノスヴァルドの民に比べて、多くのものを持っているおまえたちを羨うらやむ気持ちがあったのは否めない──だからこそ、どうしても優位に立ちたいと思ってしまったのだろう」

　ぽつぽつと、ウィアンが胸の内を吐き出した。紡がれた一つ一つの言葉が、リーザレットの胸に突つき刺ささる。

（その気持ちは、私の中にもあったのかもしれません）

　優秀な兄たちと比べられ、落ちこぼれと言われてきたリーザレットもまた、ウィアンと同じだ。自分の中にある劣等感を膨らませ、必要以上に誰かを羨んで。だけどそれを認めたくなくて、必死に気づかないふりをして。他者を憎にくんだり、卑ひ屈くつになったり、それぞれのやり方で目を背そむけてきたのだ。

「どうやら、オレもまだまだ未熟だな。もっと強くならなければ」

　悔しそうに唇を嚙んで、ウィアンが言う。だが、その表情は少しばかり晴れやかだ。

「リーザレット・ディアハウンド」

　ふいに名前を呼ばれ、リーザレットは背筋を伸ばした。見れば、ウィアンも同じように居住まいを正してこちらに向き直っている。

「おまえの提案を受け入れよう……おまえとなら、いい関係を築けそうだからな」

　言われて、リーザレットは目を丸くする。そんなリーザレットに、ウィアンが手を差し伸べてきた。

　しばしポカンとしてそれを見つめていたが、やがて差し出された手を取り大きく頷く。

「はい！　私も、そう思います」

　答えると、ウィアンも小さく笑みを浮かべる。それから、まるで壊こわれ物ものを扱うかのようにそっとリーザレットの手を握り返してきた。
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　駆けつけてくれたルーシーたちと共に、リーザレットはケインスタリアの王城に戻ることになった。半日かけて進んだ行程を、今度はその半分程度の時間で引き返す。かなりの強行軍となったが、危険な森で夜を明かすよりは急いで王都まで戻った方がいいという話になったのだ。

　ノスヴァルドへ嫁いだはずの第一王女がその日のうちに帰還したものだから、城は騒そう然ぜんとなった。「もしや婚姻失敗か」と噂する人々の間を抜け、ウィアンと共に父の元へ向かったリーザレットは事情をすべて説明した。もちろん、ノスヴァルド最大の秘密である人狼のことは伏せて、だ。

　ウィアンとの結婚をやめてこの国に残ること、そしてゆくゆくは王になりたいという旨むねを伝えると、父は驚いた顔をした。が、すぐにそれを了承し、「それがおまえの意思なら、自分の思うようにやればいい」と言ってくれた。

　わがままを聞いてくれた父に感謝し、ウィアンを客室に送ってからリーザレットは自室がある王族の居住区に引き上げた。別れを告げたのは今朝のことで、離れてからまだ一日も経たっていないというのに何だか妙に懐なつかしく感じる。

「やぁ、リーザレット。ずいぶん早いおかえりだね」

　自室のある回かい廊ろうに足を踏み入れたリーザレットに、突然そんな言葉が投げかけられる。顔を上げれば、リーザレットの部屋の前に二つの人影があった。

　一つは、長く伸ばした白金の髪を後ろで一つにまとめた美び麗れいの青年。もう一つは、緩く巻いた金髪に同色の瞳を持つ青年。リーザレットの異母兄たちだ。

「アラン兄様、グレアム兄様」

　その名を呼んで、リーザレットは二人の兄に駆け寄る。後をついてきていたオルバが、わずかに警戒しながらリーザレットの前に出た。足元では、ノワが「わん、わん！」と彼らの《護り犬》を牽けん制せいしている。

　そんなオルバと愛犬を「大丈夫です」と制し、リーザレットは兄たちに向き直った。

「あの……援軍を出してくださって、ありがとうございました」

　そう言って、リーザレットは頭を下げる。森の中で人狼と化したウィアンたちに襲われた時、ルーシーたちが来てくれなかったら今いま頃ごろどうなっていたことか。

　もしかしたら強引にウィアンに連行され、ノスヴァルドで囚とらわれの身となっていたかもしれない。

「別に助けたわけではない。おまえを盾にノスヴァルドに有利な交渉を進められるのは、我らにとっても都合が悪いからな」

　リーザレットの言葉を否定するように、アランが言う。夜空に浮かぶ月を思わせる瞳は相変わらず冷たく、何の感情も読み取ることができない。

「そんなこと言って、本当はリーザレットが心配だったんじゃない？　セドリック・シェパードからの報告を受けて、真っ先に兵を出すよう命じたのは兄上じゃないか」

「え？」

　茶化すように言ったグレアムに、リーザレットは目を瞬いた。途端にアランが目を細め、弟を睨みつける。

「急いで馬車を追う必要があると判断しただけだ。それに、おまえも人のことを言えた義理ではないのではないか？　私が軍を動かしている間、父上や議会を説得して異例の出兵を許可させただろう」

「俺は、いつになく冷静じゃない兄上の援えん護ごをしただけだよ。事情を知っていながら放置すれば、後々面めん倒どうなことになりそうだからね」

　矛ほこ先さきを向けられたグレアムが、そう言って肩をすくめる。それを受けて、アランが「フン」と鼻を鳴らした。

「結局、何だかんだ言いながら義いも妹うとのために動くんだな、あんたらは」

　呆あきれたように呟いたのはオルバだ。それを聞いたアランが不快そうに顔をしかめ、グレアムが困ったように肩をすくめる。

「人の言葉を勝手に曲解しないでくれるか。私は、あくまで国のために動いただけだ」

「俺も別にリーザレットを助けたわけじゃない。おまえがいなくなると、保管庫の書類を整理する人間がいなくなるからね」

「まあいい。そういうことにしといてやる」

　それぞれに反論する二人の兄を見て、オルバがにやりと口の端を吊り上げた。対して、アランとグレアムが憮ぶ然ぜんとした顔をする。

　そんな二人を見て、リーザレットは小さく笑みをこぼした。
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　翌朝、陽が昇のぼると同時にウィアンとルカは出立することになった。本当ならば昨日のうちにケインスタリアとノスヴァルドの国境近くまで到とう着ちやくしているはずだったが、リーザレットと共に王城へ戻もどったため、予定が大おお幅はばに遅おくれてしまっているのだ。

「いろいろと迷めい惑わくをかけたな」

　城の玄げん関かんを出た先で、振ふり返かえったウィアンが言った。いつになく殊しゆ勝しようなその態度に、オルバがかすかに驚おどろいた顔をする。

　周囲に他の王族の姿はない。時間が早いことを理由に、ウィアンが見送りを断ったからだ。だがさすがに一人で旅立たせるのは申し訳なくて、何とか頼たのみ込こんでリーザレットだけは出立に立ち会わせてもらうことになった。

「いえ、迷惑だなんて……むしろおかげで多くのことを学べましたし、あなたに会えて本当によかったと思っています」

　そう言ってほほえみかけると、ウィアンが目を瞠みはった。そのまましばらくリーザレットを見つめていたが、やがてふっと表情を緩ゆるめる。

「オレも、妃きさき候補に選んだのがおまえでよかった。おかげで我らノスヴァルドの未来にも明るい兆きざしが見えた──感謝する」

　胸に拳こぶしを当てて、ウィアンが軽く腰こしを折った。ノスヴァルド流の、最大級の敬意の表し方だ。今までのように上から見下ろす態度ではなく、ウィアンはリーザレットを対等な存在として扱あつかってくれている。その事実に胸むねの奥おくが温かくなった。ようやく彼に友人として認められた気がする。

「でもウィアン様、これからどうされるんですか？」

　声を上げたのは、ルカだ。主人に忠実な小さな従者は、いまだ納なつ得とくしていない様子で唇くちびるを尖とがらせている。

「国に帰ったら、まずは親おや父じ──皇こう帝てい陛下を説得する。ケインスタリアからの支し援えんは約束されたんだ。戦争をしなくとも、民たみを救うことはできる」

　ウィアンがそっと拳を握にぎりしめた。その声こわ音ねは静かだが、決意に満ちている。

「私も、なるべく早めに支援を始められるよう努力します。王になるまで、あなたを待たせるわけにはいきませんから」

　そう言って、リーザレットは決意を改めた。父は「自分の思うようにやればいい」と言ってくれたが、他の臣下や貴族たちも同じように賛成してくれるとは限らない。中には、敵国であるノスヴァルドへの支援に異を唱える者もいるだろう。まずは、そういった人々に事情を説明しなければ。

　ウィアンは、ジッとリーザレットを見つめていた。が、しばらくしてふと表情を緩める。

「期待しておこう。おまえは信用できるからな。新たな王の誕生を楽しみにしている」

　紡つむがれた言葉に、リーザレットも小さく笑えみをこぼした。ウィアンの期待を裏切るわけにはいかない。これからは、ますます王族としての務めに励はげまなくては。

「私もウィアン様が次の皇帝になるのを楽しみにしています。あなたなら、きっといい統治者になれると思っていますから」

「当然だ。オレは親父とは違ちがう方法でノスヴァルドを救ってみせる……だが、もしそれが叶かなわず皇帝になれなかった時は──」

　ふいにウィアンが言葉を切り、身をかがめてきた。怪あやしく煌きらめく銀の双そう眸ぼうに覗のぞき込まれ、リーザレットは息を吞のむ。もしかして、この瞳ひとみにも人を惑まどわすような力があるのだろうか。

「おまえに首輪をつけてもらうのも、悪くないな」

「へっ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。と、同時に後ろからぐいと腕うでを引っ張られ、気づいた時にはオルバに抱だき込まれている。

「彼女は俺の主人だ。譲ゆずるつもりはない」

　低く唸うなるように言ったオルバに、ウィアンが「フン」と鼻を鳴らした。

「何も護衛が《護りガーデイアン・犬ドツグ》一匹ぴきでなければならないという決まりはないだろう。いずれ王になるなら、護衛は一人でも多い方がいい」

「俺がいれば十分だ。他は必要ない」

「人じん狼ろうの力に目覚めたばかりの未熟者だけに任せてはおけない、と言ってるんだ」

「誇ほこり高たかい人狼は、人間に屈くつするのは嫌いやなんじゃなかったのか」

「屈するわけではない。あくまでオレ自身の意思で主人を選ぶまでだ」

　お互たがい一歩も引かず睨にらみ合あうオルバとウィアンに挟はさまれ、リーザレットはおろおろと二人を見やる。一体どうして、こんな状じよう況きようになっているのだろう。

「そろそろ出発しましょう、ウィアン様。ノスヴァルドに着くのが遅れてしまいます」

　痺しびれを切らしたルカが、ウィアンを促うながす。「そうだな」と答え、ウィアンがリーザレットたちから離はなれていった。

　その先に停とまっているのは、質素な造りの乗り合い馬車だ。ウィアンたちはこれで王都の外れまで向かい、そこからは来た時と同じく狼おおかみの姿になってノスヴァルドまで駆かけ抜ぬけるのだという。ルカ以外の従者や護衛の姿が見えなかったのは、こういった事情があったようだ。

　それにしても、とリーザレットは思う。確かに馬車に揺ゆられて祖国まで辿たどり着つくよりは速いだろうが──途と中ちゆうで疲つかれたりはしないのだろうか。

　リーザレットの心配をよそに、ウィアンたちが馬車に乗り込んだ。二人が席に座すわったのを見届けると、御ぎよ者しやがゆっくりと馬車を発進させる。その姿は次し第だいに小さくなり、目覚め始めた王都の街に消えていった。

（思ったより、あっけないお別れでしたね）

　ウィアンたちが無事ノスヴァルドへ辿り着けるよう願いつつ、リーザレットは苦く笑しようする。この九日間、ほとんど心の休まる暇ひまがなかった。彼らの行動に振ふり回まわされるだけ振り回されたわりには、ずいぶんあっさりとした別れ方だった気がする。

「本当に、よかったのか」

　ふいにオルバが声をかけてきた。顔を上げると、何やら物言いたげな灰色の瞳がこちらを見下ろしている。

「はい……自分で決めたことですから」

　答えて、リーザレットは一つ頷うなずいた。覗き込んでくるオルバにほほえみかけ、再び口を開く。

「誰だれかに望まれたからではなく、自分の意思で王になることを選んだんです。だから後こう悔かいなんて──」

「違う。俺が聞きたいのは、そういうことじゃない」

　リーザレットを遮さえぎって、オルバが首を振った。こちらを見下ろすその瞳は、戸と惑まどっているように見える。

「あんたは、俺が《護り犬》でいいのか？　俺は……普ふ通つうの人間とは違うんだぞ」

　リーザレットは小さく息を吞む。ウィアンの言葉が、ふと脳のう裏りに甦よみがえった。

　彼は、オルバが自分たちと同じ人狼だと言った。《聖せい犬けん》と対ついをなす《白狼》から力を与あたえられた存在ゆえに、リーザレットと《護り犬》の契けい約やくを結べたのではないか、と。

　それを聞いた時、リーザレットは心底驚いた。オルバは、普通の人間ではない──その事実に、少なからぬ衝しよう撃げきを受けたのは確かだ。

「……本当は、少しだけ覚えているんだ。俺の実の父親は、あいつと同じ銀の瞳を持っていた。そして時々、感情が制せい御ぎよしきれなくなって人狼の力を暴走させ、母親を苦しめていた──子供だった俺は、それが怖こわかった」

　続いた言葉に、リーザレットは目を瞠った。そんなリーザレットから、オルバがわずかに視線を逸そらす。

「いつか自分も、そんなふうになるかもしれない──そう思うと怖くてたまらなかった。だから、すべて忘れることにした」

　そう言って、オルバは顔を俯うつむけた。その声音はかすかに震ふるえている。漆しつ黒こくの前まえ髪がみに隠かくされた表情は見えないが、両の拳はきつく握り込まれているのがわかった。

　ああ、だから彼は「覚えていない」と言ったのか。恐きよう怖ふに彩いろどられた記き憶おくと共に、己おのれの中にある暴ぼう虐ぎやくの力を封ふうじ込めるために。

　だけどオルバは、心のどこかで恐おそれ続けていたのかもしれない。いつか人狼の力が目覚めて、大切な人を傷つけてしまうことを。だからなるべく人と距きよ離りを置いて、一人でいようとしたのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶ、です」

　ぽろり、と言葉が口をついて出た。オルバがそっと顔を上げる。ひどく頼たよりない表情は、主人に捨てられた子犬のようで。

「たとえあなたが人狼の力を暴走させたとしても、その時は私が止めます……絶対に」

　決意と共に告げると、オルバが大きく目を瞠った。光の加減で銀の輝かがやきを帯びる灰色の双眸が、かすかに揺らぐ。その奥おくに見え隠れするのは不安と動どう揺よう、そしてわずかな恐怖。

　そんなオルバに、リーザレットは両手を伸のばす。漆黒の髪かみがかかる頰ほおに手を添そえ、安心させるようにそっと撫なでた。

「それに私が《護り犬》の契約を結んだのはあなたです。あなたが何者であろうと……たとえ普通の人とは違う存在であろうと、私の《護り犬》はあなただけ。何があっても、手放す気はありません」

　オルバが人狼の血を引いていて、普通とは異なる存在だとしても、そのおかげでリーザレットは彼と契約を結べたのだ。

　ならば、オルバが何者だろうと関係ない。たとえ彼がその力を暴走させるようなことがあっても、必ず自分が止めてみせる。それが、主人であるリーザレットの務めだ。

「だから大丈夫──あなたは、私が護ります」

　灰色の瞳をまっすぐに見つめて告げると、オルバがかすかに表情を和やわらげた。

「……そんなことを言われると、ますます誰にも渡わたしたくなくなるな」

　ぼそりと呟つぶやいたその顔にはまだ少し不安の色が見て取れたが、先ほどまでの悲ひ壮そう感はなくなっている。

「もちろんです。私はあなたの主人ですから……他の誰のものになる気もありません。これからも《護り犬》として──いえ、それ以上の関係としてよろしくお願いいたします」

「犬以上の、関係として……？」

　途と端たんにオルバが目を瞬しばたたいた。何かおかしなことを言っただろうかと首を傾かしげ、はたと気づく。〝それ以上の関係〟といっても、抽ちゆう象しよう的てきすぎて何のことかわからなかったかもしれない。

「ええと、その……王になると決めたからには、これからもっと多くのことを学ばなければなりませんよね？」

「あ、ああ……そうだな」

「この国のこと、他国のこと、民のこと、政治のこと、他にもいろいろ……でも、きっと私一人では乗りきれません。だからこそ、あなたの力が必要なんです！」

　勢いよく身を乗り出すと、オルバがわずかにのけぞった。その頰がほのかに赤くなっているように見えたが、リーザレットは構わず先を続ける。

「代々王に仕えるドーベルマン家の人間であるあなたなら、きっと私の力になってくれると信じています。これからは主人としてではなく、次期国王候補の一人として厳しい指導をお願いします！」

　そう言って頭を下げると、オルバが面食らった顔をした。何かを言おうと口を開きかけたが、少し考えた末に結局何も言わず閉口する。そして、小さく肩かたを落としてため息をついた。

「……それは、俺に躾しつけをしろということか？」

　呻うめくように言って、オルバがリーザレットを見た。えっ、と今度はリーザレットが目を瞬く。確かに王になるための指導をしてほしいとは言ったけれど──微び妙みように意味が違う気がしなくもない。

「要するに、次期国王候補として俺に教育してほしいということだろう。つまりそれは、躾じゃないのか」

「え、ええと……そう、ですね。そういうことになる……でしょうか」

「認めたな……いいだろう。あんたの望み通りにしてやる」

　満足そうに呟いたオルバが、ニッと口の端はしを吊つり上あげた。それからゆっくりとその場に跪ひざまずき、リーザレットの手を取る。

「覚かく悟ごしとけよ、俺のご主人様」

　オルバが、そっと手ての甲こうに口づけた。まるで所有権を刻むかのようなその行こう為いと言葉に少々怯ひるみながらも、リーザレットは「はい」と頷いた。

「これからも、末永くよろしくお願いいたします──オルバ」
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　お久しぶりです、結ゆい都とせとです。再び本書を手に取ってくださり、ありがとうございます！

「落ちこぼれ王女と黒の番犬」二巻、いかがだったでしょうか。続きを出すことになった時、真っ先に考えたのが「よし、もふもふを増やそう！」でした。犬のお話といいながら一巻はあまりもふもふしていないなぁと思い至り、ならば存分にもふもふしてやろう！　というところからプロットを練り始めました。

　前作ではひたすらおどおどしていたリーザレットも、今作は勇気を出して頑がん張ばっています。ご主人様を独占したい番犬オルバに振り回されたり振り回したりしつつ、そこへ現れた敵国の皇おう子じ様さまに究極（？）の選択を迫られて、というのが今回のお話です。もふもふはもちろん、甘さもアップしております。そんなリーザレットとオルバのやりとりを楽しんでいただけましたら幸いです。




　では、ここからは謝しや辞じを。

　引き続き、イラストを担当してくださった北きた沢ざわきょう先生。お忙しい中、美び麗れいなカバーや挿さし絵えの数々をありがとうございました！　リーザレットやオルバはもちろん、新キャラたちもカッコ可愛かわいく描いていただけて、本当に感かん無む量りようです。

　いつもお世話になっている担当様。またしても執しつ筆ぴつが遅れ、ご迷惑をおかけしてしまいました。それでも毎回温かい言葉と手厚いサポートをくださり、大変救われております。

　校正様、デザイナー様をはじめ、出版までかかわってくださった方々。原稿が行き詰った時、快こころよく気晴らしにつきあってくれる友人。心配してくれる家族。皆様のお力添えにより、また本を出すことができました。ありがとうございます！

　そして、読者様。こうして続きを書けたのは、皆様のおかげです。ありがとうございました！




　それでは、またお会いできることを祈って。





結都せと



















電子書籍特典　書き下ろし短編「キスとケンカと通り雨」









　生まれて初めて、ケンカというものをしてしまったかもしれない。




　きっかけは些さ細さいなことだった。

　父の依頼で、オルバとノワを連れて《聖せい犬けん》の神殿にお使いに行った帰り道。先ほどまで晴れていた空から、ふいに雨粒が落ちてきたのだ。当然雨を凌げるようなものは手にしておらず、リーザレットたちは慌てて近くの木陰に駆け込んだ。

　その際、オルバが軍服の上着を脱いでリーザレットにかけてくれたのだが──。

「あの……できれば、こういうことはやめてください」

　かすかにぬくもりが残る上着を握りしめ、小さく声を上げる。すると、迷惑そうに空を睨んでいた黒髪の青年が困ったように首を傾げた。

「嫌だったか？」

「いえ、嫌というわけではなく」

「なら、別にいいだろう。あんたに風邪をひかれたら困るからな」

　そう言って、オルバがリーザレットの頰に触れた。濡れた手袋に包まれた指先は冷たく、彼の額にかかる前髪からはぽたぽたと雫が滴り落ちている。

　いくら夏が近いとはいえ、これではオルバの方が風邪をひいてしまう。肩に掛けられていた上着を取ると、リーザレットはそれをオルバに差し出した。

「これ、お返しします。あなたが着てください」

　すでにしっとりとしてしまっていたが、シャツ一枚でいるよりはましだろう。そう思って申し出たのだが、オルバは首を横に振った。

「俺はいい。あんたが着ていろ」

「そういうわけにはいきません。これは元々あなたのものですし……あなたにも、風邪をひかれたら困ります」

「心配ない。俺は鍛えているからな」

「鍛えている、いないの問題ではありません。濡れたまま身体が冷えれば、誰だって風邪をひきます」

「だからこそ、あんたに着ていろと言っているんだ。主人を差し置いて、犬だけが暖を取るわけにはいかないだろう」

　懸命に訴えてみたものの、オルバは頑として上着を受け取ろうとしない。それどころか、戸惑うリーザレットにそれを押し戻してくる。

「俺のことより自分の心配をしろ。あんたに何かあったら、俺は耐えられない」

「ですが……」

「俺はあんたの《護りガーデイアン・犬ドツグ》だ。主人を護ることが俺の役目。あんたが無事なら、俺はどうなっても──」

「やめてください！」

　思わず声を張り上げ、リーザレットはオルバの言葉を遮った。抱えた上着をぎゅっと握りしめ、驚いたように口を噤んだ青年ににじり寄る。

「私のために自分を犠牲にしようとしないでください！　そんなこと、私はあなたに頼んでません！」

　語気を荒らげてそう告げると、オルバがムッとした顔をした。リーザレットに覆い被さるように長身をかがめ、鼻先が触れそうなほどの距離で覗き込んでくる。

「別に頼まれてやってるわけじゃない。俺がそうしたいからしているだけだ」

「たとえあなたの意思であっても、私はそれを望んでいません！　勝手なことをされても、ちっとも嬉しくないです！」

　灰色の瞳を見据え、毅然と言い返した。いくらオルバが望もうとも、自分を犠牲にしてまで護ってほしくない。もしそれでオルバに何かあったらどうするのだ。

　オルバはしばらく無言でリーザレットを見つめていた。が、やがて不快そうに眉をしかめ小さく舌打ちをこぼす。

「……わかった。もういい」

　そう言って、オルバが視線を逸らした。そのままくるりと背を向けると、身を寄せていた木の裏側に回り込む。

　長身の影がすっかり見えなくなってから、リーザレットはため息をついた。怒らせてしまっただろうか。

（少し、言い過ぎたかもしれません）

　先ほど自分が放った言葉を思い出し後悔する。「頼んでもいないのに勝手なことをするな」だなんて、ずいぶんひどいことを言ってしまった。

　オルバがリーザレットを大切に想ってくれているのはわかっている。なのに、その気持ちを蔑ないがしろにして一方的に自分の意見を押しつける方がよほど身勝手ではなかろうか。

（謝るべき、ですよね）

　言い争いの原因となった考え方の違いは一旦置いておくとしても、彼に不愉快な想いをさせてしまったのは事実だ。ならば、その謝罪はしなければならない。

「あ、あの」

「来るな」

　足を踏み出そうとした途端、拒絶の声が飛んできた。ぎくりとして、リーザレットは身を強張らせる。

「お……怒ってます、よね？」

　おずおずと声をかけると、木の向こうから短く嘆息が聞こえた。

「……ああ、そうだな」

　返ってきた言葉に、リーザレットは凍りつく。低く押し殺した声が耳に突き刺さり、胸の奥がずきりと痛んだ。

　どうやら、本当にオルバを怒らせてしまったようだ。つい反論してしまったものの、やはりもっと言葉を選ぶべきだった。あんな言い方をされたら、誰だっていい気分はしないだろうに。

「ご、ごめんなさい。私──」

「あんたと違って、自分のことしか考えてない俺自身が腹立たしい」

「え？」

　思わず、リーザレットは目を丸くする。怒っていると言ったのは、リーザレットに対してではないのだろうか。

「結局俺はあんたを悲しませてばかりだ。主人を喜ばせるどころか、自分本位な考えであんたを困らせてる」

「そんなことはっ」

　とっさに声を上げて、リーザレットは首を振った。オルバが謝る必要はない。彼はいつだってリーザレットのことを一番に想ってくれている。誰よりもリーザレットを心配し、護ろうとしてくれる。それを迷惑だと思ったことはない。

「あなたが、懸命に私を護ろうとしてくれているのはわかっています。その気持ちは嬉しいですし、感謝もしています。でも、それであなたの身に何かあったらと思うと──すごく怖いんです」

　胸の前で両手を握りしめ、必死に訴える。もしオルバがいなくなってしまったら──そう考えると心が張り裂けそうになった。そんな未来など望んでいないし、想像するのも恐ろしい。現に今、こうして顔を合わせていないだけでも心細くて仕方がないのだ。

「私にとって、あなたは特別なんです。だから、私のために自分を犠牲にするなんて言わないでください。私はあなたにそばにいてほしい──これからも、ずっと」

　一言一言、慎重に言葉を選ぶ。彼を傷つけるようなものではなく、ただ純粋に、素直に、自分の想いを伝えるための言葉を。

　オルバは何も言わない。辺りが静寂に包まれた。生い茂る葉から落ちてきた雫が、水たまりに跳ねて小さな音を立てる。

　まだ怒っているのだろうか。それとも、呆れてしまったのだろうか。そんな不安が胸をよぎった時、木の向こう側からかすかな呻き声が聞こえた。どうかしたのかと首を傾げ、リーザレットはハッとする。まさか、雨に濡れたことで体調を崩してしまったのでは？

「オルバ！」

　いてもたってもいられなくなり、木の向こうに回り込んだ。目に飛び込んできたのは、地面に座り込む青年の姿。

「大丈夫ですか!?　もしかして、具合が悪いのでは──」

「そうじゃない。俺は今、あんたに見せられない顔をしている……だから来るなと言ったんだがな」

　慌てて駆け寄って覗き込むと、途端にオルバがそっぽを向いた。一体どんな顔をしているのだろうと疑問に思いつつも、リーザレットはそっと様子を窺う。呼吸が荒いわけでも、苦しそうにしているわけでもない。彼の言う通り、具合が悪いわけではなさそうだ。

「……顔を、見せてはくれないのですか？」

　ひとまず安心したものの、いまだに視線が逸らされたままであることに寂しさを覚える。リーザレットの問いかけにしばらく沈黙した後、オルバは静かに息をついた。

「それは、命令か」

「え？　いえ、命令というわけではないですが……」

　問われて、リーザレットは言葉を濁す。命令だと言ってしまえば、オルバはそれに従うだろう。だけど、本人が望まないことを強要するつもりはない。

「……まあいい。俺だけがあんたの心の中を知っているのも不公平だからな」

　あきらめ混じりに呟いて、オルバが振り返った。いつもは自分より上にある灰色の双眸が、同じ高さでリーザレットを見つめてくる。

　その顔は、いつもより少し頼りない。常に油断なく周囲を警戒している瞳はかすかに揺れ、普段はきりりと引き締まっている唇も力なく解かれている。

　だけどリーザレットは、それをきれいだと思った。自分には見せられないと言っていたが、こんな表情をするオルバは何だか新鮮で、わけもなく愛おしい。

　いつの間にか雨は止んでいた。途切れた雲の隙間から差し込んできた陽光が、リーザレットたちを照らし出す。

　光の加減で銀に光る瞳を見つめ、リーザレットはオルバの方へと手を伸ばした。わずかに身を強張らせたオルバに構わず、両手でその頰を包み込む。

「やはり私は、こうしてあなたの顔を見ている時が一番安心します」

　ぽつりと言葉を紡ぐと、オルバがかすかに目を瞠った。驚きよう愕がくを浮かべた灰色の双そう眸ぼうが、まっすぐにリーザレットを見据える。

　が、すぐさまその視線が脇に逸らされた。代わりに目に映った彼の横顔は、少し赤くなっているように見える。

　オルバ、と声をかけようとした時、ノワが「わん！」と吠えた。足元に目を向ければ、愛犬が空を見上げて尻尾を振っている。

　つられて顔を上げ、リーザレットは「わぁ」と感嘆の声をもらした。雨に洗われ一層青みが増した空に、キラキラと輝く七色の橋が架かっている。

「虹が……見てください、虹が出ましたよ！」

　子どもみたいにはしゃいだ声を上げて振り返ると、同じように空を見上げていたオルバが「そうだな」と呟いた。それからゆっくりと向き直り、リーザレットの手に自身のそれを重ねる。

「あんたが望むなら、もう二度と無茶はしない」

「え？」

「これからも、こうして同じ景色を見ていたい──そう思うのは、俺も一緒だからな」

　言うなり、オルバがリーザレットを引き寄せた。あっと声を上げる間もなく、彼の胸に倒れ込む。

　次の瞬間、オルバがリーザレットの額に口づけた。柔らかく温かな感触が一瞬だけ肌に触れ、再び離れていく。

「な、なななな何、をっ」

「仲直りの証だ」

　しどろもどろになって問いかけると、オルバが悪戯っぽく口の端を吊り上げた。ポカンとして、リーザレットは彼の言葉を反芻する。

（仲直り……ということは、やはりこれはケンカだったのでしょうか）

　ふとそんなことを考え、リーザレットは目を瞬いた。生まれて初めてしたケンカは、ハラハラとした緊張感と共に胸を締めつけるような切なさがあって、そしてかすかに甘酸っぱくて。何だか癖になってしまいそうだ。

「言っておくが、この仲直りはあんた限定だからな。他の奴に同じことを期待するなよ」

　リーザレットの心中を読み取ったかのようにオルバが言った。見れば、少々憮然とした様子でこちらを見つめる青年の姿がある。

「はい、もちろんです。他の方とケンカをするつもりはありませんし、私の〝初めて〟をあなた以外の誰かに捧げたりもしません」

「なっ──」

　笑顔で告げた言葉に、オルバが絶句した。その顔が見る間に赤く染まっていく。

「？　どうかしましたか？」

「何でもない。気にするな」

　熱でも出したのかと心配になったが、オルバは困り果てた様子でため息をついた。その直後に「まったくこれだから天然は」という言葉が聞こえたが、一体どういう意味だろう。

　一人首を傾げて足元を見やると、ノワは「わん！」と元気よく声を上げた。





ＥＮＤ
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